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序 文

福島県浜通り地方を縦貫する常磐自動車道は，昭和63年に埼玉県三郷

～いわき中央間，平成11年にいわき中央～いわき四倉間，平成14年には

いわき四倉～広野間，平成16年には広野～常磐富岡間が開通し，現在は

富岡～相馬間で工事が進められています。

この常磐自動車道建設用地内には，先人が残した貴重な文化遺産が埋

蔵されており，周知の埋蔵文化財包蔵地を含め，数多くの遺跡等を確認

しました。

埋蔵文化財は，それぞれの地域の歴史と文化に根ざした歴史的遺産で

あると同時に，我が国の歴史・文化等の正しい理解と，将来の文化の向

上発展の基礎をなすものです。

福島県教育委員会では，常磐自動車道建設予定地内で確認されたこれ

らの埋蔵文化財の保護・保存について，開発関係機関と協議を重ね，平

成 5年度以降，埋蔵文化財包蔵地の範囲や性格を確かめるための試掘調

査を行い，その結果をもとに，平成 6年度から，現状保存が困難な遺跡

については記録として保存することとし，発掘調査を実施してきました。

本報告書は，乎成15年度に行った浪江町の太刀洗遺跡・沢東B遺跡の

発掘調査成果をまとめたものであり，この報告書を県民の皆様が，文化

財に対する御理解を深め，地域の歴史を解明するための基礎資料として，

さらには生涯学習等の資料として広く活用していただければ幸いに存じ

ます。

最後に発掘調査から報告書の作成にあたり，御協力いただいた日本

道路公団，財団法人福島県文化振興事業団をはじめとする関係機関並び

に関係各位に対し，感謝の意を表するものであります。

平成17年 3月

福島県教育委員会

教育長富田孝志



あいさつ

財団法人福島県文化振興事業団では，福島県教育委員会からの委託に

より，県内の大規模な開発に伴う埋蔵文化財の調査業務を行っておりま

す。常磐自動車道建設にかかる遺跡の調査は，平成 6年度に，いわき市

四倉町に所在する遺跡の調査を開始し，平成13年度をもって富岡 IC予

定地までの発掘調査を終了しております。

また，平成14年度からは富岡 ICから相馬 IC予定地間にかかる遺跡

調査に着手いたしました。これまでに調壺を行った遺跡は，いわき市四

倉町・広野町・楢葉町・富岡町・大熊町・浪江町・相馬市の42遺跡にな

ります。

本報告書は，平成15年度に実施した発掘調査のうち，浪江町に所在す

る太刀洗・沢東B遺跡の調査成果をまとめたものです。

太刀洗遺跡からは，縄文時代の土坑，平安時代の廃滓遺構や木炭窯跡

などが発見されています。また，沢東B遺跡からは溝で区画された中世

の屋敷地が発見されています。

今後，これらの調査成果を考古学や歴史学など研究の基礎資料として，

さらに地域社会の理解や生涯学習に幅広く活用していただければ幸いに

存じます。

おわりに，この調査に御協力いただきました日本道路公団東北支社い

わき工事事務所，福島県担当部局，浪江町ならびに地域住民の皆様に，

深く感謝申し上げますとともに，埋蔵文化財の保護に対し，今後とも一

層の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成17年 3月

財団法人福島県文化振輿事業団

理事長高城俊春



緒 言

1.本書は，平成15年度に実施した常磐自動車道遺跡発掘調査（いわきエ区）にかかる埋蔵文化財

の発掘調査報告である。

2.本書には，福島県双葉郡浪江町に所在する下記の 2遺跡の調査成果について収録した。

1

2

 

太刀洗遺跡（遺跡番号

沢東B遺跡（遺跡番号

54700136) 

54700137) 

双葉郡浪江町大字井出字太刀洗・羽山下

双葉郡浪江町大字立野字沢東他

3.本発掘調査事業は，福島県教育委員会が日本道路公団の委託を受けて実施し，調査にかかる経

費は日本道路公団が負担した。

4.財団法人福島県文化振興事業団では，遺跡調査部遺跡調査課の下記の職員が調査を行った。

専門文化財主査 福島 雅儀 文化財主事 坂田

また，臨時的に下記の遺跡調査部遺跡調査課の職員の協力を得た。

文化財副主査

文化財主事

文化財主事

文化財主事

国井

山元

笠井

三浦

秀紀

出

田士
示口

文化財副主査

文化財主事

文化財主事

阿部

大波

門脇

由紀子

知己

紀子

秀典

文化財副主査

文化財主事

文化財主事

佐藤

丹治

遠藤

啓

篤嘉

千映美

武司

6.本書の執筆にあたっては，調査を担当した調査員が分担して行い，各文末に文責を示した。

7.本書に掲載した地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の 1/25,000および 1/50,000 

の地形図を複製使用したものである。「（承認番号）平16東複，第259号」

8.以下に示す分析等については，次の機関に委託し，その結果を付編に示した。

付編 1

付編 2

太刀洗遺跡出土の鉄滓分析：川崎テクノリサーチ株式会社

太刀洗遺跡出土木炭の樹種同定と樹齢計測：古代の森研究舎

9.発掘調査および報告書作成にあたって，次の緒機関からご指導・ご助言をいただいた。

（順不同・敬称略）

福島県いわき建設事務所，浪江町教育委員会，浪江町公民館，浪江町請戸川土地改良区

10.本書に収録した遺跡の調査記録および出土資料は，福島県教育委員会が保管している。



用 例

1.本文中，もしくは挿図中で使用した略号は次の通りである。

NE：浪江町 TCA：太刀洗遺跡 SH・B：沢東B遺跡

L ：遺構外の堆積士層 0：遺構内の堆積土層 SB：掘立柱建物跡 SC：木炭窯跡

SWH：廃滓遺構 SD：溝跡 SE：井戸跡 SX:性格不明遺構 P:小穴・ピット

G:グリッド

2.本書の遺構図の用例は次の通りである。

(1)方位の表記がない遺構図は，全て真北を指す。

(2)平面図の「十」に示すX・Yの数値は，国土座標の座標値を，水糸レベルは標高を示す。

(3)縮尺率は掲載する遺構の大きさと性格により適宜決定した。選択した縮尺率については，

スケールの脇に表示した。原則として掘立柱建物跡は1/ 50 ・ 1 / 80,木炭窯跡は1/ 60 ・ 1 

/80，溝跡1/ 50 ・ 1 / 200 ・ 1 / 250,井戸跡は1/ 25 ・ 1 / 40,土坑は1/ 40,性格不明遺構

1 / 50,小穴は1/ 160 ・ 1 / 200の縮尺率とした。

(4)ケバは原則として遺構内の傾斜部は打丁で表示したが，相対的に緩傾斜の部分は了了で表

している。また，了了は後世の削平が明らかである場合に使用した。

(5)挿図中の網かけ等については，その用例を同図中に表示した。

3.本書における遺物実測図の用例は，次の通りである。

(1)縮尺率は掲載する遺物の大きさと性格により適宜決定した。選択した縮尺率については，

スケールの脇に表示した。原則的には土器・陶器類は1/ 2,石器は1/ 2 ・ 1 / 3 ・ 1 / 4,羽

口は1/ 3,木製品は1/4 ・ 1 / 6,木炭端部は2I 5,拓本は1/ 2の縮尺率とした。

(2)遺物実測図中の網かけ等については，その用例を同図中に表示した。

(3)計測値は各実測図の下に，推定値は（ ）で，遺存値はく ＞で表示した。

4.文章中の遺物点数は，すべて破片点数である。

5.挿図・写真の図版番号は編ごととした。

6.遺物については各頁ごとに 1番から番号を振り，その番号を挿図番号と組み合わせて，遺物番

号としている。

［例］ 図 6 の 1 番の羽口 ••6 図 1

7.挿図中の遺物番号は，自然科学分析・写真図版中の個々の遺物に付けた番号と一致する。

8.引用・参考文献は，執筆者の敬称を省略し，巻末に収めた。

II 
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第 1節調査にいたる経緯

章

平成14年度までの調査経過

常磐自動車道は，埼玉県三郷市を起点として，千葉県・茨城県・福島県浜通り地方を縦貫して宮

城県に至る，太平洋沿岸の交通の大動脈として計画された路線である。この計画の内，三郷インター

チェンジ（以下 ICと略す）からいわき市のいわき中央 ICまでは，昭和63年に供用が開始され，

更に，いわき中央 ICからいわき四倉 ICまでは平成11年 3月に供用を開始している。

これら供用が開始された区間の内，茨城県境からいわき中央 ICまでの間に所在する埋蔵文化財

に関しては，昭和59・ 60年にいわき市教育委員会が財団法人いわき市教育文化事業団に委託して 4

遺跡について発掘調査を実施した。いわき中央 IC～いわき四倉 IC間の埋蔵文化財に関しては，

平成 6 年から 9 年まで好間～乎赤井•平窪地区の10遺跡の発掘調査をいわき市教育委員会が財団法

人いわき市教育文化事業団に委託して実施し，四倉町大野地区の10遺跡の発掘調査を，福島県教育

委員会が財団法人福島県文化センターに委託して実施した。

いわき四倉 IC以北の路線については，平成 3年にいわき四倉 IC～富岡 IC間が整備計画路線

に格上げされ，平成 5年には施工命令が下されている。更に，富岡 IC以北についても，平成 8年

に相馬 ICまでの区間が整備計画路線となり，平成10年に施工命令が下されている。

福島県教育委員会では，いわき四倉 IC以北の路線内に所在する埋蔵文化財に関して，平成 6年

度より表面調査を実施し，平成10年度までに宮城県境までの表面調壺を終了している。この成果を

受けて，平成 7年度よりいわき

四倉 IC～富岡 IC間の試掘調

査を実施し，平成 9年度からは

同区間に所在する遺跡の発掘調

査が開始されている。平成 9年

度はいわき市内の 5遺跡と広野

町内の 1遺跡の発掘調査を実施

し，乎成10年度はいわき市内の

4遺跡，広野町内の 3遺跡，楢

葉町内の 3遺跡，富岡町内の 2

遺跡の発掘調査を実施した。こ

・ぶ心••ぷ•;•:·:·:·;•;•;•:·:·:·:·;•ふ：·：·:·:·:•:•:·:·:·記・ぶ••T.？ぷ心••ぶ•••••9.？ふ••-;-;-:•:·:·:·:·.？ぶ心・”y．心•で．．．， の平成10年度の調査により， 路

図 1 常磐自動車道位置図 線内に所在する遺跡の内，いわ
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き市内に所在する遺跡の発掘調査を全て終了した。平成11年度は，広野町内の 4遺跡，楢葉町内の

5遺跡について実施した。平成12年度は，広野町内の 1遺跡，楢葉町内の 7遺跡，富岡町内の 5遺

跡について実施した。この平成12年度の調査により，路線内に所在する遺跡の内，広野町内に所在

する遺跡の発掘調査を全て終了した。平成13年度は，楢葉町の 1遺跡，富岡町内の 5遺跡について

実施した。平成13年度の調査では，路線内に所在する遺跡の内，楢葉町内に所在する，遺跡の一部

が楢葉パーキングエリア 2期線部分に残された大谷上ノ原遺跡を残して終了した。

平成14年度は，富岡町の 1遺跡，大熊町の 2遺跡について実施した。当初富岡 ICまでについて

は日本道路公団東北支社いわき工事事務所，富岡 ICから大熊町以北については相馬工事事務所が

それぞれ管理していたが， 7月 1日付けをもって富岡 ICから浪江 ICまでの区間についてもいわ

き工事事務所が管理することとなった。 （山内）

平成15年度の調査経過

平成15年度常磐自動車道関連の調査は， 4名体制で開始した。調査対象地はいわき中央 IC～浪

江 IC間の浪江町および浪江 IC～相馬 ICの相篤市である。このうち，乎成15年度の浪江町の発

掘調査は，福島県教育委員会と平成15年度 4月 1日付けで締結された委託契約に基づき，太刀洗遺

跡3,900面と沢東B遺跡2,lOOnrを対象に調査員 2名を配置して実施した。

4月の段階で，工事優先箇所となっていた上平A遺跡は試掘調査が未了のため，まず太刀洗遺跡

の調査を先行開始することになった。しかしこの時点で，常磐自動車道の側道工事部分の発掘調査

については，取り扱い方針が未定であり，その後も福島県教育委員会と JH東北支社との協議を重

ねたが，今年度は側道工事範囲を除いて発掘調査を実施することとなった。福島県教育委員会は，

太刀洗遺跡3,900面の発掘調査を勧福島県文化振興事業団に 5月 1日付けで依頼した。このことに

より，作業員の確保，現地連絡所の建設など準備作業を進め，発掘調査は 5月22日から開始した。

5月から 6月にかけて，発掘調査は順調に進んだが， 7 ・ 8月は例年にない長雨が連日続き，調査

は大きな打撃を受け， 9月になり調査は本格化し，木炭窯跡の良好な遺存，現地表下 5mに達する

砂土の堆積層の検出などが明らかになるなど，発掘作業量が予想をこえることが判明した。この結

果，発掘調査は大幅に遅れることとなり，発掘調査の終了は11月20日となった。

太刀洗遺跡調査の見通しが出てきた10月15日に， JHいわき工事事務所と福島県教育委員会・飼

福島県文化振興事業団の間で，本年度予定の遺跡について協議した。この結果，当初予定していた

大熊町上平A遺跡は，本年度に工事を着手する地区ではないこと，密集した大木の根が作業の支障

となり，多くの時問を要することから，いわきエ区の浪江町沢東B遺跡のうち， 2,100面の発掘調

査を実施することになった。沢東B遺跡の発掘調査は10月22日から開始し， 12月18日に終了した。

両遺跡の JHいわき工事事務所への引き渡しを， 12月18日に現地で実施した。さらに太刀洗遺跡

については，降雨による土砂流出等の危険が予測されたため，防止施設を設置するとともに，北斜

面の養成も行った。また，沢東B遺跡についても，発掘調査によって除去した表土層を発掘箇所に
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戻して平坦地とした。以上の安全処置を完了したのは12月23日である。これをもって，本年度の現

地調査を終了した。 （福島）

第 2節遺跡の位置と自然環境

福島県は東北地方南端に位置し，面積は13,782kaiである。県土のおよそ 8割は山地で占められ，

東部には太平洋に沿って阿武隈高地が，中央部には奥羽山脈が連なり，西部には越後山脈が迫って

いる。これらの山地はほぼ南北に走り，県内は太平洋側より「浜通り地方」「中通り地方」「会津地

方」の三つの地域に区分される。浜通り地方の地形は，おおむね西高東低であり，西の阿武隈高地

から河岸段丘地帯•海岸低地の順に標高が低くなり，太乎洋に至る。同様に，浪江町の地形も西半

部は阿武隈高地東縁部の山地で占められる。また，太平洋から西へ約 9km地点には，標高100mの

等高線に沿うように双葉断層が南北に縦走し，山地と海岸平野域の境界をなしている。

浪江町を流れる主な河川は，北から請戸川・高瀬川である。これらの河川は阿武隈高地に源を発

し，山間部で急峻で樹枝状の渓谷が形成されている。双葉断層の東側に入ると河床勾配は緩やかに

なり，請戸川や高瀬川の河川両岸には河岸段丘地形が発達している。この段丘は，標高の高い方

（年代の古いもの）から，高位段丘，中位 I段丘，中位II段丘，中位III段丘，中位N段丘，低位 I段

丘，低位II段丘と呼ばれる。浪江町内には主に中位面が発達しており，その大部分は隆起扇状地的

な山麓河成平坦地である。これら中位段丘面は，更新世後期の最終間氷期の海進•海退に伴って形

成されたと考えられている（久保他 1994)。

平成15年度に調査した太刀洗遺跡・沢東B遺跡は，太刀洗遺跡が海岸線から約 6km付近に，沢東

B遺跡が約 9km付近に位置している。太刀洗遺跡は南北を仙台層群から成る丘陵地に挟まれた中位

II段丘面上に位置し，標高は約46.5~68mである。沢東B遺跡は請戸川支流の請戸川左岸の河岸段

丘上に位置し，遺跡の標高は約53.4~53.7mである。請戸川川床までの標高差は約30mである。遺

跡の北側には小高町との境となる丘陵地が発達している。

浪江町の地質構造は，浜通り低地帯の西縁を南北方向に走る双葉断層を境として東西で大きく異

なる。断層の西側にあたる阿武隈高地の山間部には，中世代白亜紀の貫入花巌岩類が広く分布し，

双葉断層に沿った周辺では，新生代新第三紀に形成された向山層•水野谷層·五安層·『1平層が帯

状に発達している。一方，断層の東側にあたる海岸低地域には，中世代以降の主として堆積岩類が

分布している。丘陵地の大部分には，新生代新第三紀に形成された大年寺層が分布している。

第 3節周辺の遺跡と歴史的環境

浪江町で最も古い時期の遺跡は，旧石器時代まで遡ることができ，遺跡の数は少ないものの手子

塚A ・西田原・北上ノ原・酒田原遺跡が確認されている。
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表 1 周辺の平安時代・中世の遺跡と製鉄跡一覧

N 遺跡番号 遺跡名 所 在 地 遺跡の概要

1 54700136 太刀洗遺跡 浪江町大字井出字太刀洗・羽山下 平安時代の製鉄関連遺跡

2 54700137 沢東 B 遺跡 浪江町大字立野字沢東他 中世・近世の屋敷跡

3 56300126 堀込遺跡 小高町上根沢字堀込 奈良•平安時代の製鉄跡・散布地

4 56300028 薬師堂石仏 小高町泉沢字薬師前 平安時代の石造物

5 56300093 上根沢館跡 小高町小屋木字長沢・館腰 中世の城館跡

6 56300096 四ツ栗遺跡 小高町川房字四ツ栗 縄文•平安時代の散布地

7 56300103 山沢館跡 小高町耳谷字山沢 中世の城館跡

8 56300033 加賀後遺跡 小高町上浦字加賀後 縄文～平安時代の散布地， 56300034 加賀後貝塚 小高町上浦字加賀後 縄文時代の貝塚，平安時代の散布地

10 56300035 大畑遺跡 小高町上浦字大畑 縄文～平安時代の散布地

11 56300100 上浦館跡 小高町上浦字中村迫・芦ヶ迫 中世の城館跡

12 56300104 鹿島館遺跡 小高町行津字鹿島館 縄文·奈良•平安時代の散布地

13 56300105 鹿島館跡 小高町行津字鹿島館・宮下・上浦字芦ヶ迫 中世の城館跡

14 54700110 林崎遺跡 浪江町立野字林崎・揖待 古墳～平安時代の散布地

15 54700109 立野古館跡 浪江町立野字寺迫前 中世の城館跡

16 54700066 立野館跡 浪江町立野字館東 中世の城館跡

17 54700011 順礼堂遺跡 浪江町立野字順礼堂 縄文・奈良•平安時代の散布地

18 54700090 室原館跡 浪江町室原字室原 中世の城館跡

19 54700013 上原遺跡 浪江町酒田字上原 弥生・奈良•平安時代の散布地

20 54700016 観音前遺跡 浪江町藤橋字観音前 弥生～平安時代の散布地

21 54700019 台 遺 跡 浪江町西台字台 弥生～平安時代の散布地

22 54700029 権現堂遺跡 浪江町西台字館 中世の城館跡

23 54700111 川原遺跡 浪江町西台字川原 古墳～平安・近世の散布地

24 54700084 本城館跡 浪江町権現堂字本城 中世の城館跡

25 54700105 広畑遺跡 浪江町権現堂字広畑 平安時代の散布地

26 54700085 本城館跡 浪江町権現堂字本城 中世の城館跡

27 54700106 宮ノ内遺跡 浪江町権現堂字宮ノ内 平安時代の散布地

28 54700083 樋渡館跡 浪江町樋渡字西御門 中世の城館跡

29 54700032 南大坂遺跡 浪江町川添字南大坂 縄文～平安時代の散布地

30 54700030 上ノ原遺跡 浪江町北上ノ原 縄文～平安時代の散布地

31 54700116 聖沢遺跡 浪江町田尻字聖沢・川添字聖沢 弥生～平安時代の散布地

32 54700034 下原遺跡 浪江町小野田字下原 縄文～平安時代の散布地

33 54700115 東畑遺跡 浪江町田尻字東畑・聖沢 古墳～平安時代の散布地

34 54700113 東前畑遺跡 浪江町未森字西前田・東前田 縄文・古墳～平安時代の散布地

35 54700101 酒井館跡 浪江町酒井字内城 中世の城館跡

36 54700037 宮林遺跡 浪江町谷津田字宮林 縄文～平安時代の散布地

37 54700100 谷津田館跡 浪江町谷津田字愛宕石 中世の城館跡

38 54700039 塚ノ前遺跡 浪江町酒井字塚ノ前 縄文～平安時代の散布地

39 54700040 三反畑遺跡 浪江町酒井字三反畑 縄文・奈良•平安時代の散布地

40 54700081 唐沢遺跡 浪江町井出字唐沢・中井出 古墳～平安・近世の散布地

41 54700099 井出古館跡 浪江町井出字猿田 中世の城館跡

42 54700098 井出新館跡 浪江町井出字山田 中世の城館跡

43 54700046 小丸城跡 浪江町小丸字出口 中世の城館跡

44 呻 004 仲禅寺跡 双葉町寺沢字唐沢 平安～近代の社寺跡

45 54600100 中島遺跡 双葉町渋川字中島•町田 古墳～近世の散布地

46 54600003 渋川館跡 双葉町渋川字勝見迫 中世・近世の城館跡

47 54600008 南迫遺跡 双葉町下羽鳥字南迫・林迫・台 縄文～近世の散布地

48 54600010 西 館 跡 双葉町下羽鳥字南管町・清水迫 中世の城館跡

49 54600007 羽鳥館跡 双葉町下羽鳥字台 中世の城館跡

50 54600100 愛宕下遺跡 双葉町目迫字愛宕下•前田 弥生～平安時代の散布地

51 54600102 榎内経塚群 双葉町上羽鳥字榎内 平安時代の塚

52 54600014 石熊 A 遺跡 双葉町石熊字石熊 縄文・奈良•平安時代の散布地

53 54600118 石熊 E 遺跡 双葉町石熊字石熊 縄文・中世・近世の散布地
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序章

縄文時代の遺跡は，数多く確認されている。請戸川上流では縄文時代の遺跡が多数確認されてお

り，その内大柿遺跡は早期の遺跡である。百間沢遺跡は中期以降に比定される遺跡で，土偶・土面

も出士している。順礼堂遺跡は後期に比定される集落跡で，石囲炉のある住居跡も発見されている。

また，中平遺跡では中期から後期にかけての竪穴住居跡や，中期の埋甕が発見されている。

弥生時代の遺跡は少ないが，散布地としては上原・台・西台・塚ノ前遺跡などがあり，上原・金

ヶ森遺跡からは石包丁が出土している。

古墳時代には，請戸川・高瀬川に挟まれた沖積地と沿岸の段丘面に数多くの古墳が造られ，浜通

り地方でも有数の規模を誇る堂の森古墳・狐塚古墳や，浜通り地方最古の古墳として知られる本屋

敷古墳群がある。また，集落跡としては，鹿屋敷遺跡や塚の腰遺跡が挙げられ，鹿屋敷遺跡からは

多数の竪穴住居跡や掘立柱建物跡が発見されている。

奈良・乎安時代の代表的な遺跡としては，鹿屋敷遺跡がある。浪江町の発掘調査により，古墳時

代から奈良•平安時代の住居跡や掘立柱建物跡が多数確認されている。この他に，狐塚遺跡では 9

世紀中頃の住居跡が確認されている。

中世の浪江は標薬氏の所領で，相馬氏との勢力争いが頻繁に繰り広げられるが，明応元年 (1492)

には相馬氏により標葉氏が滅ぽされ，以後は相馬氏によって支配されている。城館跡は，標葉氏が

居城とした大乎山城跡，小丸城跡，権現堂城跡，泉古舘跡などの他に，多くの館跡が残されている。

近世では，熊川以北の標葉郷まで相馬藩の所領となる。この時代の遺構としては，出ロ一里塚や

立野経塚，北原御殿跡などがある。また，元禄 3 (1690)年には相馬領大掘村で陶器生産が盛んに

なり，相馬藩の保護と規制のもとで発展する。これに関連する遺跡としては，窯跡が確認された大

堀長井屋窯跡や，灰原が検出された中平遺跡，散布地である神内遺跡，大堀A・B遺跡がある。こ

のほか，製鉄遺跡は確認されていないが，高瀬川や請戸川の流域及び支流には鉄滓の集積地が多数

認められる。 （坂田）

参考文献

浪江町教育委員会 1963 『浪江町史』

山内 幹夫他 1989 「中平遺跡」『国営請戸川農業水利事業調査報告』（福島県文化財調査報告書第208集）

福島県教育委員会・勧福島県文化センター

久保和也他 1994 『浪江及び磐城富岡地域の地質』 地質研究所

福島県教育委員会 1996 『福島県遺跡地図 浜通り地方』
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第 1章周辺地形と調査経過

第 1節遺跡の位置と周辺地形

太刀洗遺跡は，双葉郡浪江町大字井手字太刀洗・羽山下に所在している。浪江町と双葉町を区切

る丘陵の北斜面を中心に，約51,300面が遺跡の登録範囲である。調査を開始する直前の現況は，丘

陵部が山林，丘陵に沿った裾部が旧桑畑跡と杉・桧林となっていた。

浪江町井手地区は，阿武隈高地から太平洋に向かって流れる高瀬川が，山間部から抜け出て平野

部に入った場所である。この付近の高瀬川は，太平洋岸に発達した海岸段丘を浸食して東流し，河

道の両岸には河岸段丘が発達している。太刀洗遺跡の所在する場所も，地形的な区分によれば，高

瀬川によって河岸段丘が浸食された河岸段丘の段丘崖である。

太刀洗遺跡の所在する丘陵は，阿武隈高地の東端を南北に限る双葉断層を境として，その東側に

発達する東西に細長い丘陵の一つである。西側から東側にかけて次第に標高を下げて太平洋岸近く

まで続いている。太刀洗遺跡付近で，丘陵の頂部は標高100m程度である。この丘陵の北斜面は，

高瀬川の段丘崖で，比較的小規模な多くの谷が南に向って入り込み，丘陵を鋸刃状に刻んでいる。

太刀洗遺跡の地形は，高瀬川を臨む標高70mの丘陵尾根とそれを挟む東西の小谷に大きく分かれ

ている。今回発掘調査の対象になったのは，この東側の谷から尾根東斜面にかけての3,900面であ

る。丘陵裾部の標高は約50mである。

東側の谷は，奥行き300m,幅150m,深さ30m程度の規模である。南側に丘陵を背負い，北側は

高瀬川の段丘面に向って開いている。夏季には，丘陵に遮られて南東からの風はあたらないが，北

東風の「やませ」の影響を受けやすい。また冬季は，北西からの季節風を真正面から受ける。

太刀洗遺跡の北側では，丘陵裾部から高瀬川に向って南北幅0.5km前後の河岸段丘面が東西約3.0

kmにわたって延びている。この平坦面は，近年のほ場整備によって水田地帯として利用されている。

ほ場整備以前は，県道落合・浪江線の丘陵側は北に緩やかに傾斜する地形で棚田や段々畑となって

いた。これに対して，川沿いは比較的平坦な地形をなし，屋敷地や畑として利用されていた。さら

に高瀬川の両岸には，氾濫原が河川に沿って 1km程度東西に延び，その中を高瀬川が太平洋に向か

って東流し，この氾濫原には，高瀬川の蛇行痕跡や自然堤防も残されている。

太刀洗遺跡の丘陵を南に尾根線を越えると，前田川の支流中田川の流域である。この地区は，中

田川の本流から樹枝状に枝分かれした小河川が複雑に発達し，これによって丘陵が浸食され，複雑

な出入りの多い地形となっている。

太刀洗遺跡は，太平洋岸から西に 6km程度入った場所にある。太平洋岸の護岸工事以前の風景を

知る地元の人によれば，河口付近の浪江町棚塩付近は，花巌岩を基盤とする阿武隈高地から供給さ

れた多量の砂鉄が自然に堆積していたという。太刀洗遺跡で確認された鉄滓の原料となった砂鉄は，

11 



第 1編太刀洗遺跡

地理的条件からみて高瀬川やその河口から採取されたと考えるのが自然であろう。

本遺跡付近の平安時代の遺跡は，西へ約500mのところに唐沢遺跡，東側 2~2.5kmに宮林遺跡，

塚の前遺跡がある。また丘陵の尾根を南に越えると仲禅寺遺跡がある。このほか，時期不明ながら，

丘陵を挟んで東側には，製鉄関連遺跡の竹柄山遺跡がある。太刀洗遺跡周辺には，確認されている

同時代の遺跡はそれほど多くはない。しかし，古墳や古墳時代の遺跡も知られていること，河岸段

丘や丘陵が発達して居住に適した土地であることからすれば，まだまだ未確認の遺跡が多数存在し

ていると推定されよう。

第 2節調査経過

太刀洗遺跡は，乎成4年度の県内分布調査によって発見された。この時の踏査で鉄滓の散布が確

認され，遺跡範囲は51,300面と推定された。その後，平成14年度に16,200面を対象とした試掘調査

を，福島県教育委員会の委託を受け，勧福島県文化振興事業団が実施した。この結果，常磐自動車

道の工事予定地域のうち5,700面が保存に含まれることとなった。また鉄滓の他に士師器や羽口，

縄文時代晩期の土器片や石器が出土し，縄文時代と乎安時代の遺跡と判明した。

平成15年度の調査は， JHいわき工事事務所と福島県教育庁生涯学習スポーツ領域文化財グルー

プ，勧福島県文化振興事業団による現地の状況と調査範囲の確認を経て， 5月22日から開始した。

最初，現場調査連絡所を設置。発掘資材の搬入のため，遺跡北側の新青根用水路に，浪江町建設課

を介して請戸川土地改良区の許可を得て，鉄板を敷設した。同時に，太刀洗遺跡に近接する大字井

手・谷津田・大堀の 3地区から作業員雇用の手続きも合わせて行った。

重機による表土の除去作業を 5月22日に開始した。事前作業として，伐採木を調査区の南側に取

りまとめ，排土の流失を防ぐ堰堤とした。

6月9日から作業員の雇用を開始し，器材を大熊町上平A遺跡の倉庫から搬出した。表土除去作

業終了地区から，遺構の検出作業を順次始めた。この時，丘陵斜面が急峻なこと，遺構検出面の大

半が地元で「ユナ」と呼ばれ，湿気を含むと滑りやすい粘性の士壌であることから，階段を設置し

て安全通路の確保に努めた。

6月中は，丘陵尾根部から斜面にかけた地区で，遺構検出作業を行った。この部分では，木根跡

を確認した程度で，遺構は存在していなかった。出土土器片も数点のみであった。丘陵北斜面の遺

構検出に移ったのは， 6月後半になってからである。表士除去作業で確認していた 2号木炭窯跡に

加えて 1号木炭窯跡や 1号土坑を検出した。また調査区の東斜面北部では，試掘調査で検出された

廃滓遺構を確認した。

7月に入り，遺構検出作業は丘陵裾部に移行した。 7月16日から 1・ 2号木炭窯跡の掘り下げを

開始した。また，調査区北東部では，廃滓遺構の範囲や炉体部の検出に努めた。この頃から 8月に

かけて，雨が続くようになり，発掘調査の大きな妨げとなった。

12 
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8月後半，丘陵裾部を中心に厚い再堆積層が形成されていることが判明し， 8月21日から 9月10

日にかけて，重機による掘り下げを行った。排土の結果，丘陵北斜面裾に沿って造られた溝跡を確

認した。またその南北では，平安時代の旧表土層も遺存していた。一方の東斜面もこれに合わせた

深い谷状地形が判明した。

9月中旬からは，木炭窯跡の掘り下げも順調に進んだ。特に， 1号木炭窯跡からは天井が崩壊し

た下から，焼成が終了したままの状態で木炭が出土した。この木炭は出土位置の実測後取り上げた。

確認した木炭は928点である。また， 2号木炭窯跡では 7面にわたる造り替えの跡を確認した。

一方，製鉄遺構の中心と推定される場所が現代に続く山道となっていたこともあって，明確な炉

体部は遺存していなかった。小さな土坑を確認し，羽口や木炭が出土した程度である。廃滓遺構も

上部は削平を受けていた。また 9月25日には，地元浪江町議会文教委員会 5名の遺跡視察があった。

10月は，引き続き遺構の精査を継続した。地形測量は外部委託し， 10月6日から 3日間に実施し，

成果品は10月31日に納品された。 10月後半になると，大半の遺構で掘り下げが終了した。そこで発

掘器材を上乎A遺跡および，沢東B遺跡に分配して搬入した。

11月 1日にはプレハプの撤去を行い，さらに11月18日には出土鉄滓の搬出を行った。現地を JH

いわき工事事務所に引渡したのは， 11月15日である。この時，排土流出と安全措置をさらに強化す

る要望が JHいわき工事事務所から出された。そこで沈砂池と北斜面の中腹以下を防水シートとネ

13 



第 1編太刀洗遺跡

ットで養生した。現地作業の終了は11月20日である。 （福島）

第 3節調査方法

本遺跡の調査に際しては，遺構の位置や遺物出土地点を明確にするため，国土座標のX・Y軸に

一致させ，一辺10mの方眼を調査区全域に設定し，これをグリッドと呼称した。グリッドの番号は，

北から南へはアラビア数字で 1・ 2 ・ 3 ・ ・ ・ 13, 西から東へはアルファベットを用いてA・B・

C.. ・ Gとし，これらを組み合わせてグリッドを表示した。

発掘調査にあたっては，バックフォーやクローラ・ダンプなどの大型機械を導入して表土除去を

行い，その下層は人力で掘り下げて，遺構・遺物の確認に努めた。遺構の精査に当たっては，遺構

の特性や遺構の遺存状態にあわせて，士層観察用の畦を設け，堆積土の状態や遺物の出土状況に留

意しながら精査記録に努めた。土層の表記に際しては，基本土層にはLとローマ数字を組み合わせ

てLI・LII・・・というように示した。遺構内堆積土は 0とアラビア数字の組み合わせで， 1!1. 

0 2. ．•というように示した。

図化にあたっては，国土座標を基準とし，測点のX・Y軸の値を図中に示した。縮尺は，遺構の

断面•平面図とも 1 / 20縮尺で記録したが，遺物出土状況などの細部については1/ 10縮尺で記録

した。遺跡の全体図は1/ 200縮尺で行った。

記録写真は35mm判カメラと 6x4.5判カメラを使用した。ともにモノクロ・カラーリバーサルフ

ィルムを用いて撮影し，同一コマ同一アングルである。

調査で得られた記録・資料については財団法人福島県文化振興事業団で整理を行い，報告遺書刊

行後は各種台帳を作成して閲覧可能な状態にした後，福島県文化財センター白河館で収蔵・管理の

予定である。 （坂田）
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第2章遺構と遺物

第 1節遺構分布と基本土層

概要遺構の集中していたのは，北斜面裾部から東斜面裾部北半にかけてである。丘陵頂部や

調査区南部では，細片となった土器片が数点出土したのみで，遺構はなかった。

北斜面では，調査区の西部で 2・ 3号木炭窯跡が斜面と直交するように造られ，また 2号木炭窯

跡の東に近接して 1号土坑が配置されていた。さらにその東側には， 1号木炭窯跡が造られていた。

木炭窯跡は 3基とも平安時代前期の遺構である。 1号木炭窯は落し穴状土坑である 5号土坑と重複

している。裾部のLm中では， 2 ・ 3号性格不明遺構が検出されている。 2号性格不明遺構は 1号

木炭窯跡の焚口部分と重複し， 3号性格不明遺構は 3号木炭窯跡の下方に位置している。いずれも

木炭を集積した遺構である。

また丘陵裾部に沿って，細い溝が重なるように造られていた。この溝が造られた基盤層からは，

江戸時代以降の陶器片等が出土している。この地区を通って，東斜面に沿うように伸びる山道が設

けられており，溝跡はその一部，あるいは畑耕作時の区画溝として造られた施設である。

これに対して， LN上面には北斜面の丘陵裾に沿って東から北西方向に向かう 1号溝跡が造られ

ていた。溝下部からは，羽ロ・炉体片・鉄滓に加えて平安時代前期の土器片が出土している。

調査区東半部の東斜面北部では，製鉄炉跡の痕跡と関連する土坑や廃滓遺構を確認した。この地

区は江戸時代以降，現在に至るまで丘陵を越える山道のある場所で，溝状の道が繰り返し造られ，

製鉄炉跡本体部分は，ほぽ完全に失われていた。丘陵裾部に沿って，北から 1号性格不明遺構， 2 

~4 ・ 8 ・ 9号土坑が造られていた。 2号土坑の北西側には，等高線と直交するように 1号性格不

明遺構が造られていた。この遺構からは，炉体破片が出士している。

また 6号士坑は，東斜面北東部の土坑から南側に大きく離れて造られていた。この他 7号土坑は，

東斜面北東部の調査区端LN中で確認したことから，平安時代より古い遺構である。

1号廃滓遺構は，東斜面北部のLNの上に形成され， L皿に覆われて，一部はこれより突き出し

た状態で検出された。さらに，この南側に接して 2号廃滓遺構がある。斜面裾の急斜面で，沢の底

近くまで鉄滓が堆積し， Lmに覆われていた。 2号廃滓遺構は， 1号廃滓遺構の南側にあり，形成

時期にも差があると考えられる。

今回検出した遺構は，平安時代の木炭窯跡や廃滓遺構，それと関連する土坑である。このほか，

縄文時代の遺物と関連する土坑 2基ないし 3基である。

基本土層 乎成15年度調査範囲は，遺跡の北東部に当たる3,900面である。この地区の地形は，

丘陵の尾根部と北斜面，東斜面さらに丘陵北裾部の 3地区に分けることができる。基本層序を次の

5層に区分した（図 2)。また基本層序の区分は，土層の地質的な区分よりも，形成された時期と
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基本土層

LI 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト

L ma lOY R 5/4 にぶい黄褐色シルト微砂

Lillb 10YR3/4 暗褐色シルト 焼土粒・木炭粒含む

Lille 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト

Lilld 7.5YR3/3 暗褐色微砂木炭粒多量含む

図2 遺構配置図・基本土層

＜̀ | 

（日

g 芯ば
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゜
L me lOY R5/6 黄褐色シルト

Lillf 7.5YR3/2 黒褐色微砂 焼土粒・木炭粒多量含む

Lill g lOY R 5/6 黄褐色シルト

Lillh 10YR7/6 明黄褐色細砂

Lilli 10YR4/2 粘土質シルト 木炭粒含む

LIV 10YR2/l 黒褐色シルト

LV 10YR5/6 黄褐色砂質シルト

含まれる遺物を重視した。したがって同じ基本層位でも，土質の異なる場合がある。

2m 
(1/180) 

LIは，山林部の表土層や旧桑畑の耕土である。丘陵部の尾根付近では層厚30cm程度で，裾部に

なるにしたがって厚くなり，丘陵斜面の下端では厚さ50cm程度にまでなる。土質は，山林部では暗

褐色シルトである。旧桑畑部の耕作土層は厚さ30cm程度で，シルトに加えて細砂が比較的多く含ま

れる土質である。

L IIは，いわゆるクロボク土である。丘陵斜面の凹地に形成され，上方が薄<,下斜面になるに

したがって厚くなり，シルトを主体にした土質である。主に調在区東斜面の南部に分布していた。

16 
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この土層中に，遺物はほとんど含まれていなかった。

LIIIは，丘陵斜面の中腹から裾部の平坦面に分布していた。丘陵表面が侵食されて形成された土

層である。士質は黄褐色の砂質シルトである。丘陵斜面に沿って流れ出るように堆積しており，平

安時代の遺構を覆う土層で，東斜面下部の廃滓遺構や北斜面の 1号木炭窯跡の前庭部や 1号溝跡の

上面に堆積していた。平安時代前期以降に形成された地層で，鉄滓や羽口などの製鉄関連遺物が出

土するとともに，上層部からは江戸時代の大堀相馬焼の破片も出土している。雨水などの侵食によ

って形成された自然層である。

LNは平安時代までの旧表士層である。土質は黒褐色シルトでしまりがあり，均ーである。北斜

面の裾から乎坦面にかけて，さらに東斜面の裾部に発達していた。北斜面や平坦部では厚さ30cm程

度である。これに対して，調査区の南部では，丘陵斜面の凹地に堆積した厚さ lm近くの自然層で

ある。この土層からは縄文時代の土器片が若干出土している。東斜面の廃滓遺構は，この土層の上

に形成されていた。また東斜面の落し穴状土坑 (SK7)は，この土層を掘り込んで造られていた。

LVは，地山層である。丘陵部と調査区北部の乎坦面では土層が異なっている。丘陵部上半部で

は表士層直下，黄褐色砂質シルトを基調とし，この地層を掘り込んで木炭窯が造られていた。

さらに丘陵下部では明白色で均ーな海成砂層が形成されていた。これに対して乎坦部では， LN

の下に黄褐色の粘土質シルトや砂礫層がみられた。高瀬川による河川堆積により形成された地層で

あろう。 （福島）

第 2節廃滓遺構

. 2号廃滓遺構 SWlH, SW2H（図 3~12,写真7~ 9 ・ 24~28) 

今回の発掘調査で製鉄との関連が明確な遺構は，鉄滓などの廃棄遺構である。これ以外に関連を

推測される土坑も検出されているが，製鉄炉本体が失われていたことから，具体的な結びつきは不

明確である。ここでは鉄滓・羽ロ・炉体片・木炭が集中して廃棄された遺構，以下廃滓遺構として

報告をする。廃滓遺構は，丘陵北東部の裾部に当たる 2地点である。

調査の開始以前，丘陵下半部の北斜面と東斜面の移行部は，小さく突き出す尾根になっており，

この裾を巡るように溝状の山道が造られていた。この山道は，発掘調査の開始前に廃道となってい

たが，平成14年発行の国土交通省発行の1/ 2.5万地図にも明記されている。地元では，丘陵を越え

る主要な道の一つであった。このため山道の周辺では，造り替えなどの工事がたびたび実施され，

旧状は大きく損なわれていた。

表土を除去した段階で，丘陵の裾部で東斜面から北斜面にかけて，幅 2~3mの山道が延びてい

ることを確認した。検出面は東斜面ではLV上面，北斜面ではLm上面である。

この山道が重複する最も新しい遺構で，まずこの堆積土を除去することから精査を開始した。こ

れによって，北斜面を中心に堆積土やLm中からは，近世・現代の大堀相馬焼破片が出士した。こ
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1号廃滓遺構堆積土

I IOYR3/2 黒褐色シルト 焼土粒・木炭粒・鉄滓多量含む

2 IOYR3/3 暗褐色シルト 焼士粒・木炭粒・鉄滓多量含む

3 IOYR3/4 暗褐色シルト 焼土粒・木炭粒・鉄滓多量含む

4 IOYR3/3 暗褐色シルト 焼土粒多量，木炭粒・鉄滓

少量含む

5 IOYR3/4 暗褐色シルト 褐色シルト塊・焼土粒・鉄滓

多量，木炭粒少量含む

6 IOYR3/2 黒褐色シルト 焼土粒・焼土塊・鉄滓多量，

木炭粒少量含む

7 IOYR3/3 暗褐色シルト 焼土粒・木炭粒多量，鉄滓

少量含む

8 IOYR3/4 暗褐色シルト 褐色シルト塊少量，焼土粒．

木炭粒・鉄滓多量含む

9 IOYR4/6 褐色シルト 焼土粒・木炭粒多量含む

10 IOYR3/3 暗褐色シルト 焼土粒・焼土塊・木炭粒・

木炭片多量，鉄滓少量含む

11 IOYR5/6 黄褐色微砂 鉄滓多量含む

12 IOYR3/4 暗褐色シルト 焼土粒・木炭粒少量，鉄滓

多量含む

13 10YR3/3 暗褐色シルト 焼土粒・焼土塊・鉄滓多量含む

14 10YR3/3 暗褐色シルト 焼土粒・焼土塊・木炭粒少量，

鉄滓多量含む

15 10YR4/4 暗褐色シルト 焼土粒・焼土塊・木炭粒・鉄滓

少量含む

16 10YR3/4 暗褐色シルト 焼士粒・木炭粒・焼土塊少量，

鉄滓多量含む

17 lOY R 3/4 暗褐色シルト 焼土粒・木炭粒少量，褐色

シルト塊少量含む

2号廃滓遺構堆積土

1 10YR3/4 暗褐色粘土質シルト 鉄滓多量含む

゜
2m 
(1/80) 

図4 1 • 2号廃滓遺構 (2)

のことから山道跡は，報告の対象から除外した。

山道跡の東側と 1号廃滓遺構に挟まれた範囲は，製鉄炉本体部分が設置されたと想定される場所

である。丘陵裾に沿って，西南側を付け根に北東にのびる細長い半島状の平坦面で，長さ10.2m,

最大幅3.lm程度である。乎坦面の大半はLmに覆われ，南西側の一部でLVの上面が出ていた。

このL皿は，暗褐色微砂やシルトで少量の木炭粒が含まれ，丘陵の裾部に堆積していた。沢部で流

水により堆積したL皿と比べると，黒っぽい士層である。草木根などによる表士化の影響を受けや

すい場所である。

L皿の上面には， 5条以上の溝跡が並走する。また同一面で， 1号廃滓遺構の鉄滓が，円形土坑

状に検出面に出ていた。そこでまず，溝跡の堆積土を除去して，製鉄炉体に関連する施設の検出作

業を行った。しかし，溝跡を掘り上げると底面はLNの上面となり，製鉄炉本体の痕跡は全く検出

されなかった。

また，試掘調査の第 3トレンチを掘り上げて， 1号廃滓遺構と Lmの新旧関係を確認した。これ

により， Lmが 1号廃滓遺構を覆っていることを再確認した。続いて 1号廃滓遺構を覆う Lmの除

去を行い，その範囲を平面的に確認する作業を行った。これにより 1号廃滓遺構は， E6グリッド

を中心に南北に延びていることが明らかになった。丘陵裾に沿って南北 9m,幅 1~3mの範囲で

ある。さらにこれを取り囲むように，南側から東北側に焼土層や木炭片を含む土層が広がっていた。

1号廃滓遺構の南端は，石垣を積み上げたような急面となっていた。東端は，幅0.4m程度で，

細長く延びる踏み締まった道跡によって限られていた。平面図には，この道跡も図示しているが，
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古代の遺構ではなく山道の一つである。これを除去すると， 1号廃滓遺構の中央部分では，調査区

の東端まで鉄滓が散布していた。

つぎに， 1号廃滓遺構を取り巻く木炭や焼土を含む土層を除去すると， 1号廃滓遺構の南東側で，

L IIIのなかに木炭と焼土を多量に含む土層を検出した。東西 3m,南北 2m程度の範囲で，平面の

形は不整形であった。木炭層の散布する標高は51.8m前後である。木炭層に含まれる木炭の大半は

小破片であるが，一部には直径20cm以上の幹材も含まれていた。焼失家屋などの可能性も検討した

が，明確にはできなかった。太い幹材が含まれていること，土層の分布範囲に規則性が認められな

いことから，山火事などを原因とする火災の痕跡の可能性が最も高いのではないだろうか。この土

層は東側で，調査区外に続いている。

1号廃滓遺構の掘り下げでは，鉄滓の分布範囲の主軸とこれに直交する方向で 2本，合計 3本の

土層観察用畦を設けて開始した。図のように，炉体破片や鉄滓・焼土の含有などから18層に細分し

た。しかし草木痕などの影響を受けて，操業の回数などを把握はできなかった。鉄滓などは，当時

の地表面である LN上面の傾斜にあわせて，西側から東側に堆積していた。堆積の厚さは，南部で

60cm,北部で40cm程度である。

また鉄滓が廃棄される以前の地形は，丘陵裾部の緩斜面が沢部に向かって小さく突き出たテラス

状になっていたと推定される。 1号廃滓遺構の北西端は，急傾斜で沢に続いているが，東側ではL

Nが調奎区の東端まで続き，さらに 1号廃滓遺構の北端から約 3mの地点から北側は沢の急斜面が

迫っている。

2号廃滓遺構 2号廃滓遺構は， 1号廃滓遺構の下端まで掘り下げて，さらにLIiiを除去して，

沢の地形を検出する作業を行う段階で確認した。 1号廃滓遺構の南東側に位置し，沢に沿って 4m

の幅で調査区の東外に続いていた。沢の急斜面から底面に，標高49.0~51.5mにかけて，遺物が滑

落して形成された遺構である。遺物の散布状況は 1号廃滓遺構と比べて希薄で，クロボク土に鉄滓

や炉体片が混ざった状況である。

調査した範囲で 2号廃滓遺構の中心はE7グリッドである。今回の調査では，遺物の回収を行っ

たにすぎない。調査の混乱から， 1号廃滓遺構の遺物が少量ではあるが，混ざってしまった。

出土遺物 1 ・ 2号廃滓遺構から出土した遺物は，流動滓・炉体破片・炉内滓・鉄塊に分けて集

計した。 1号廃滓遺構からは，流動滓l,208.3kg,炉体破片588.2kg,炉内滓l,279.57kg,鉄塊

158.98kgが出土した。また， 2号廃滓遺構の遺物出土量は，流動滓159.37kg,炉体破片108.47kg,

炉内滓246.56kg,鉄塊26.75kgである。出土した羽口と炉体の特徴からみて，太刀洗遺跡の製鉄炉

は箱形炉であったと推定される。

炉体破片は付着するノロや炉内表面の特徴からさらに，予熱帯・還元帯・堆滓帯に分けることが

出来た。しかしこれらは，移行部が重なっていることもあってさらに細かく集計することはしてい

ない。炉壁の大半は， 1号廃滓遺構から出土している。写真に示した資料を中心に，説明を加えて

おくことにする（写真図版27)。
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写真図版27aは，予熱帯の炉体破片である。炉体上部から挿入された砂鉄と木炭片が，立ち上が

る熱気によって温度を上げて還元帯に降下する部分である。炉体破片に付着したノロの表面は薄い

飴状で，炉体破片を浸食しながら垂れ下がっている。このノロは炉体の溶融によって生成するので，

砂鉄分はあまり含まれていない。したがって，比重は極めて軽い。温度が低い部分のノロは，表面

に輝きはない。しかし飴状のガラス質に変化した部分では，釉薬を掛けた陶器表面のようになって

いる。陶器の釉薬が溶ける温度以上の高温になっていることを示している。また部分的に付着した

木炭の痕跡を遺す部分もある。同図 lである。これは，操業の最終段階に付着した木炭片が焼失し

た痕跡である。また鉄錆が付着している例も少なくない。投入された砂鉄が還元した一部である。

炉体破片の断面をみると，ノロの表面近くは溶融が進んで炉体が盛んに発泡している様子が遺さ

れている。表面に近い部位の泡球は大きくなり，ついには弾けてクレーター状の凹みとなった痕跡

が遺っている。この発泡層の厚さは，炉体の部位によって異なっており，還元帯に近いところで 5

cmを超えるほど厚く表面ガラス質になり，上部では薄くなっている。

炉体断面は，発泡層に続いて陶器質を経て士器質に変化する。炉体には，スサが多量に混入する

が，砂粒はほとんど含まれない。色調は，赤褐色を基調とし，黒や灰色に変色している部分もある。

土器質部分で，炉体の外表面を遺す例はなかった。これは熱変により士器質に変化する以前は，

単に乾燥させた程度の炉体壁であったことを示している。脆弱なことから経年変化によって，炉体

自体が崩壊したのであろう。操業による熱変を受けた以外に，炉体が焼成された痕跡を確認するこ

とはできなかった。

予熱帯の壁面は平坦で，曲面の例は確認していない。長さは，今回の資料からは推定するに十分

な資料はないが，高さは少なくとも30cm以上はある。

写真図版27bは，予熱帯から還元帯への移行部分破片である。羽口は予熱帯の下端に設置される

ことが多くの資料で確認されている。羽口に付着するノロは，大半が予熱帯起源である。還元帯の

ノロが付着する羽口は，先端が詰まるか塞がるようになっている。この部分の炉体はスサを多く含

み，砂粒は含まれていない。断面形が四角い粘土帯を水乎方向に積み重ねた痕跡が遺されている。

なかには垂直方向や羽口周辺に粘土塊を詰めた例もある。長方形箱形炉体を造るには，水平方向を

基調に粘土帯を積み上げる方が合理的である。柱状に粘土帯を並べるのは，強度の点で問題がある。

しかも構築材は，士器質でもない脆弱な粘士帯である。部分的に縦方向にされた粘土帯があっても，

補強や隙間を埋めるためなどの用途で，この積み方を基調にして，炉体本体が造られることはなか

ったと考えられる。

還元帯は，赤褐色の色調を基調にしている。いわゆる赤錆色である。大きな泡が盛んに発生し，

これに木炭片と砂鉄が混ざって高温となった部位である。またスサの痕跡が滓に遺存している例も

少なくない。赤錆色となっているのは，砂鉄が還元され地鉄に変化した結果である。これが経年変

化によって錆化したのである。操業時は海綿マグマ状になっていた部位である。還元した地鉄が集

まり，鉄塊に成長する場所である。炉内滓のなかで鉄塊が生成する部位である。鉄塊が生成される
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成分によっても異なるが，可鍛鉄であれば1,300℃以上であろうか。羽口の先端から斜めに吹き下

ろして新鮮な空気が供給される炉体の中心である。最も温度の高くなる部位である。この温度の程

度は必要であろう。

写真図版27Cは還元帯の破片である。高さは30cm以上である。この部位で炉体は，スサ入り粘土

帯から小石を含む細砂に変化する。付着する砂・小石に混ざって，流動滓や羽口の小片も含まれて

いる。地山を掘削した穴を整えて炉壁としたのであろうか。写真図版27C - 1には，比重の重いノ

口が付着し，中にはスサ入り炉体，木炭片の痕跡や鉄錆がみられる。滓の上面は発泡しているが，

内部では少ない。

写真図版27dは，堆滓帯もしくは還元帯の下部破片である。炉体表面は細かな発泡痕跡で覆われ

ているが，発泡は低調である。この部位には，炉体に丸木を押しつけたような痕跡が多数みられ，

水平方向に発泡痕は極端に少ない。炉体壁断面に半円形に炉体が陶器化していることもある。炉体

構築時の造作であれば，操業によって発泡層が付着するはずであるが，そのような痕跡は少ない。

今のところ有力な成因は不明である。また炉体の外側には砂粒や焼土塊・流動滓粒などが付着して

いる。ほかに，スサ束のような痕跡が滓の表面に遺されていた。

写真図版27eは，いわゆる流動滓である。炉内で生成し，溜まったノロが炉外に流出し，凝固し

たものである。この時同図版27e -4のように大きく乎坦な表面となるのは，一時に多量の鉄滓

が流出凝固した場合である。断面は下半部で発泡層が発達し，表層近くでは少ない。場合によって

は，大きな気泡が生成する例もある。出滓時の炉内状況の変化であろう。また底面は，小石や砂を

咬んでいるが，比較的大きな凹凸は少ない。これに対して同図版27e -6は，紐状に細長く流出し

て出来た流動滓である。製鉄炉からしみ出して固まった痕跡である。この流動滓では，底部に凹凸

が顕著である。予熱部のノロと比べれば比重が重く表面張力が大きいために，地面と密着しないで

そのまま凝固した結果である。

写真図版28-1は，還元帯で生成した炉内滓を含む流動滓である。細い帯状の流動滓に混ざって

発泡滓が含まれている。この資料の下面には，流動滓の跡が遺されている。断面形は半円形の溝状

施設である。幅 6cm,深さ 3cm程度である。排滓口の大きさに近い資料であろうか。また下面の凹

凸は，流動滓の表面と接する部分では小さいが，そのほかは顕著である。

写真図版27fはいわゆる炉内滓である。上半は還元帯に続くことから，発泡が盛んな部位や鉄の

還元が進んで海綿状態の部分がある。木炭やスサの焼失痕も遺されている。下半部は極めて比重の

重く，断面に細かな気泡がみられるが，中央部は緻密である。また下面は小さな凹凸があり，砂や

小石を咬んでいる。堆滓帯に堆積した炉底滓である。炉底近くは，温度の低い地面の影響を受け易

い部分である。これによる炉内温度の低下を防ぐために，炉底に高温の鉄滓を溜めることにより，

保温材の役割をさせたのであろう。

羽口 1号廃滓遺構から出土した羽口から，全体の形状が明らかなものを中心に，作り方を観察

出来る資料を加えた75点と，羽口が装着された炉体片 l点を図示した（図 5~10)。出土した羽口の
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総個体数は，吸気部や先端の破片の遺存率を甚に数えると約200点である。

羽口は基本的な形態や作り方が共通するほかに，調整の方法や細部形態には，個々の作り手によ

る相違を反映したような多様な特徴を持っていた。そこで，羽口の細部に注目して分析を加えるこ

とにした。

羽口は円筒形の士製品であり，その形態的差異は吸気部の特徴に最も反映されている。この点に

注目して，吸気部の形から次の 3類に大別した。

I類 体部からそのまま吸気部となる形態。

II類 吸気部が外反，あるいは傾いて開く形態で，体部と吸気部の境に段の無いもの。

III類 吸気部が大きく外反して体部との境に段あるもの。

次に吸気部の整形方法を組み合わせて，以下に述べるように I類を 4種に， II類を 8種， 11I類を

2種に細別した。

羽口の成形は，基本的に髄貫棒に粘土板を巻き付ける方法である。粘土紐の巻き付けによる成形

痕跡に近いのは 5図8の 1点のみである。この痕跡を確認したのは吸気部である。全体がこの方法

で作られていたとは限らない。

粘土板の巻き付け痕跡は，吸気部に近い 6図3,7図4・ 9, 9図 1・ 3,先端部の10図12・ 13 ・ 

16などで確認している。また羽口の内面には通常，縦方向に延びて吸気部に引き抜いたように流れ

る粘土緻が付着している。いわゆるヌタと呼ばれる泥土状態に溶けた粘土の痕跡である。これが，

髄貫棒から粘土板を分離する時に，離型剤の役目を果たしたのである。

また粘土板を巻き付けることにより，粘土板が二重になる部分が生る。この部分は，羽口の壁が

厚くなる。断面でみると円孔が一方に片寄るようになる。この片寄りは，羽口の先端側で顕著であ

るが，吸気部近くではほとんどみられなくなる。炉体に設置された羽口をみると多くの場合，一方

に片寄って厚くなった壁が盛り上になるようになっている。これは，操業時の浸食が上辺で進むこ

との対策でもある。体部壁が厚ければ，それだけ浸食の進行を遅らせることができるからである。

羽口先端部は，遺存例が少ないこともあって資料的に十分ではない。破片を10図9~17に示した。

大半は端部が外傾するように削り整えられている。外面の整形は，先端部近くはオサエあるいはナ

デである。このほかの体部では，大半が縦方向のナデによって整形されている。

羽口の乾燥時の安置方法は，いくつかの方法が想定される。吸気部端縁の形態で，平な面をもっ

て直立させることの可能な羽口は，このようにして乾燥させたと考えられる。 7図10, 8図6であ

る。しかし，この形状の端縁は少ない。大半の吸気部端縁は丸くて，この部分で直立させた痕跡は

少ないようにみえる。横に置いて乾燥させたならば，変形することもあろう。なかには 7図12や9

図2のように，端縁に篠竹を半裁したような痕跡を遺す例がある。乾燥時の工夫の痕跡であろうか。

吸気部の整形痕跡については，個別にみていくことにする。 1号廃滓遺構からみてゆこう。 5図

1は吸気部が小さく外反しているが，全体の形状は I類である。大型羽口である。外面は，吸気部

端まで丁寧な縦方向のナデで整えられている。 I-1類である。
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内面には縦方向に引き抜かれたヌタの痕跡がある。また端部近くで指頭によるオサエが認められ

る。先端部の浸食は，下端と上面で大きな格差はない。下端縁が厚く，上縁は外に鋭く削れたよう

になっている。上縁の断面形は，カンナのような片刃状になっている。先端には予熱帯のノロが付

着し，表面はガラス質に変化している。一方，吸気部は脆い土器質である。

5図2は吸気部内面がヘラケズリにより整えられている。 I-2類とした。ヘラを内孔に沿って

回し削った整形方法と推定される。小型の羽口である。外面は，圧痕により表面に調整が加えられ

ている。

5図3~11はII-1類とした資料である。吸気部の内面が横方向のナデで整形されている。外面

は縦方向のナデが主体で，吸気部の端部近くでは，指頭圧痕などによる若干の調整も施されること

もある。胎土に砂粒はほとんど含まれていない。吸気部の形態は多様である。多くは外反するよう

に作られているが， 3のように直線的なものや， 11のように膨らむものなどがある。また，ナデの

施し方や強弱からも形態が異なっている。

この類では，製鉄操業により先端が浸食されて，下端から上端に向かって削り切ったように変形

する特色がある。実測図に図示したのは装着時の側面である。下端が鋭く突き出して，上辺側がな

で肩になっている。装着時の下面からみるとノロは，先端のノロ球を起点に左右に分かれて流れて

付着している。先端を境に，熱風が左右に分流したことの反映である。ノロ球は，水滴が滴下する

時に生じるような形状である。この部分には，熱風が当たらないのであろうか。

また先端の下端縁は，樋状の浸食を受けていることから，正面から熱風を受けたことを示してい

る。これに対して上辺は，周縁が削られるような浸食痕が遺されている。先端方向からの熱風が，

斜め上方向に吹き上がったことの反映である。しかし羽口孔の内部には，ノロの流入はほとんどみ

られない。送風弁が閉じているために，熱風の侵入が防止されたのであろう。

羽口の浸食やノロの付着状況を総合すると，羽口は炉体の水平方向に対して，先端を少し下げて

設置されたと考えられる。さらに，対面する壁の羽口から吹き出される送風が，還元帯を通過した

熱風となって届くことは，還元帯がこのような送風を通す空間であったことを示している。大小の

不定形な木炭片が混ざることにより，送風の通る隙間を生じたのであろう。

このほか 5図5・ 8は，孔の内面や吸気部外面に，皮膜状の粘土が付着した痕跡が遺っている。

微砂を多く含む精製された粘土が，土器質に変化したものである。炉壁に装着するときや吸気部に

管を挿入する場合に，泥状になった粘土が接着材として用いられた痕跡である。

5図12, 6図， 7図1~6は，吸気部の内面がナデ，外面が指頭圧痕により整形されている。 II

-3類とした資料である。端部の形態が多様なことや，ノロの付着状況などはII-1類と基本的に

変わることはない。このうち 6図2は，操業時に先端部下面が大きく弾けて失われている。また，

吸気部でいわゆる黒班が生じている 6図4もある。吸気部の外面は，焼成が悪くて脆くなっている

例が少なくない。

このことは，炉体に装着される時点の羽口は，通常の土師器程度の焼成品でなかったかと推定さ
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c 吸気部内径： 42cm
吸気部外径： 6.3cm
最大長： 11.6cm
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れる理由の一つである。また10図9~12など，未使用羽口片の焼成が軟調になっているのは焼き損

じではなく，本来の焼成程度を伝えているのである。操業によって加熱されて焼成が進み，その過

程で弾けたり，黒班が生じるなどの変化が生じたのであろう。乾燥した程度の炉体ならば，同程度

に焼成した軟調な焼成の羽口の方が，炉体と装着するのになじみが良いのであろう。壁体と羽口の

質が，大きく異なれば炉全体の一体性が損なわれることになる。

羽口の先端は 6図8を除いて，全て開口していた。付着するノロは，予熱帯で生成した比重の軽

いものである。これに対して 6図8では，予熱帯生成のノロに還元帯生成のノロが付着していた。

操業の進展によりノロ面が上昇した結果である。先端が塞がった羽口には，還元帯のノロが付着し

ている。比重が重<,先端に付着すれば輔の送風程度では，除去は困難であろう。

7図7~11は，吸気部の内面がナデ，外面が削りにより整形されている羽口で， II-2とした。

吸気部の内面をナデにより丁寧に整形すれば，これに対応して外端が大きく突き出てしまうことに

なる。これを整形するために，ケズリが施されたのであろう。端部を横方向にケズリ整えている。

7図7は，還元帯に向かって先端が倒れ込んだような状況で遺存していた。スサ入りの炉壁が，

羽口の下方に付着している。同図 8の側面は，一部で弾けている。

7図11~8図12は，吸気部の端部内外面にケズリを施して整えられている。 II-4類である。 8

図10のように丁寧な羽口は少ない。体部外面のナデもそれほど丁寧ではないし，ケズリも雑な仕上

げである。先端部浸食やノロの付着状態は，ほかのII類と同様である。 7図11では，羽口先端の上

端と下端で，大きな浸食差は無い。

9図， 10図lは，吸気部の外面が指頭によるオサエ，内面がケズリで整えられた羽口である。 II

-5類とした。整形は雑である。 9図4は遺存長21.5cmである。今回出土した羽口のなかでは最も

遺存長の長い破片である。軟調の焼成で表面は脆くなっている。同図12は先端が閉塞している。還

元帯生成のノロ面が上昇した結果であろう。また炉体も熱変により大きく変形している。同図 6も

同様な羽口で先端が閉塞している。この部分にはガラス質のノロと鉄錆，平たく割れた木炭片など

を含むノロが付着している。

10図2・ 3は，吸気部の外面がオサエ，内面がナデで仕上げられている。 II-6類とした。羽口

全体の形は整ってはいない。吸気部も分厚く端縁は乎で，数は少ない。

10図4・ 5は，吸気部の内外面が指頭により整形されている羽口である。 II-7類とした。作り

は雑である。

10図6・ 7は，吸気部の外面が指頭により整形され，内面にナデが施されている。 II-8類とし

た。吸気部外面にオサエが施されたII_3類との区別は， 8類が指頭による整形であるのに対して，

皿類は調整である点を重視した。指頭による整形は，次の皿類に続く要素である。

10図8はm-1類である。 1号廃滓遺構からの出士は，これ 1点のみである。しかし 1・ 2号木

炭窯跡から出土するのは，皿類である。吸気部が内外の指頭圧によってつまみ出されている。丁寧

な作りである。そこで少数ではあるが，これを皿類として区分した。
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1号廃滓遺構からは， 10図18の土師器杯が 1点出土している。約1/ 5が遺存する程度である。内

面は黒色処理が施され，底面はヘラミガキ，上半部はナデで仕上げられている。外面は，下半部か

ら底面が回転ヘラケズリ，上半は回転ナデが施されている。器形は幅広い底面から，体部が外傾し

て立ち上がり，そのまま口縁となっている。 9世紀前半頃の土師器である。 1号廃滓遺構の年代を

示す資料である。ただし，操業期間をより限定して対応させるには限界がある。 2号廃滓遺構から

出土した羽口のうち， 12点と羽口の装着された炉体破片 l点を図示した（図11・ 12)。羽口は I類が

主体で， II類と III類は少数である。これは出土状況でも述べたように，混入の可能性が高い。

11図1~ 4はI-1類である。本遺跡から出土した羽口のなかでは，大型の部類である。 1は，

体部から吸気部にかけてそのままの幅で移行している。 2は，吸気部から体部にかけてやや内傾し

ている。 3と4は吸気部の先端が少し外反している。 I類の先端部は， II類と比べると操業による

下端と上端の浸食差が少ない特徴がある。下端が幅広く，上辺は少し吸気部側に後退する程度であ

る。 II類と比べて，羽口の角度が緩やかに設置されていたのであろうか。また12図2では，設置さ

れた羽口の芯心間が13cmを測り，比較的間隔が開けられていることから， II類と比べて炉内の風圧

が弱かったのであろう。また付着するノロは， 11図4が予熱帯生成のノロで，同図 1~ 3には還元

帯生成のノロも混ざっている。 11図5・ 6は先端部が欠損している。 I-2類である。作りは雑で

ある。 11図7はI-3類である。吸気部の内面はナデ，外面はオサエが施されている。先端は還元

帯生成の滓によって塞がれ，炉体片に装着された状態である。 11図8は，吸気部の外面には指頭圧

痕があり，内面にはケズリとナデが施されている。また，体部外面は全体がオサ工を多用して整え

られている。

11図9はII-1類の未使用破片である。外面は灰褐色を甚調とした色調である。炉体部の内部は

黒変している。また，縦方向に粘土板の痕跡が遺っている。体部の内面にはヌタの跡が明瞭に遺っ

ている。 ll図10はII-1類， l1図11はII-4類である。

12図1はIII-2類とした破片である。吸気部が，指頭による押さえで成形されている。しかし，

木炭窯跡などから出土するIII類と比べると，指頭の整形や体部外面のナデは雑な作りである。また，

胎土には砂粒が含まれていること体部の直径が 7cm前後と大型であること，体部全体太い円筒形で

あることは， III類というよりはむしろ I類に含まれる特徴である。吸気部の整形による分類に合わ

せてIII類としたが，時期はこれとは異なる資料であろう。

12図2は，羽口の装着された炉壁片である。羽口下端を境として上方が予熱帯，下方が還元帯に

分かれている。羽口先端は操業による浸食格差は少ない。羽口は，多量の砂粒を含み，比較的大型

であることから， I類に属すると考えられる。先端部の浸食格差が少ない点も同様である。

炉体の内面では，羽口と羽口の間に縦方向の粘土帯が立ったように遺存している。羽口の間を埋

めるように入れられたのであろう。この粘土帯の側面は，羽口外面とは接していない。この粘土帯

は，炉体の構築材というよりは，造滓材として隙間に詰められたのではないだろうか。粘土帯には

多量のスサが含まれている。
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図11 2号廃滓遺構出士遺物 (1)
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1 
吸気部内径： （6.8）cm 
吸気部外径： （7.9)cm 
最大長： 13.6cm 

2 
最大長：く8.4>cm

゜
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. (1/3) 

図12 2号廃滓遺構出土遺物 (2)

まとめ 1号廃滓遺構と 2号廃滓遺構では，主体となる羽口の種類が異なっていた。前者ではII

類，後者では 1類である。また木炭窯跡ではm類である。福島県では，羽口の編年的研究は進んで

いないので対比する資料は無いが，製鉄炉に羽口が使用される頃は， I類のような大型羽口が使用

され，また羽口の設置間隔も広いことが知られている。

これに対して 9世紀になると，羽口の小型化が進み，これとともに設置間隔も短くなる傾向があ

る。さらに操業による先端部浸食の特徴もこれに対応している。この変化を踏まえれば，廃滓遺構

出士羽口は 1類が古く， II類が新しいと考えられる。

また，廃滓遺構から出土するm類が極めて少ないのに対して，木炭窯跡からはm類が多く出土し

ている。 m類が主体に使用される時期があったことが推定される出士状況である。

以上から，本遺跡の羽口は 1類からII類を経てm類に変化したと考えられよう。 1号廃滓遺構の

時期をII類羽口とすれば，出土土師器から，一応9世紀前半の年代が想定される。したがって I類

の羽口は，これより古い時期であろう。また， m類はこれより新しい年代と推定されよう。 （福島）
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第 3節木炭窯跡

1号木炭窯跡 SC 1 （図13~17,写真10~12・ 29) 

本遺構は調査区北側のD3・4グリッドに位置する。北向き斜面裾部に立地し，等高線に直交し

て構築されている。検出面はLV上面で，本遺構の西へ約12mに2・ 3号木炭窯跡が隣接する。 5

号土坑・ 2号性格不明遺構と重複し，前者より新しく，後者より古い。また 1号溝跡に関しては，

溝内に本遺構の構築排土が流れ込む様相を呈していたので，ほぽ同時期に並存していたものと考え

られる。本遺構は焼成室と作業場・掘形から構成され，焼成室では 4面の操業面が確認されている。

以下では新しい操業面から， 1~4次面と呼称する。

最終操業面である 1次面上の堆積土は 3層に分けられ， ,Qla~eは天井崩落後のくぽみへの自

然流入士と考えられる。 ,Q2a~iは焼土塊や炭化物粒を含むことから煙道部の崩落土と推定され

る。その内， ,Q 2 d ・ iは酸化・還元した大型の焼土塊を多く含むことから，煙道の壁面が崩落し

たものと推測され， ,Q 2 a~c ・ e~hは崩落した煙道内への自然流入士と考えられる。 _Q3は焼

成室の天井崩落土である。堆積状況から，焚口側の天井及び地山が崩落した後に，煙道部が焼成室

側へ崩落し，さらにそのくぽみに表土が流入して埋没したものと考えられる。 _Q2 gからは，大型

の炉体破片（写真図版29-3 ・ 4)が出土しており，煙道を塞いでいたものと考えられる。

1次面 1次面は全長推定6.3mを測り， 2次面操業後の天井崩落土 (Q4b・c)を整地して操

業面としている。整地は焼成室奥壁から焚口にかけての5.lmの範囲に施され，これより焚口側は

2 ・ 3次面と共有している。整地土は木炭片を多量含み，厚さは 5~18cmである。

1次面上からは遺存状態の良好な木炭が出土している。これらは， ,Q 4 aが木炭のかき出し層と

推測されることから，木炭を取り出している際に天井の崩落が始まり，木炭を取り残したものと推

測される。木炭の総重量は乾燥状態で111.9kgを測り，径 2cm前後のものが多い。 928本を確認した

が，天井崩落により細片になったものや，粉炭になっているものも含めると，本来はこれより多か

ったものと推定される。木炭は奥壁近くのものほど細片となって，厚く堆積している。出土状況か

ら，奥壁手前はこれに沿って並べられ，他は奥壁から焚口に向かってほぽ木炭窯跡の主軸方向に窯

詰めされていると考えられる。

出土した木炭について樹種同定したところ，全体の約 8割をイヌシデ節が占め，他にカエデ属や

コナラ節等が利用されていることがわかった（付編 2)。出土木炭の大半を占めるイヌシデ節の樹

齢は20年前後と若<,イヌシデ節以外の高木になるようなコナラ節等も比較的細いことから，周辺

にはイヌシデ節を中心とした若い樹林があったと推測される。

焼成室床面の乎面形は楕円形を呈し，側壁が 2次面より最大で10cmほど拡張されている。規模は，

長さ4.5m,幅は焚口から1.9m付近で最大2.0m,焚口で1.lmを測る。主軸方向はN3 ° Eである。

床面は，焚口から0.5mの地点までは10゚ の角度で，そこから奥壁手前0.8mの地点までは17゚ の急
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図13 1号木炭窯跡 (1)

角度で上昇し，そこから奥壁まではほぽ乎坦である。床面は若干の凹凸が認められ，焚口から0.6

mの地点から奥壁まで吸炭により黒色に変色している。

焼成室の側壁は，天井崩落の際にほとんどが崩落しているが，床面付近には硬く焼き締まった壁

が遺存している。側壁の立ち上がりは，奥壁手前1.0m付近で内湾する以外は，ほぽ垂直に近い立

ち上がりである。側壁は硬化し，表面は吸炭して黒色を呈している。奥壁は中央部で最大で0.6m

程遺存しており，床面から80゚ の角度で立ち上がる。焚口部分の側壁は遺存していない。

作業場は本来の形態は不明であるが，焚口から続き，斜面下位に向かって延びている。焚口右側

の掘り込みは長辺1.8m，短辺1.0mを測る。乎面形は不整な隅丸長方形を呈し，北東へ流れ出す l

号溝跡内に構築されていることから，壁は斜面下位にいくほど低くなり，北壁は確認されていない。

2次面 2次面は， 3次面操業後の天井崩落士(£ 5)を整地してその上面を操業面としている。

整地土は木炭片を多量に含み，厚さは10~22cmである。焼成室は両側壁を最大で10cm程拡張してい

る。全長は推定6.9mを測る。整地は焼成室奥壁側から焚口にかけての4.7mの範囲に施され，これ
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図14 1号木炭窯跡 (2)

より焚口側は 1・ 3次面と共有している。

焼成室の平面形は楕円形を基調とする。規模は，奥行が4.7m, 幅は焚口から1.8m付近で最大

1.8m,焚口で0.9mを測り，焼成室床面の傾斜角度は14゚ である。床面は若干の凹凸が認められ，

焚口から0.4mの地点から奥壁まで吸炭により黒色に変色している。焼成室の床面付近には焼き締

まった壁が遺存しており， 70~80゚ の角度で立ち上がる。奥壁および側壁の表面も吸炭して黒色を

呈している。焚口の側壁は右側のみがわずかに遺存し，遺存高は5.0cmを測る。焚口から2.9mの地

点より奥壁まで，取り残しと考えられる木炭が出土している。木炭は奥壁から0.7mの地点までは

奥壁に沿って，そこから焚口側は焼成室の主軸と直行するように並べられている。
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5a 10YR5/4 にぶい黄褐色微砂 木炭粒多量含む

6a 10YR4/4 褐色微砂 木炭粒少量含む

6 b 10 YR 4/4 褐色徴砂 明黄褐色徴砂塊・焼土粒・

木炭粒多量含む

6 c 10YR6/4 にぶい黄橙色微砂 木炭粒・焼土粒

多量含む

6 d 2.5 Y5/3 黄褐色微砂 木炭粒・焼土粒少量含む
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図15 1号木炭窯跡 (3)
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図16 1号木炭窯跡 (4)

3次面 3次面は， 4次面操業後の天井崩落土 0 6 a~d)を整地してその上面を操業面とし

ている。両側壁は最大で10.0cm,奥壁は3.0cm程拡張している。全長は推定6.9mを測る。整地は焼

成室奥壁側から焚口にかけての4.2mの範囲に施され，これより焚口側は 1・ 2次面と共有してい

る。整地土は木炭片を多量に含み，厚さは 4~12cmである。整地士の上部は，操業時の吸炭により

黒色を呈しており，硬化している部分も認められる

焼成室床面の平面形は隅丸長方形を基調とし，奥行4.9m, 幅は焚口から2.0m付近で最大1.7m,

奥壁で1.3m，焚口で0.8mを測る。焼成室床面の断面形は逆「へ」の字状をなし，焚口から0.4m

の地点までは 6゚ の角度で下降し，そこから奥壁まで13゚ の角度で上昇している。床面には若干の

凹凸が認められ，焚口より0.8m付近から奥壁までは吸炭により黒色に変色している。焚口から3.1

mの地点から奥壁まで取り残しの木炭が出士している。木炭は奥壁際では折り重なっていたが，そ

の手前では焼成室の主軸方向とほぽ同じ方向に並べられていた。
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4次面 4次面はLVを床面とし，全長lo.8mを測る。焼成室床面の平面形は隅丸長方形を基本

形とする。左側辺はほぼ直線的であるが，右側辺は奥壁から0.9mの地点までがほば直線的で，そ

こから焚口にかけては若干外湾する。焼成室床面の規模は，奥行4.6m,幅は焚口から2.7m付近で

最大l.5m，奥壁で1.3m,焚口で0.9mを測り，焼成室床面の傾斜角度は13゚ である。床面は若干

の凹凸が認められ，焚口から0.35mの地点までは吸炭により黒色に変色し，さらに還元・酸化して

いる。還元は壁面から 2cmまで及び，さらにそこから 3cmまで酸化している。

また，焚口付近と端部には，本遺構の構築排土と考えられる Q7a~dが堆積しており，これら

を掘り下げたところ，作業場の掘形が確認された。作業場掘形は 1号溝跡の側壁を一部掘り込んで

おり，平面形は不整な隅丸四角形を星する。掘形底面は若干の凹凸が認められるもののほぼ平坦で，

焚口部分から作業場まで下降した後，焚口からl.lmの地点で一段低くなり，そこから下位は溝に

向かって傾斜している。規模は，下端で長さ4.6m,最大幅3.3cmを測る。壁は斜面下位にいくほど

低くなり，北壁は確認できなかった。また，焚口付近には木炭粒や焼土粒を含む賠褐色土 (Q7 a) 

が堆積しているが，これは構築時の空焚きに伴う堆積土と推測される。

出土遺物 本遺構からは，羽口 2点が出土している。 17図 lは 1次面床面から木炭と共に出士し

た羽口である。吸気部が大きく開き，炉体粘士は取り除かれている。外面にはナデ，吸気部に指オ

サエ，内面にナデ調整が観察される。同図 2は煙道に使用されていたと考えられる炉体破片で，羽

口が装着されている。羽口の外形は先端部から吸気部に向かって緩やかに開き，吸気部付近で少し

外側に開く。吸気部付近で先端部に滓が付着している。

まとめ 本遺構は丘陵下位に構築された地下式木炭窯である。 4面の操業面が認められ，底面は

順次整地され，嵩上げされている。焼成室は操業を重ねるごとに少しずつ拡張されており，平面形

も隅丸長方形から楕円形を基調としたものに変化している。年代を決定する事項に乏しいが， 1次

面より木炭と共に出士した羽口から，操業年代は 9世紀後半と考えられる。 （坂田）
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図17 1号木炭窯跡出土遺物
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2号木炭窯跡 SC2 （図18~25,写真13~16・ 29 ・ 30) 

2号木炭窯跡は調査区の北斜面西よりの中腹から， LV上面を検出面として確認した。焚口部分

の位置は， C5グリッドである。 3号木炭窯跡と主軸を重ねるように重複し， 2号木炭窯跡の方が

新しい。 2号木炭窯跡の前庭部から東側 3mほどに， 1号土坑が造られていた。これ以外に，周辺

に遺構はなかった。

調査前，焼成室中央部の地表面に，伐木の搬出路が丘陵中腹に水平方向にあった。表土除去後，

この段差の丘陵側崖下端から，大きな鉄滓が出土していた。しかし，検出面では，焼土や木炭片は

出土していなかった。そこで木炭窯跡ではなく，製鉄関連遺構の可能性も考えて，遺構の全体を把

握することに努めた。

しかし遺構検出作業の結果，幅2.0mで斜面と直交するように延びる焼土塊が含まれる土層が検

出され，これと下方で検出した木炭や焼土粒を含む排土の掻き出し層と結び付いたことから，製鉄

炉跡ではなく木炭窯と判明した。

これを基に，検出面で確認した堆積土の軸線を導き出した。その軸線と直交するように焼成室と

焚口付近，前庭部中央に土層観察用の畦畔を観察を残して掘り下げを開始した。この軸線は，床面

の確認後に求めた木炭窯床面の主軸線とほぽ重なり，ほぽ真北を向いている。

焼成室の床面や前提部底面を覆う土層は，形成過程からみると大きく 3層に分かれた。焼成室の

奥半部上半に堆積していたい a~dは，均ーな土層で層厚があり，このことが，遺構の形状確認

を困難にした。この層は自然に土砂が流入した堆積ではない。また，奥壁や側壁の崩壊面に浸食を

受けた痕跡は遺されていない。

.Q2a~uは焼土粒や焼土塊・木炭片を多量に含む土層である。焼成室の奥半部では紡錘形の短

い土層が幾重にも重なっていた。また前半部では細長い土層が重なり合っていた。自然堆積であれ

ば，床面に遺存していた木炭が，大きく上下に移動することは少ない。連続した天井の崩落や側壁

崩壊が自然に発生したとしても，木炭を多量に含む土層の説明は付かない。自然の営力によって天

井が崩落した 1号木炭窯跡や 3号木炭窯跡と比べると，かなり異なる堆積状況である。人為的な埋

め戻しの結果と考えた方が土層状況は説明が付く。焚口部分から，天井や側壁を崩しながら埋め戻

したのであろう。この結果，床面にあった木炭と側壁部や天井部の焼土塊が混ざりあった土層とな

ったのであろう。

1次面 l次面の堆積土は，焼成室奥壁下端から検出面までは1.9m,焼成室の焚口近くでは床

面から0.5mであった。焼成室は丘陵斜面を掘り抜いて造られたトンネル式である。遺構の検出時

に，表土を含めて0.3m程度の表土は除去しているし，またこの場所はLmの形成に際して浸食さ

れる丘陵斜面である。このことを考慮すれば，当時の地表面から焼成室奥壁下端までの深さは，

3.0mはあったと考えられよう。

通常，木炭窯の焼成室には雨水を避けて崩落防止のために屋根がかけられるが，遺構検出面が当
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時の地表面から lmも低くなれば，痕跡が遺存することは困難である。これとともに，丘陵斜面上

方からの流水を避ける施設も造られていたであろうが，同様に失われたと考えられる。発掘調査時

においても，丘陵斜面上部から雨水を木炭窯跡に流入させないため，排水溝を設ける必要があった。

また調査の終了まもなく，太刀洗遺跡の遺構は降雨による浸食で大きく崩れていたことからも，こ

のような施設を設けられた可能性を示している。

2号木炭窯跡で検出した施設は，焼成室と焚口，それに前庭部である。 1次面の焼成室は，焚口

から奥壁下端までの長さが5.3mで，床面の最大幅は焼成室の中央付近で2.lmを測る。焚口幅は

0.8mである。焼成室床面の平面形は，焚口から奥壁に向かってl.0m程度が逆「ハ」の字形に開き，
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掘形堆積士

2号木炭窯跡堆積土

I a !OY R 5/6 黄褐色土黄褐色土粒多量含む

I b 2.5YR3/3 暗オリーブ褐色土 木炭粒微量，黄褐色土粒多量含む

I c 2.5YR4/4 オリーブ褐色土 木炭粒微量，黄褐色土粒多量含む

Id 2.5 YR 5/6 黄褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土塊多量含む

2 a !OYR5/4 にぶい黄褐色土 黄褐色土粒少量，木炭片・還元壁塊多量含む

2 b IOY R 6/6 明黄褐色砂質土 焼土粒少量，黄褐色砂質土粒・炭化物粒多量含む

2c !OYR5/8 黄褐色砂質土 焼土粒・木炭片少量，黄褐色砂質土粒多量含む

2d IOYR6/8 明黄褐色砂質土 焼土塊微量，木炭片少量，黄褐色砂質土粒多量含む

2 e !OYR5/8 黄褐色砂質土 焼土粒・木炭片少量，黄褐色砂質土粒多量含む

2 f 10 YR 6/8 明黄褐色砂質土 焼士塊少量，黄褐色砂質土粒多量含む

2g IOYR5/8 黄褐色砂質土 焼土塊少量，黄褐色砂質土粒多量含む

2h !OYR5/8 黄褐色砂質土 黄褐色砂質土粒多量含む

2i !OYR6/8 明黄褐色砂質士 焼土塊・黄褐色砂質土粒多量含む

2j !OYR5/8 黄褐色砂質土 焼土粒・木炭片徴量，黄褐色砂質士粒多量含む

2k !OYR6/8 黄褐色砂質土 黄褐色砂質土粒多量含む

21 !OYR5/8 黄褐色砂質士 焼土粒少量，木炭片・黄褐色砂質土粒多量含む

2 m !OYR6/8 明黄褐色砂質土 焼七粒少量，黄褐色砂質．七粒多量含む

2n !OYR5/8 黄褐色砂質土 木炭片・焼土塊少量，黄褐色砂質土粒多量含む

2 o 2.5 Y 5/6 黄褐色土 焼土粒・木炭片少量，黄褐色土粒・黄褐色土塊多量含む

2 p !OY R 1.7/］黒色土木炭層焼土粒多量含む

2 q 2.5 Y 4/6 オリープ褐色土 木炭片・焼土塊・黄褐色土粒多量含む

2 r 10 YR 5/6 黄褐色土 木炭片・焼土塊微量，黄褐色土粒多量含む

2 s !OY R 5/6 黄褐色砂質土 木炭片・焼土塊少量，黄褐色砂質土粒多量含む

2 t 2.5 Y 4/6 オリープ褐色土 木炭片・焼土塊・黄褐色土粒多量含む

2 u !OY R 6/6 明黄褐色土 焼士粒・焼士塊少量．黄褐色土粒多量含む

3a !OYR5/8 黄褐色徴砂

3 b !OY R 5/6 黄褐色微砂 木炭片多量含む

3 c !OY R 5/6 黄褐色微砂焼土粒少量含む

A
、 ゜
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図19 2号木炭窯跡 (2)

焼成室中央の幅は2.0m程度で，左右の壁端はほぽ並行して造られている。奥壁近くの約0.5m付近

は，円い曲線を描いて収められている。床面の傾斜は緩やかで，奥壁下端から焚口に向かって下が

っている。奥壁の近くで傾斜が強くなるが，焚口と奥壁の間に明確な傾斜変換点はみられない。焚

口と奥壁下端との比高差は1.lmである。床面還元層の形成は，奥半部が強く，中央部分は比較的

緩やかである。

1次面から出土した遺物は，木炭片を中心に製鉄用羽口 2点と粘土塊である。木炭は奥壁近くの

西半部に集まって出土している。木炭の大半は焼成室の主軸方向と合わせて出士していることから

判断して，焼き上がった木炭が取り残された状況を反映していることを示している。特に奥部の西

半部では，長さ0.3~0.5mの木炭が焼成室の主軸方向に並んでいた。これに対して奥壁近くでは，
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第 1編太刀洗遺跡

主軸と直交するように木炭片が遺存していた。 2次面などでも，同様な遺存状況で出土している。

この木炭窯の操業では，奥壁近くの床面で焼成室の主軸と直交して木炭材を窯詰めする方法がとら

れたのであろう。

このほか，木炭片は焼成室前半部から焚口部にかけての床面に散布していた。特に焚口部の周辺

には，多量の木炭片が集中していた。しかし，この部分の木炭片は，細かく砕けて散布状況に規則

性がなかったことから，図示しなかった。また，焼成室の東半部床面に散布する木炭片は少数であ

った。

木炭以外では，奥壁近くの西半部床面から羽口が 2点出土している。羽口は製鉄使用のもので，

ノロや炉体を除去して円筒状である。用途は不明であるが， 1号木炭窯跡でも同様の羽口が出土し

ていることから，窯詰めされた木炭の間に，筒形土製品を置くことによって，熱風の通り道とした

のであろうか。いずれにしても，木炭の焼成に伴う作業に関連して使用されたと考えられる。

1次面の奥壁は，床面から0.6mの高さまで遺存していた。表面は強い還元面で青黒くなってい

た。壁面に小さな段を残し遺存している。東壁で0.4m前後，西壁で0.2m程度で，これを境にした

下層では，幅0.2m程度の曲刃工具によって，壁面を左斜め上から削り下げた痕跡が遺されていた。

これに対して段の上方には，そのような工具痕はみられなかった。奥壁の断面形は，下半部が大き

＜湾曲するように立ち上がり，上半部は凹凸をもって内傾している。

側壁は，東壁・西壁とも大きく損なわれていた。東壁で0.2m程度遺存する程度である。東壁中

央部から奥部にかけて，少し上方に開くように立ち上がっている。これ以外では，奥壁から 3mほ

ど焚口側で，側壁が強く曲がって天井部に続くようになっていた。ただし，遺存部が0.2m程度と

僅かであることから，天井部全体とのつながりは不明である。壁表面は，還元し青灰色で，剥落部

分の壁内部は赤褐色に変色していた。

西壁も基本的な状況は同じである。奥壁側の2.5mは，床面に接する部分のみが遺存していた。

この北端で，壁面の一部が幅0.2m,高さ0.3m,奥行きO.lm程度で，三角錐状に窪んだ部分があ

った。そこで，煙道の可能性も検討したが壁面の状況に変化がないこと，窪んだ部分を塞いだ痕跡

がないことから，壁面の凹凸と解釈した。

焚口部は，酸化面が形成された壁面の範囲から焼成室と区分した。西壁で高さ0.3m,奥行き0.5

mの範囲，東壁で高さ0.2m，奥行き0.5mの範囲である。地山が固く硬化して，表面からの厚さは

5 ~ 8cmの酸化層となっている。また，焚口部の中央，床面に接して東西の壁に還元面が確認され

た。東壁では壁の断面で確認し，西壁では奥行き0.3m,高さO.lm程度の面をもって形成されてい

た。これは木炭焼成時に焚口が閉塞された痕跡である。高温になった側壁が粘土により閉塞されて，

還元面に変化したのであろう。これと関連して，焼成室の焚口近くの西壁近くからは，閉塞材の一

部と推定される焼けた粘土塊が出土している。

前庭部は，床面で幅2.2m,長さ3.lm以上である。前庭部の北部は浸食や表土除去作業によって

失われている。現状では全体に円形に近い形状である。前庭部壁のうち，南東側は丘陵から緩やか
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に傾斜しているが，その東部を掘りすぎた。西部は比較的急傾斜で，約45゚ の角度で外傾して開い

ている。 2号木炭窯跡の前庭部は， 3号木炭窯跡の焼成室崩落土の上に造られていることが後に判

明した。

前庭部の床面のうち，本来の形状を確認したのは焚口の北側で，奥行き約0.2m程度の範囲であ

る。これより外側は，削平によって 4次面の上面と対応する部分まで失われていた。さらに発掘調

査時の掘り下げでも，前庭部底面の把握が困難で，北東部分の1/ 4を5次面と対応する部分まで誤

って掘り下げた。

焼成室の 1次整地土 (Q3)は大きく 2層に分かれ，焼成室東壁の前半部に偏在していた。側壁

の崩壊土が混ざったもので床面を造成するときの混入土である。£ 3 aは，木炭がほとんど含まれ

ない粘性のない微砂である。これは，以前の焼成で造られ床面に取り残された木炭片が，新たに生

木から木炭を焼成する過程で燃えてなった結果と推定される。これに対して£ 3 bでは，微砂の中

にあって，消失を免れた多くの木炭片が含まれていた。両方とも微砂を主体にしていることから，

本来の同一整地土が木炭焼成によって，異なる土層に変化したのであろう。 1次整地土の厚さは，

0.2m程度である。

1次整地土の除去に際しては，焼成室の主軸に合わせて床面を lmごとの区画で掘り下げ， 2次

面と前庭部を検出した。焼成室は， 1次面よりも一回り小さな規模であった。東側の焚口端から奥

壁までは5.lm,東西の幅2.0m,焚口幅0.65mである。平面形は， 1次面と変わらない。焼成室の

前半から焚口までの外形線は， 1次面のそれよりは角張って移行している。

2次面 2次面は，焚口部南端を境にして，奥壁に向かって緩やかに上がるようになり，最奥部

は 1次面の奥壁と連続する曲線を描いて造られている。本来， 1次面の奥壁下半部は，この床面と

対応していたのであろう。東側焚口北端と奥壁下端の比高差は， 1.lmである。

焼成室の床面は，奥壁端から焚口側に1.3m程度の範囲が最も強く焼けて硬化していた。一方こ

れより北側から焚口部の南端にかけて，還元層の形成は緩やかであった。焼成時に，奥壁付近の温

度が他の床面より高くなった結果である。また煙突もこの付近の天井部に設けられて，焼成時の高

温空気が引き寄せられたのであろう。床面から出土した偏平な製鉄炉体の破片は，煙道の空気量を

調節する目的で使用されたであろう。

2次面の表面は全域にわたってO.lm程度の不整形の凹凸がみられた。床面を検出するために移

植錢で掘り進むと，整地土の細砂中からリング状の還元面が検出される。つぎにリング内の細砂を

取り除くと，不整形な凹面となる。さらに凹面を掘り下げると薄い細砂と還元層が数層も重なる縞

を確認することが出来る。木炭窯の焼成によって生じた還元層と整地砂の重なりである。また不整

形な凹凸面は，木炭材の基部を床面に安定させるために設けられた痕跡であろう。

2次面から出土した遺物は，奥壁に接した部分から出土したナラ材木炭が主である。床面には大

型材を焼成室の主軸と直交するように並べ置き，その上に細材が重ね置かれている。焼成後の取り

残しであろう。
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奥壁の直下で，木炭材の上から出土したのは，製鉄炉の炉体破片 (24図6)である。予熱帯の破

片で炉の内側に当たる面は，溶けて垂れ下がるノロが全面に付着している。反対側は，炉体外表面

は失われ，粘土帯の痕跡と混ぜ入れられたスサを見ることができる。スサは完全に炭化していない

し，炉壁にも燻し焼きや還元面の痕跡はないことから，木炭焼成時には，焼成室になかったことを

示している。

側壁が遺存していたのは，焼成室奥半部の0.2m程度である。このうち西壁には，幅0.2m程度で，

曲刃工具痕が遺っていた。特に床面と接する部分では，波状になって工具の刃先痕が付いていた。

垂直方向や奥壁方向に向かって斜めに振り下ろされた痕跡である。これに対して東壁では，そのよ

うな工具の痕跡を確認することはできなかった。また焼成室の前半部では，床面の外形線が確認で

きたのみで，側壁は遺存していなかった。
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図20 2号木炭窯跡 (3)
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床面の造り替え痕跡は，焼成室全体の造り替えが行われたことを示している。天井や側壁の再生

作業である。窯本体の造り替えでは，削った天井の厚さに合わせて床面を上げなければ，天井と床

面の高さが大きくなり，温度調節が困難になって，適正な木炭の焼成に支障が生じる。ただしこの

木炭窯跡の場合，新しい整地土には天井や側壁の表皮部分は用いられてはいないようである。これ

らの破片は前庭部から出土しているのに対して，整地土に含まれることはない。木炭の焼成によっ

て，これら旧天井や旧側壁の表皮部が完全に細砂に還元することはないであろう。

2次面の焚口部は東西の北端で段違いに造られ，東側の方が西側より0.8m奥の方に造られてい

た。これと対応して，側壁に遺る酸化面もずれていた。東壁は焚口端から奥壁側に0.6m,高さ0.3

m,外壁に沿って0.4mの範囲で遺存していた。一方西壁では，本来は焚口の壁に当たる部分に酸

I ► 化面が形成されていない。酸化

t 
日 面があるのは，これに連続して

外側に当たる部分の奥行き0.7

m, 高さ0.2mの範囲である。

またこの東西の酸化面に挟まれ

て，前庭部の底面も強い酸化面

B 
ー 57.80m

となっていた。

これと合わせて，東側の前庭

B' 部側壁は，焚口端から約45゚ の

角度で北東側に1.5mまで開い

ていた。これに対して西側では，

焚口端と直交するように西に向

かう側壁が0.3mの長さで造ら

れていた。 2次面の操業は，焚

ロの東北側に寄せた方向から焼

成作業がなされたのであろう。

前庭部は，東西の焚口端から

2号木炭窯跡堆積土

4 a lOYRS/8 黄褐色徴砂

4 b lOY R 5/6 黄褐色微砂 木炭片多量含む

5 a 5YR4/8 赤褐色微砂

5 b 7.5 YR 5/6 明褐色微砂 木炭片多量含む

5 c lOY R 5/6 黄褐色微砂

6 a 2.5Y6/4 にぶい黄色微砂

6 b 10YR3/4 暗褐色微砂 木炭片多量含む

6 c 10YR6/4 にぶい黄橙微砂 木炭片少量含む

6d 10YR3/3 暗褐色砂質土 焼土粒少量，炭化材多量含む

6 e lOY R 5/6 黄褐色微砂

6 f lOY R5/6 黄褐色砂質土 木炭粒微量，黄褐色砂質土粒

多量含む

゜

6・7次面・掘形堆積土

2m 

(1/60) 
A
、

図21 2号木炭窯跡 (4)

延びる側壁の変換点より北側と

考えれば，床面の最大幅が南端

で2.3m以上となり，木炭粉や

焼土塊が多数散布し，現状で平

面形は逆五角形のような形状で

ある。

3次面 3次面は，焼成室の

部分的な造り替えで，平面形は
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上部と同じである。焚口部分は 2次面と共有している。 3次整地土 (Q5 a ・ b)は，焼成室の中

央部分が約0.2mと最も厚く，これを境にして奥壁側，焚口側とも薄くなっていた。

2次面の焚口東壁端から奥壁下端まで，主軸線にあわせて測ると5.0mで，奥壁下端と焚口端の

比高差は1.2mである。焼成室床面の最大幅は，中央付近の1.9mである。焼成室の床面の状況は，

奥壁側が強い還元面となり，焚口側の 2次面と同様に還元幅が狭い。また，床面に凹凸があること

も同じである。奥壁は， 2次面の奥壁下端へと続くように移行して，明確な傾斜変換点はなかった。

側壁は，左右とも奥半部で0.2m前後遺存していたが，焚口側になるにしたがって失われていた。

4次面 4次面も， 3次面と同様， 2次面と焚口を共有していた。また，遺存する壁面が僅かで

あったことから，側壁面の実測図は作成していない。床面の平面形は，逆ハ字形にならず，焚口の

南端から焼成室の前半部にかけて細長く延びる点に特徴がある。この点が，上層床面の形態と異な

る特徴であり，下層の床面と共通する形状である。

床面の還元状況は，焚口前端から焼成室の前半部にかけて，壁に沿うように青黒くなり，床面の

中央部の還元は薄くなっている特徴があった。さらに床面には，木炭片が散在していた。多くは焼

成時の旧位置を失っているが，このなかで，奥壁近くで西壁と直交する方向に出土した 1点の長い

木炭は，操業時の旧位置を伝えていると推定される。

4次整地土 (Q6 a~c)は，焼成室奥壁直下で0.4m,焚口部分で0.3mの厚さがあった。 2号

木炭窯跡で，最も厚い整地土の土質は微砂である。木炭の含有や還元面の有無から 3層に区分した

が，基本的には 1層である。地山の削り出し土に木炭が混入したものである。やはり焼土塊はほと

んど含まれていなかった。整地土の土層が厚いということは，この段階で木炭窯を大きく造り替え

たことの反映である。

また， 5次面の焚口から前庭部底面に堆積していた .Q,6 dには，多量の木炭片と大形焼土塊・焼

土粒が含まれていた。しかし，この層の焚口部分上面には，焼土面は形成されていなかった。木炭

焼成時排出の土層というよりは， 4次面の焼成室を造るときに削り出した 5次面時の焼成室天井部

や側壁の残骸を起源とする土層である。大形焼土塊が含まれているのも，このように考える理由で

ある。

5次面 5次面で検出した施設は，焼成室と焚口，それに前庭部である。 5次面の焼成室は，焚

口東壁端から奥壁下端までを主軸線にあわせて測ると5.2m,床面の最大幅は，焼成室中央部で1.8

m前後である。また焚口幅は0.8mである。

焼成室床面の平面形は，羽子板のような形状である。焚口から中央に向かって2.0m程度までの

側壁は，主軸線に対して1/ 6勾配前後で左右に開いている。奥半部の側壁は，乎行して延び，奥壁

とは東西とも隅丸になって続いている。奥壁は少し内湾気味であるが，中央部は主軸と直交するよ

うになっている。全体に細長い形状の造りである。

5次面の傾斜は，焚口から3.0m程度までほぽ水乎で，これより奥側は1/ 3勾配前後で凹凸を繰

り返し，奥壁下端に続いている。焚口端と奥壁下端との比高差は1.0mである。床面の還元層は奥
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半部が黒赤気味で，中央部分は明るい青灰色ある。また床面の奥半部では，長さ0.4m, 幅O.lm程

度で，斜め右下がりになった凹面が多く遺っていた。これは，窯詰めされた木炭材の下端が床面に

遺した痕跡である。

5次面の奥壁は，床面から0.3m程度遺存していた。西上半部は，掘り過ぎで失った。少し内湾

するような面で，ほぽ直立するように造られている。表面で掘削に使用されたエ具痕を確認するこ

とはできなかった。

側壁は，東・西壁とも奥壁側の半分が高さ0.2m前後遺存し，焚口近くが大きく損なわれていた。

東壁では0.2m程度遺存する。両側壁の中央部は外傾するように立ち上がり，奥壁近くと焚口近く

は直立するように造られている。還元面の形成は床面と対応して，奥壁側が強く，焚口側が弱くな

っている。

焚口部では，西壁で端から奥壁側に0.5m,前庭部側に0.3mの奥行きで，強い酸化面が形成され

ていた。同様に東壁では，奥壁側にO.lm,前庭部側に0.4mである。前庭部側に酸化面が片寄って

形成されている。これに対して床面では，整地土の細砂が露出して，顕著な酸化面は形成されてい

なかった。 4次整地土の造成による天井部や側壁の削り土を掻き出す時などに失われたのであろう

か。

焚口近くの前庭部は，東壁が約1/ 1の勾配で，主軸線に合わせて0.6mで開いている。西壁も同

様に2/3勾配で，約1.0mまで開いている。西側に作業空間が開く造りで， 3次面の焚口方向とは

逆になっている。前庭部全体の形状は， 3次面と基本的に変わらない。規模は，東西最大幅2.2m,

長さ2.7m以上である。

5次整地土のうち 1J,7 Cは，東壁の前半部近くに部分的にあったのみである。また 1l7 aも，奥

壁近くの狭い範囲に片寄っていた。 5次整地土の大半は 1l7 bの微砂で，厚さは0.15m前後である。

6次面 6次面で検出した施設は，焼成室と焚口，それに前庭部である。 6次面の焼成室は，焚

口部西壁の屈曲線を端部として，これと奥壁下端まで主軸線上で5.3mである。床面最大幅は，焼

成室中央部で1.5mである。また焚口幅は0.8mである。焼成室床面の平面形は， 5次面と同じく羽

子板形で，それよりさらに一段と焼成室幅は狭い。

6次面断面形は， 5次面とほとんど同形状である。焚口端と奥壁下端との比高差は1.lmである。

床面還元層の形成は，上層床面と比べて全体に弱い。側壁は，東・西壁とも奥壁側で高さ0.2m前

後遺存し，東壁前半部は失われていた。両側壁は，ほぽ垂直方向に立ち上がる。還元層の形成は，

床面と対応し，奥壁側が強く，焚口側が弱い。

6次面奥壁は，床面から0.3m程度遺存していた。床面から内湾するように立ち上がり，掘削工

具による明確な傾斜変換線が床面との間に遺されている。ほぽ垂直方向の掘削痕である。エ具の刃

先は曲刃で，幅20cm以上である。壁面は，全体に赤黒く還元していた。

焚口の東壁では，焼成室から前庭部にかけて外湾するように移行し，この間に明確な区分線は造

られていない。東壁の酸化面は0.9mの長さである。一方西壁では，焚口と前庭部の移行点に明確
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(1/60) 

図22 2号木炭窯跡 (5)

な屈曲が造られている。これを境に焼成室側に0.4m,前庭部側に0.5mの酸化面が形成されている。

また，両壁の酸化面に挟まれた床面には，多量の木炭粉と焼土粒が散布していた。この部分が焚

口であった痕跡を十分に伝えている。

前庭部の乎面形は，焚口端から「ハ」の字状に広がり，東西の縁は幅1.7mで平行していたと推

定される。焚口端から約 3mの地点より北側は浸食によって底面は失われ，掘形埋土が逆三角形に

なって露出している。

また，東壁南東部からは，小さな穴が 2個検出された。この埋土には，木炭片や焼土粒が含まれ

ていなかった。木炭窯の焼成作業よりは，造り替えなどが原因となって造られた穴であろう。
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； 2号木炭窯跡堆積土
-55.20m 

7 a 7.5YR5/6 明褐色微砂

7 b 7.5YR4/6 褐色微砂木炭片少量含む

7 c 10YR5/3 にぶい黄褐色微砂

7d 7.5YR5/6 明褐色細砂焼土塊・木炭片少量含む

7 e 7.5 YR 4/6 褐色微砂木炭片多量含む

7f 10YR5/3 にぶい黄褐色土黄褐色砂質シルト粒多量， `\—- -7g  炭化物粒微量含む

7 g IOYR5/4 にぶい黄褐色微砂 木炭片多量含む

7 h IOYR5/2 灰黄褐色細砂

7 i !OYR5/6 黄褐色微砂

7j IOYRS/4 にぶい黄褐色微砂 木炭片少量含む

7k IOYR3/4 暗褐色シルト 黄褐色砂質シルト粒多量，

焼土粒少量含む

8 a 7.5 YR 5/6 明褐色細砂焼土塊・木炭片少量含む

9 a 7.5Y R6/6 橙色微砂 木炭片少量含む

9 b IOYR4/6 褐色シルト 粘土粒少量含む

9 c !OYR6/8 明黄褐色粘土質シルト

9d IOYR7/6 明黄褐色微砂

9e IOYR7/3 にぶい黄橙色微砂

斉

I :ia:、 ゜
2m 

(I/60) 

図23 2号木炭窯跡 (6)

前庭部を形成する盛士のなかで，表層に近い .Q7d・fには，多量の木炭と焼土の塊が含まれて

いた。また，燃焼室から続く 6次整地土を掘り下げた穴に埋め戻されている。このことは， 6次面

操業段階で，前庭部の造り替えの可能性を示している。

これより下層にあたる .Q7i~kの中には，木炭片や焼土粒は含まれず，細砂が主体である。 5

次面を造るときの埋土であろうか。 7次面とともに示した円形土坑とこれに続く溝状の窪みには，

短期問の湛水を示す泥土の薄い堆積があった。

7次面 7次面は，焼成室奥部から 6次面の掘り下げを行い，還元層を除去すると大半の部分で

地山となっていたことから，存在に気付いたのは土層断面の観察時で，焚口部付近で部分的に確認

したにすぎない。整地士は木炭を含む微砂で 3~5cmの厚さがあった。
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さらに前庭部の埋土を除去すると，焚口部から前庭部端に向かって直線的に延びる幅l.0m，深

さ0.4m, 断面形U字形の溝状施設を検出した。底面には浅い凹凸がある。底面は焚口近くが少し

高くなり，前庭部端に向かって少し低くなっている。焚口部から先は地山の海成細砂層で，

り奥には掘削は及んでいなかった。

これよ

出土遺物 2号木炭窯跡からは，木炭や製鉄羽ロ・炉体破片などの遺物が出土している。 24図は，

燃焼室から出土した製鉄用羽口である。 24図1・ 2 ・ 5は，先に付着した余熱帯のノロが打ち欠か

れている。いずれも皿ー 2類である。吸気部は，指頭によって外反するようにつまみ出されている。

焼成室に置かれていたことから，いずれも蒸し焼き状態の還元雰囲気にあったことから，部分的に

黒変した色調に変化している。胎土の焼成程度は，いずれも土器質である。木炭窯の焼成温度，羽

c 塁委誓悶信： 箆：：：
最大長： 10趾 m

I 
\,— 

―,1 

@ 
吸気部内径： 6.0 cm 
吸気部外径： 6.7 cm 
最大長：く11.I>cm

吸気部外径： 8.4cm 
最大長： 12.6cm

c 認靡＇：芸：：：
最大長： 18趾 m

゜
10cm 

(1/3) 

図24 2号木炭窯跡出土遺物
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口の置かれた焼成室奥部で土師器の焼成程度の温度であったことの反映である。

同図 3・ 4は.Q,2 bから出土している。黒変はみられない。 3の先端は熱変によりヘタリがみら

れ，変形している。炉体に装着された状況が部分的に遺っている。 4の先端はやはり熱変によりへ

タリがあり，ほぽ閉塞問近の状況である。先端の上面は余熱還元帯のノロ，下面は還元帯のノロが

付着している。還元帯のノロは，炉内面ではガラス質となり，盛んな発泡がみられる。

羽口下面には，三角形の粘土塊を詰めて炉体の粘土帯の上に設置している。この粘土塊や炉体粘

土帯には，細かなスサが含まれている。羽口の装着角度は粘土帯接合面を甚準にすると，約10゚ で

ある。また炉体の一部に別の羽口が装着されていた痕跡があり，これを甚に羽口の装着間隔を測る

と，芯心間で約10cmとなる。

同図 6は，水平断面形が湾曲する炉体の破片である。高さ 5cm,現状で幅 3cmの粘土帯が湾曲し

て積み重ねられている。粘土紐には，籾殻が多量に含まれている。内面は上半が余熱帯，下半が還

元帯のノロが付着している。粘土帯の内部は，還元帯に接する部分は，黒青く還元が進んでいたの

に対して，余熱帯に接する部位では土器質で脆くなっていた。

写真図版30-3は羽口が装着される部位の炉体破片である。しかし羽口の装着痕跡はなかった。

この炉体破片の水平方向での長さは，約25cmである。羽口が装着される間隔よりも長いことから，

羽口が装着されない部位，炉体小口部の破片の可能性がある。湾曲する炉体破片では， 1号木炭窯

跡から羽口の装着痕跡を遺す例もある。これは炉体側面部端の破片であろう。

還元帯のノロは，鉄分が多く含まれ，大きな発泡が盛んで著しい凹凸面を形成している。またこ

の中に木炭片の痕跡が含まれている。ノロに木目が遺る例や，炭化物が部分的に遺存している。

木炭片には，加工痕跡を遺す例が多くある。これは当時の木炭材を切り出しや切り整えた痕跡で

ある。当時の木炭窯操業を復元する資料の一つである。 2号木炭窯跡からも97点が出土している。

しかし，発掘調査時やその後の乾燥によって形状が損なわれてしまった。そこで比較的加工痕跡の

明瞭な15点を図示した（図25)。

出土した木炭材は，原木がそのまま用いられる場合と縦割りにされるものがあった。前者は，直

径 5cm以下の丸木材が中心である。後者は，直径が10cmを越えるような大型材である。この時，楔

の使用が推定されるが，その痕跡は確認していない。また木炭材の端部は，確認した範囲では，縦

に裂き割りされる以前の加工である。

木炭材の端部加工痕は，切り取り方法から大きく 5つの方法に分かれた。最も簡単な曲げ折とし

たものは，細い枝などを単に折り曲げて分割する方法である。分割面は，樹木の組織が細かく砕け

てササクレた状態になる。図示していないが， 3点確認している。

次は，打ち払い切りの例である。刃物で打ち払う時に切断する方法である。小枝を幹から除去す

る時や細木の切断で用いられた。小枝では，立ち木の下方から上方に剃り落とすような刃痕が遺っ

ている。逆方向の例は，確認していない。 25図2は，この例である。

枝落しの痕跡は， 8点出土している。また細い木も，この方法で切断されている。同図 4・ 5で
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図25 2号木炭窯跡出土木炭端部

ある。この方法による打ち払いの刃痕は，刃先が入る前半部が鋭い切り口を遺しているのに対して，

刃先が出る側の先になるに従い，木が撓れることにより切り口が粗くなる。

細木の切断例は， 12例確認している。このうち同図 6は，切断面を60゚ 近く回転させていた。太

い木になると加撃方向を変えるのは合理的な方法である。

打ち払い折りとしたのは，刃物で木を折り取れる程度の切り口を付けて分割する方法である。少

し太い木を切り取る時に，打ち込んだ刃物を支点に枝を枯って折り切る方法が，今日の山仕事で用

いられている。片方の切り口があり，反対側では木の組織がささくれている。同図 3など， 3点で

ある。

叩き切りとしたのは，細木で多用し，木の成長方向に対してほぽ直角方向に切り口を入れ，さら

に折り取る方法である。切り口は数回に及ぶこともある。折り取る時に，切り口周辺の組織は，湾

曲しながらササクレるようになる。同図 1である。この例では，太さから，打ち払い切りの方が容

易に切り取れるはずである。削り切りなどの台となっていたのであろうか。
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削り切りは，刃物で木を削るように切り取る方法である。

打ち払い切りと近似して，区別が難しい。同図 9~13に示した。主に，大型の木炭材を切るため

に用いられる方法である。樹木の成長方向に対して切り口が斜めになるA類，ほぽ直交するB類の

二種がある。 A類が大半で57点あり， B類は 9点である。太い樹木を対象にすることから，切り口

面に複数の削り痕が遺されている。

また，削り面の側縁に小さな段を持つ同図 8・ 13の例がある。さらに，刃痕が湾曲面となってい

る同図 4の例もある。側縁の小さな段は使用されたエ具の刃部角の痕跡であり，現代の舵のような

工具や山刀の通常的な使用方法ではできない刃痕である。また，刃痕面が湾曲していることも同様

である。むしろ，ヨキやチョウナなどのような，工具痕跡である。刃痕面に曲線を描く工具痕跡を

遺す例があることも，この根拠となる。さらに切り口はB類のように，樹木の生長方向と直交する

切り口面を山刀や舵で遺すことは困難である。

同図13の下端部は，削り切りである。小さな段がついて，刃の傷痕も少し湾曲している。この刃

傷は幅広く，枝の刃痕面にも遺っているので同一工具が使用されていることを示している。同図14

は大型材で，両方向からの削り切りにより切断されている。

まとめ この木炭窯跡の年代は，出土した羽口からみて太刀洗遺跡で製鉄が行われた時期の後半

に属していると考えられる。 9世紀中頃であろう。

焼成室の規模は長さ 5~6m, 幅2m前後である。これに0.2m程度の厚さで木炭が焼成された

とすれば， 1回の操業で約 2m3の木炭が生産されたことになる。段ボールミカン箱は，幅0.3mx

高さ0.3mx長さ0.4m大で，ナラ炭の重さは10kgである。そこで，幅0.3m,長さ0.4mのミカン箱

を1次面に敷き詰めると，最大約70個を置くことができる。実際には60個程度であろうか。窯詰め

された木炭の厚さは， 1号木炭窯跡の例を参考にすれば0.2m前後である。

以上から， 1次面の焼成室ではミカン箱40個分，約400kgの木炭が一回の焼成可能と推定される。

現実には焚口部分で焼失も発生することや，その他の要因もあることから，一回の操業で生産され

る木炭は300kg程度であろうか。

3号木炭窯跡 SC3 （図26・ 27,写真18・ 19) 

3号木炭窯跡は 2号木炭窯跡の北側， B・C4・5グリッドに位置し，これと主軸を合わせて造

られていた。また， 3号木炭窯跡の焼成室と 2号木炭窯跡の前庭部が重複していた。焼成室はトン

ネル式である。 2号木炭窯跡と合わせて細長い溝状の遺構として検出された。幅2.0m,長さ1.9m

の大きさで，その 2ヶ所に木炭と焼土を含む土層が，三日月状に垂れた状況に分布していた。 3号

木炭窯跡の焼成室から前庭部にかけては， LVの上面を検出面として確認した。また前庭部に続く

掘形は， L皿の形成過程のうちで造られたと考えられ， L皿の上層を除去した段階で， L皿を掘り

込んで造られていた。焚口部分の位置は， C4グリッドである。

2号木炭窯跡を掘り上げた段階で，前庭部から地山崩壊土の堆積，焚口部からは 3号木炭窯焼成
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I b 10YR7/4 にぶい黄橙色微砂

I c JOY R 5/6 黄褐色シルト

1 d 10YR7/4 にぶい黄橙色微砂

I e IOYR4/6 褐色微砂 シルト少量含む

If IOYR5/4 にぶい黄褐色微砂

1 g IOYR5/6 黄褐色微砂

1 h 10YR4/6 褐色微砂 シルト塊少量含む

Ii IOYR5/6 黄褐色微砂 褐色微砂塊少量含む

I j 10YR5/8 黄褐色微砂

lk 10YR5/6 黄褐色微砂

11 JOY R 6/6 明黄褐色シルト
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図26 3号木炭窯跡 (1)

56 



第 2章遺構と遺物

Y-+854x=163,357 -［ニニ三＝/
＜̀ | ＼「＼｀＜| 

B 
ー 52.00m

B' 

八二2g上

D 
ー 52.50m

D' 

一、、

E 
ー 51.50m

E' 

呑 ＼

X=l63,369十
Y=99,857 

叶

図27 3号木炭窯跡 (2)

3号木炭窯跡堆積土

2 a 5 Y R3/6 暗赤褐色微砂

焼土粒・木炭粒少量含む

2 b 2.5Y R4/6 赤褐色微砂木炭粒少量含む

2 c 5 Y R3/6 暗赤褐色微砂

2 d 7.5YR4/4 褐色微砂

2 e IOYR6/8 明黄褐色微砂

2 f IOY R 6/6 明黄褐色微砂

2 g IOY R 5/6 黄褐色微砂

2 h 7.5 YR 6/6 橙色微砂

2i IOYR4/4 褐色シルト 粘土粒少量含む

2 j IOYR5/3 にぶい黄褐色微砂

2 k IOYR5/4 にぶい黄褐色シルト

2 I IOYR4/3 にぶい黄褐色微砂

2 m IOY R4/6 褐色微砂

2 n IOYR3/3 暗褐色微砂

2 o IOYR3/3 暗褐色微砂

2 p 2.5Y5/4 黄褐色微砂

2 q 2.5Y4/3 オリープ褐色微砂

十 X=l63,369

日

U
.
g
|

＜
 ゜

2m 

(1/60) 

57 



第 1編太刀洗遺跡

室の奥壁還元面を確認した。これと 3号木炭窯跡前庭部に堆積した土層を合わせて 3号木炭窯跡の

軸線を求めたところ， 2号木炭窯跡の軸線と大きく異なっていなかった。そこで， 2号木炭窯の主

軸線をそのまま 3号木炭窯跡の主軸線として延長した。

焼成室や前庭部の床面を覆う土層 (.Qla~.Q)は，地山の崩壊土が大半である。焼成室から前

庭部の奥半部に堆積した土層である。底面や床面の傾斜に合わせて水乎方向を基調に堆積している。

.e 1の最下部には，天井や側壁の酸化土の塊が，燃焼室中央部から前庭部奥半にかけて散布してい

た。側壁や天井部の崩落士層である。しかし焼成室奥壁近くの床面には，これらの酸化士の塊は散

布していなかった。この部分の床面は傾斜が急になっていることから，崩落した天井塊などは下方

に転落したのであろうか。それならば，天井の崩壊は急激ではなく，最初は部分的に始まった可能

性が高い。

また，奥壁に接して，これより奥側の地山である微砂が厚さ0.4m堆積していた。奥側からの流

入であろうか。これらに対して.e1は，丘陵斜面の傾斜に沿って地山の崩壊土を削るように堆積し

ている特徴がある。土層の下端は前庭部底面を覆っており，焼成室の崩壊後に自然堆積によって形

成されたと考えられる。表土化が進んでいない特徴がある。前庭部には天井がないことから，側壁

が浸食を受けた流土や焼成室の崩壊土が再堆積した結果である。

本遺構の堆積土は焚口付近が最も厚く，床面から検出面までは1.7mである。また奥壁下端から

2号木炭窯跡の検出面までは1.8mである。これに除去した表土層と廃棄された後に浸食された層

の厚さを加えたのが，焼成室底面の旧地表面からの深さとなる。 2号木炭窯と同様に 3m以上はあ

ったと推定されよう。しかし，上部の遺存状況から，より正確な深さを限定することは困難である。

3号木炭窯跡で検出した施設は，焼成室と焚口，前庭部，それに続く溝状施設と土坑である。焼

成室の平面形は，奥壁が円＜湾曲しながら乎行する側壁に繋がり，焚口とは隅丸形の曲線で移行す

る形状である。西側が内湾するように延び，東壁がこれに対応するように内側にO.lm程度の曲が

りをもっている。

焚口内端から奥壁下端までは5.2m,床面の最大幅は，奥壁下端から焚口側に3.0mの地点で，

1.7mの幅である。また焚口幅は中央付近で0.65mである。

床面の傾斜は， 2号木炭窯の各床面と比べると急傾斜となっている。焚口奥端から傾きを増し，

奥壁近くでは3/8勾配程度になる。焚口奥端と奥壁下端との比高差は1.7mである。

床面還元層の形成は，全般に薄い。奥半部が比較的硬くなっていたが，中央部から焚口にかけて

希薄で，歩行や掘削時にも表面が削れて下層の細砂が露出することがあった。写真で白く写る床面

がそれである。また奥壁近くでは，直径0.lm程度の不定形な凹凸が見られた。さらに床士の整地

土は，奥壁から約l.0m離れた地点から施され，焚口端まで確認した。地山の細砂を0.lm程度の厚

さに整え敷いたものである。

奥壁は内湾気味で鉛直方向に立ち上がり，床面から0.4~0.6mの高さまで遺存していた。表面は，

下端から0.2m~0.4mの範囲が青黒い還元面となり，これより上部は表面が剥落した部分で，赤黒
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く変色していた。また下半部の壁面には，幅15cm程度の曲刃工具によって，壁面を左斜め上から削

り下げられた痕跡が遺されていた。

側壁は，東墜・西壁とも比較的良好に遺存している。東壁では奥壁近くで0.8mまで遺存する部

分もあり，焚口近くでは約0.4mの幅で遺存していた。西壁でも奥壁近くでは高さ0.8mまで遺存し

ていたが，その他の部分は，大半が辛うじて認識できる程度であった。

焚口部は，焼成室と前庭部の側壁から，突き出すように地山を削り出して明確に造られている。

東壁で奥行き0.5m, 西壁で0.7mである。また高さは両方とも， 0.3mまで確認している。壁面に

は強い酸化面が形成されていた。また床面に弱い酸化面が遺っていた。

前庭部の規模は，床面で幅1.4m,長さ2.3m以上である。焚口との移行部は強く突き出して造ら

れ，西側は突き出しが少なくなっている。側壁は左右とも直線的に外煩している。本来の高さは，

削平を受けて不明である。前庭部の整地士のうち，上部の Ql aには焼士と木炭片が多数含まれて

いた。焼成室からの掻き出し土で造られていたのであろう。

3号木炭窯では，さらに前庭部とそれに続く丘陵斜面に溝状の掘形が設けられていた。深さ0.4

m程度で，断面形がU字形になっている。前庭部では焚口の下で小さな段が造られ，底面に大きな

凹凸があり，揺鉢形の土坑も確認された。この土坑の堆積土 (Q2h~Q) には，木炭片は含まれ

ていなかった。

これに対して丘陵斜面では，上幅で1.8mになる。溝状施設の中央に高さ0.3m程度の段があり，

これより南側で深さは0.2mと浅く，北側では0.5mとなる。さらに北端には直径1.8mの円形土坑

があり，深さ0.5m以上である。この士坑の底面は南壁下が高く，北端下との比高差は0.5mである。

この土坑を検出した時点で，木炭窯の可能性を考えて，溝状施設の上部を削平したので，この士坑

が溝状施設と結び付く根拠は不明確である。しかしながら，周辺には関連する遺構がないこと，溝

状遺構の上幅と土坑の直径が合致すること，全体に雑な造りである共通点から関連する遺構と考え

ても間違いではないであろう。

この溝状施設の目的は明確ではないが，崩壊の可能性が少なく，掘り易く，木炭焼成に問題のな

い耐火土の存在を確認しなければならない。そのための方法として溝状施設が掘削されたと考えら

れる。この溝状施設が焚口部で終わっているのも，焼成室を造るに相応しい土質を確認した結果で

あろう。

3号木炭窯では，焼成室床面の造り替えは行われていない。しかし，前庭部では 1回の整地を確

認している。短期間の操業で天井の部分的な崩落があった可能性がある。焚口の両壁が良好遺存し

ていたのも，使用回数が少ない結果と推定される。したがって，太刀洗遺跡の木炭窯のなかでは，

最も木炭窯本来の形状を伝えている遺構といえよう。

この木炭窯跡からは，木炭片以外の遺物は出土していない。操業時期は， 2号木炭窯跡との重複

関係，焼成室乎面形が 2号木炭窯跡の前半期の操業のそれと共通している点を根拠とすれば， 2号

木炭窯の操業の直前と考えられよう。やはり， 9世紀中頃の年代が推定される。 （福島）
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第4節土 坑

1号土坑 SKl （図28,写真20)

1号土坑は，調査区北側の法面中央部， C4 ・ 5グリッドにまたがって位置する。確認面はLV

上面で，最上層の堆積土中には，わずかながら炭化物粒が認められ，士色が周囲よりもわずかに暗

いことから確認できた。

平面形は比較的整った隅丸長方形状をなすものの，斜面下位の南側では壁の立ち上がりは確認で

きなかった。土坑の規模は，南北方向が上端で2.lm,底面で最大1.9m,東西方向は上端で1.4m,

底面で最大1.2m，深さは，斜面上位の南側で確認面より50cmほどある。底面はLVがほぽ水乎に

削り整えられ，周囲のLVよりも硬く締まった感がある。

底面の西壁及び南壁と接する部分には，深さ 5cm前後の浅い溝が認められた。この他，南縁中央

部の底面は，わずかに焼土化していた。

また，底面北壁際には，底面からの深さが最大20cm,東西は1.lm,南北は48cmで，幅の広いく

ぽみが認められる。その底の状況は，上段の底面に比べ柔らかい感を受ける。幅広の掘り込みの南

外縁は，法面へと連続し，下ってゆく。

土坑内堆積土は， 4層に分けられる。すべての堆積土中にはLV粒が少なからず含まれ，土色は

主に黄褐色を甚調としている。堆積状況は，基本的にレンズ状の堆積状況を示していることから，

自然堆積と判断した。 ,Q2中には，わずかに炭化物細粒と細かな焼土粒が含まれている。

遺物は，炭化物粒の他に，全く出土しないことから，土坑の年代は確定できない。

本士坑の性格は， 2号木炭窯跡焚口部東側に隣接して造られていること，土坑の北壁は立ち上が

らず開放していた可能性や，わずかながら土坑壁面が熱を受けていることなどを考え合わせると，

2号木炭窯跡に関連する施設と思われる。 （阿部）

2号土坑 SK2 （図28,写真20・ 23) 

調査区北東部のE5 ・ 6グリッド，旧山道の西側で検出された土坑である。 1号性格不明遺構と

1号廃滓遺構に挟まれた位置で，他の遺構と重複関係はない。 LV上面を検出面として確認した。

平面形は不整円形を基調とし，規模は直径1.9m,深さは丘陵頂部側で0.5mである。示した写真

の形状が乱れているのは，掘削時に南西半部を掘りすぎてしまった結果である。堆積土はシルトを

主体に，断面形はレンズ状になっている。底面からは木炭片が出土している。

時期・性格は限定できなかった。

3号土坑 SK3 （図28・ 29,写真20・ 31) 

調査区北東部のE6グリッド， 2号土坑の南西側 5m,丘陵下半部の急斜面に造られていた。 L
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図28 1 ~ 5 ・ 8 ・ 9号土坑

61 



第 1編 太刀洗遺跡

V上面を検出面として確認した。

8号土坑と重複して，本土坑の方

が新しい遺構である。

検出面の平面形は円形を基調と

っている。本来の平面形は底面と

同じであろう。検出面で長さ，幅

しているが，底面は隅丸方形にな＿［＼ 

とも0.7m程度，深さは最大で0.5

mである。堆積土はシルトが中心

で， この中から製鉄用羽口 1点が

出土している。平安時代前期の遺

構である。

29図 lは，使用時の先端と吸気 図29

1 SK3€1 
吸気部内径： 5.2cm 
吸気部外径： 7.6cm 
最大長： 14.1cm

c SK4tl 
吸気部内径： 4.5cm 
吸気部外径： 7.5cm 
最大長： 12.7cm

゜

1@ 
3 SK4tl 
最大長：く15.3）cm

10cm 

(113) 

3 • 4号土坑出土遺物

部が遺存している。先端部には，製鉄炉の還元帯に生成するノロが厚く付着している。このために

製鉄時における先端部浸食の状況は不明である。しかし羽口装着時の下面には，ハ字状に分かれて

付着したノロは明確に遺っている。羽口の表面は先端部付近を除いて，全体に摩滅が進んでいる。

吸気部先端は少し開き気味であるが，ほぽ真っ直ぐに造られている。吸気部の直径は7.6cmで，大型

の羽口である。胎土には，砂粒が少し含まれている。また吸気部の端部に，一部で黒斑がみられる。

4号土坑 SK4 （図28・ 29,写真20・ 31) 

調査区北東部のE6グリッド， 3号土坑の東側 2mの地点に造られていた。またこの北側 2mの

地点からも，羽口が出土している。この遺構は記録をとることができなかった。 4号士坑の検出面

は， LV上面である。

本遺構の平面形は円形で，規模は直径0.4m,深さ0.4mである。堆積土は 1層で，

である。

シルトが中心

4号土坑からは，羽口が 2点出土している。 29図2は吸気部から使用後の先端が遺っている。先

端部はノロに覆われ，さらに上部には還元した砂鉄が少量付着している。先端の装着時の上端には，

内側から周辺方向に削がれて断面形が片刃状になっている部分もある。さらに先端側からの風圧に

よって， ノロが吸気部のほうに吹き寄せられたように付着している。下面は，先端からハ字状にノ

口が吹き分かれている。先端部が強く焼けているのに対して吸気部近くは，表面が著しく摩滅して

いる。それほど硬度に焼成がなされなかった結果であろう。形態的特徴は，吸気部が大きく外反す

る点である。胎土に砂粒が少量含んでいる。

同図 3は，使用時の先端部と吸気部を欠損している。先端部付近を除いて摩滅していることは，

2と同じである。胎土も砂粒を少量含んでいる。 （福 島）
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5号土坑 SK5 （図28,写真21)

本遺構は調査区北斜面の中腹， D4グリッドに位置し， LV上面で検出された。 1号木炭窯跡と

重複し，これより古い。

堆積土は調査時の不備により大半を欠く。現状では 2層に分けられる。レンズ状に堆積している

ことから，いずれも自然堆積と考えられる。

平面形は不整な隅丸長方形を呈し，規模は長辺176cm,短辺105cm,検出面からの深さは83~90cm

である。底面は多少の凸凹はあるもののほぽ平坦で，斜面に沿って傾斜する。周壁の立ち上がりは

急で，北東壁はほぽ垂直に近い。

出土遺物はなく，所属時期は不明であるが，遺構の重複から 9世紀以前と考えられる。また，本

遺構の性格は，規模や形態より落し穴と推測される。

6号土坑 SK6 （図30,写真21)

本遺構は調査区東斜面中腹， D．E8グリッドに位置し， LV上面で検出された。遺構の遺存状

態は良いが，斜面下位に相当する土坑西壁は確認できなかった。重複する遺構はない。

堆積土は 2層に分けられ，壁際から流れ込むように堆積していることから，いずれも自然堆積と

考えられる。

平面形は現況で不正な楕円形を呈し，規模は長径124cm,短径106cm,検出面からの深さは最大50

cmである。底面はほぽ平坦で，周壁の立ち上がりは80゚ である。

出土遺物はなく，時期・性格は不明である。 （坂田）

Y=99,889 

十X=l63,325

Y~99,891 

X叫 163,325十

A
_
 

十X=!63,323

Y=99,889 

A 
ー 54.40m

9A-

X=l63,323十
Y=99,891 

A' 

Y=99,900 

X=l63,350十
゜
5
 

3
 

63 
ー＿

―

_

ー

I

X

 

蜘
十

＝
 

Y
 

X=l63,348十
Y=99,900 

7号土坑

6号土坑堆積土

1 10YR3/4 暗褐色土

2 10YR3/3 暗褐色土

7号土坑堆積土

1 10YR2/3 黒褐色シルト

2 JOY R 3/1 黒褐色粘土質シルト

A A' 
ー 52.60m

一LI 

調
査
区
外

Lma 

L皿c

A
、

9

ー

LW 

゜
1m 
(1/40) 

図30 6 ・ 7号土坑
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7号土坑 SK7 （図30,写真21)

調査区北東部のE・F6グリッド，丘陵裾部の緩斜面に位置する。 LN下層から検出した。 1号

廃滓遺構を掘り上げて， LNを除去した際に確認した。東半部は調査区外に続いていた。重複する

遺構はない。

規模は長さ1.3m, 幅〇．5m,深さ0.9mである。細長い形態の土坑で，底面の西端は，検出面の

端線から外へ20cmも突き出ている。底面の幅はO.l~0.2mで不整形である。

堆積土は 2層に分けられる。 1l2は粘土質シルトで，比較的短期間に堆積した土層である。 1l1 

は黒褐色シルトで，大きくみればLNに含まれる土層である。レンズ状に堆積していることから，

いずれも自然堆積と考えられる。

この土坑から出土遺物はなかった。土坑の形態からみれば，縄文時代の落し穴土坑と共通する特

徴を持っている。検出した土層から，平安時代前期以前の遺構である。

8号土坑 SK8 （図28,写真20)

調査区北東部のE6グリッド，丘陵斜面の裾部上位に位置している。 3号土坑と重複し，この土

坑が古い。検出面はLV上面である。この土坑の東側に山道が造られたことにより，丘陵部裾部が

整形され，土坑下部の西端が遺存していた。

矩形の土坑と推定され，壁線が1.7mの長さで直線的に遺っていた。しかし，調査の掘り下げに

よって遺存していた壁の大半は，誤って掘りすぎてしまった。さらにこの下端に，幅10.0cm,深さ

2.0cm前後の溝が設けられていた。

また底面には，黒褐色のシルトが貼り付くように遺存していた。この表面には小さな凹凸があり，

硬く，一部は還元面となっていた。

この遺構から，遺物は出土していない。しかし羽口が出土した 3号土坑より古いことから，同じ

く平安時代前期頃の遺構と考えられる。

9号土坑 SK9 （図28,写真20)

調査区北東部のE6グリッド，丘陵斜面の裾部上位に位置している。検出面はLV上面で， 8号

土坑の東側に並行するように確認された。重複する遺構はない。

8号土坑と同じく矩形の土坑で，その一部が遺存していたにすぎない。規模は，西壁の長さが

0.7m以上で，深さは最大16cmである。調査の不備で西壁の大半を掘りすぎてしまったが，検出時

には 8号士坑の西端とほぽ並行するように遺存していた。底面は，多少の凹凸はあるもののほぽ乎

坦である。底面には，黒褐色シルトが貼り付くように遺存し，還元面も形成されていた。 8号土坑

と同様な特徴を持っている。

この遺構から，遺物は出土していない。 （福島）
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第 5節溝 跡

1号溝跡 SD  1 （図31・ 32,写真22・ 31) 

調査区北部のB・C2・3,D・E3・4グリッドに位置する。丘陵裾に沿って東から西に向か

って造られた遺構である。検出面はLN上面である。 1号木炭窯跡と同時期の遺構である。丘陵北

斜面の裾部に， LIIIが厚く堆積していることが明らかになった。試掘調査でもこの層は，深さ1.5

m以上までは確認されていた。しかし，不純物をほとんど含まない均ーな砂層で，発掘調査によっ

て表土層を除去した段階で，平安時代以降に堆積した土層という認識はなかった。

ところが， 1号木炭窯跡の前庭部がLIIIの下部に深く延びていること， 3号木炭窯跡の帯状掘形

も同様になっていたことから， LIIIを除去すると旧地表面のLNが， 1号木炭窯跡の西側から調査

区北部の平坦面にかけて遺存していた。さらに，このLN上面を掘り込むように本溝が造られてい

た。
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1号溝跡堆積土

1 粗砂細砂を多量含む

2 微砂粗砂・細砂・粘土塊少量含む

3 微砂粘土塊少量含む

4 粘土質微砂

5 微砂粘土塊・有機物多量含む

6 微砂 シルト粒含む

7 微砂 シルト粒少量，有機物多量含む

8 粗砂

9 砂礫

図31 1号溝跡
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た。上層は，粗砂と細砂が互層に堆積する水成堆積に

より比較的短期間に形成された士層である。

図32 1号溝跡出士遺物

覆土は 21 ・ 2の上層と，

また，

れていた。土師器や鉄滓・羽口は，

ら出土している。

下層は，溝が開口している時に形成された土層であ

る。 ~ 3 ・ 4は旧表面からの流入士である。

底部の堆積土で，微砂と粘土を含み，木片や種子など

の自然遺物も含んでいる。また地山の掘削土も含まれ

ている。

この士層には，地山の粘士塊が部分的に含ま

£ 6 ・ 7は流水により溝壁が浸食された部分

に堆積した土層である。比較的緩い流れによって形成

されたと推定され，

粗砂層である。

続いている。

それ以外の下層に分かれ

この土層の下部か

Q 5は溝

シルトを多く含んでいる。 1!, 8は

Q 9は砂礫層で，河岸段丘の基盤層に

本遺構は，掘り下げを開始した時点で，墜面の形状も安定していないことから，不整形な沢状の

自然流路の可能性を考えていた。 しかし，旧表土である LIIIが南北の両岸に分布していること， ー

号木炭窯跡の前庭部がこの溝に続いていたこと，太刀洗遺跡東斜面の谷筋方向と直交していること

から，人為的な遺構と考えた。少なくとも人為的に整形は加えていると考えられる。

の前庭部と対応する部分では，溝幅が広くなり，底面も平らになっていた。

1号木炭窯跡

本遺構の東端はE3 ・ 4グリッド付近である。溝幅 8m以上，深さ 5m程度である。土層断面図

を作成したC・D3グリッド付近では，幅4.2m,深さ1.4m程度である。本遺構の北西端は調査区

の南西角に当たっている。東端から西端まで，

く，西側に向かって低くなっている。

おおよそ34mである。また溝底面の標高は，東が高

本遺構から出士した遺物のうち，羽口 2点と土師器 1点を図示した（図32)。いずれも下層から

出土している。 このほかには羽口破片や鉄滓・縄文土器片・石器片が出土している。 32図 1はロク

ロ土師器の杯である。体部は，小さな底部から湾曲して立ち上がり， 口縁部は丸くなっている。体

部外面の下半には，丁寧な回転ヘラケズリが施されている。 9世紀前半の遺物であろう。同図 2は

I -2類，同 3はII-6類の羽口である。本遺構が平安時代前期に機能していたことを反映してい

よう。

この遺構は，用水を目的として造られた遺構でないことは明らかである。上流に大きな水源はな

い。流水の痕跡はあるが， これは雨水や若干の湧水が流れた結果である。むしろ 1号木炭窯跡の前

庭部に続いている点を重視すれば，道跡の可能性が最も高い。付近に存在している山道もこのよう

な凹地であるし，矢吹町白山C遺跡の道跡も，尾根に造られた溝状の凹地であった。 （福 島）
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第 6節性格不明遺構

1号性格不明遺構 SXl （図33,写真23)

丘陵斜面東北部の中腹， E5グリッドで検出された遺構である。南側に近接して 2号土坑があり，

さらに山道を挟んで 1号廃滓遺構がある。表土を除去した段階で， LV上面で木炭片と焼土を含む

土層が不整形に延びていたため，周辺で遺構の検出作業を行ったところ，斜面の下方側では，方形

を基調とする外形線がLVを検出面として確認されたが，尾根側では外形線は不明瞭となっていた。

こうしてLVを0.5m程度掘り下げた段階で，遺構の外形線を確認した。この時，西辺の遺構外

形線が竪穴住居跡のカマド煙道のように西側に延びていたが，別遺構の重複を確認することはでき

なかった。
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1号性格不明遺構堆積土

I a IOY R5/8 黄褐色シルト 微砂多量含む

I b IOY R6/6 明黄褐色シルト 微砂多量含む

I c IOYR5/6 黄褐色シルト 微砂多量含む

Id IOYR5/8 黄褐色シルト 粘土少量含む

le IOYR5/4 にぶい黄褐色シルト

2 a IOYR4/4 褐色微砂

2 b IOYR4/3 にぶい黄褐色シルト 木炭粒多量含む

2 c IOYR4/6 褐色シルト 微砂多量含む

2d IOYR5/4 にぶい黄褐色シルト 微砂多量，木炭粒

少量含む

2 e IOYR4/4 褐色シルト 微砂多量，木炭粒少量含む

図33 1号性格不明遺構
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検出面の形状は，突き出た部分を除いて隅丸長方形で，規模は長さ4.5m, 幅1.3mである。丘陵

東北端の斜面尾根線より少し下がった南東側に，主軸方向を等高線と直交して造られている。

堆積土は大きく 4層に区分した。£ 1 a~ eは遺構中央の上層に堆積したシルトを主体にする土

層である。£ 1 aは，地山との区分が難しい土質で，地山と比べると細かな炭化物が微量に含まれ

ていた。このほか微砂や粘士の含有鼠と土層の堆積状況から，さらに土層の細分を行った。自然堆

積である。

£ 2 a~ eは遺構中央から西半部に堆積し，遺構の周辺から流入して堆積した土層である。£ 2 

bには多量の木炭片が含まれ，北側から遺構内に流入していた。最初に遺構の存在に気付いた土層

である。£ 2 aは微砂でしまりがない。£ 2 C ~ fには微砂が含まれている。

£ 3 a ・ bは遺構の東半部に形成された上層である。この遺構で最初に堆積した土層であり，シ

ルトを主体に微砂を含み，水乎堆積していることから，上部の崩壊士か人為的な堆積のどちらかと

考えられる。

底面は二段になり，東端で方形の落ち込みがある。しかし，これを除くと床面はほぼ水平で，標

高52.7m前後に整えられている。側壁は，東半部が斜面の傾斜に合わせて浅くなっている。東端で

検出面からの深さは0.2mである。これに対して西部では1.4m前後と深くなっている。

また，壁面の傾斜は南壁が急角度で，ほぽ直立しているのに対して，北壁や西壁は約1/ 2勾配と

緩やかである。£ 1 ・ 2がこの方向から流入した時に，壁面が浸食を受けた結果であろう。西端の

煙道状突出部も£ 2 aと繋がっているので，あるいは浸食の結果，自然に造られた形状かもしれな

い。また，底面や壁面に酸化面などはなかった。

出土遺物は，木炭片と炉体片である。この遺構が製鉄関連遺構の一つで，同時期の可能性が高い

ことを示している。このように考えると，遺構の規模，細長い形状から判断して，木炭窯の未完成

遺構の可能性が推測される。これが木炭窯の造りかけであれば，堆積土の£ 3は焼成室前半部の天

井部崩壊土であろう。これが崩れた後の空間に£ 2が堆積し，さらに周辺土が流入堆積したことに

なる。上面で遺構検出が困難であったのも，これが原因であろう。 （福島）

2号性格不明遺構 SX2 （図34,写真23)

本遺構は調究区北側の斜面裾部， D4グリッドに位置する。検出面はLIII上面で，炭化物粒を含

む広がりを 2号性格不明遺構とした。北半部を撹乱により壊されている。 1号木炭窯跡・ 1号溝跡

と重複し，いずれより新しい。

堆積土は 4層に分けられ，いずれも斜面上部から流れ込んだ堆積の状況を呈している。平面形は

不整な楕円形を呈すると推測される。規模は東西が7.0m, 遺存する南北が1.3m,検出面からの深

さは20cm前後を測る。

底面はほぽ平坦で，斜面に沿って北に向って傾斜している。遺存する周壁の立ち上がりは，比較

的緩やかである。底面には，遺構の主軸方向と直交するように木炭が並んで出土している。木炭は
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廃滓遺構全景（北東から） ２・３号木炭窯跡全景（北から）

第 1編太刀洗遺跡

丸材のみで，径は 3~ 5 cm, 長さは比較的遺存状態のよいもので20cmを測るが，大部分は10cm程で

ある。

本遺構は木炭のみの出土で詳細な時期は不明であるが，遺構の重複より 9世紀以降と考えられる。

遺構の性格は底面より木炭が並んで出土したことや，堆積土に焼士粒・木炭粒が多量含まれること

から，大型の木炭焼成遺構と考えられる。

3号性格不明遺構 SX3 （図34,写真23)

本遺構は調査区北側の斜面裾部， B3グリッドに位置する。検出面はLII上面で，木炭粒の集中

する広がりを 3号性格不明遺構とした。周囲に近接する遺構は認められない。

堆積土は 6層に分けられる。掘り込みは明確ではなく，浅いくぽみに，木炭粒を多量含む黒褐色

土が堆積し，その下位に地山の再堆積土と考え られる褐色土が認められる。 明確な掘 り込みは認め

られず，木炭粒を多量含む黒褐色土の範囲を遺構と した。平面形は楕円形を呈し，長径105cm, 短

径96cm，検出面からの深さ25cmを測る。

出士遺物はなく，本遺構の性格・所属時期は不明であるが，平安時代の遺構より上位の面で検出

されていることから， これ以降と考えられる。 （坂田）
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第 3章ま と め

今回は，太刀洗遺跡の北東部3,900面の範囲で発掘調査を実施した。検出した主要な遺構は，木

炭窯跡 3基と廃滓遺構 2か所である。また廃滓遺構からは約 4tの鉄滓を中心に，製鉄炉体破片，

羽口，木炭，土師器片が出土した。これによって太刀洗遺跡が，平安時代前半頃の製鉄関連遺跡で

あった一端が明らかになった。以下では，太刀洗遺跡の調査成果について若干の検討を加え，その

意義についてまとめておきたい。

時期区分 廃滓遺構から出土した羽口は，形態と作り方，さらに使用状況の痕跡の特徴から， I 

~m類に分かれた。このうち I類は 2号廃滓遺構の中心となる羽口である。また 1号廃滓遺構から

はII類が主体となって出土している。 II類の時期は， 2号廃滓遺構の土師器片から 9世紀前半の年

代が想定される。 1号廃滓遺構の時期は，形成された場所と Lmの堆積状況からみて， 2号廃滓遺

構よりは古いと考えられる。

羽口の皿類と II類の間には，前後関係が判明する層位関係は確認することはできなかった。しか

し，木炭窯跡から出土する羽口はm類が主体で，いずれも木炭窯跡の最終段階の土層から出土して

いる。一方， 1号廃滓遺構からもm類の羽口は出土しているが，個体数は極めて少ない。つまり，

m類を中心にした羽口でまとまりのある時期があったと考えられ， m類が最も新しい羽口と考えら

れる。また， m類の羽口が主体的に使用された製鉄炉が近くに存在していたと推測されよう。

したがって I~m類の羽口区分は，時間的な変化も反映していることになる。つまり， I類は 9

世紀前半以前， II類は 9世紀前半， m類は 9世紀前半以降の年代が想定される。以上から，太刀洗

遺跡の主要遺構は， 1号廃滓遺構が 9世紀前半， 2号廃滓遺構が 9世紀前半以前， 1 ・ 2号木炭窯

跡の最終段階が 9世紀前半以降という年代が想定される。

製鉄炉 製鉄炉本体やこれに関連する施設は，痕跡が確認されたにすぎない。 1号廃滓遺構の西

側で検出された円形や矩形の土坑である。羽口が出土していること，一部で還元面が形成されてい

るなど，製鉄に関連する遺構の特徴を伝えている。しかしこれらの遺構は断片的で，太刀洗遺跡の

製鉄施設を考えるには無理がある。

太刀洗遺跡の製鉄遺構を検討する中心資料は，廃滓遺構から出士した炉体破片と羽口である。こ

の特徴から太刀洗遺跡の製鉄炉は，箱形炉と考えられる。炉壁破片は，堆滓帯，還元帯，予熱帯の

3部位に分かれていた。また鉄原料は，鉄滓にチタンを含んで銅がほとんど含まれていないことか

ら，砂鉄である可能性が高い。

炉体の最下部に当たる堆滓帯では，破片の裏面に土砂や鉄滓片が付着していた。この部分では，

スサを混ぜた粘土帯の痕跡は確認していない。地表面を掘り整えて堆滓帯が造られたことを示して

いる。破片からみて堆滓帯の高さは，炉底から0.2m以上と推定される。
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堆滓帯は，炉体の温度低下を防ぐ保温帯の役割をしている。しかし鉄滓が溜まりすぎると羽口が

塞がるなどの障害要因となることから，適当な量の管理が必要になる。この場合，排滓口は適当な

堆滓量を確保するためには炉底より，少し上位に設けられていた方が好都合であろう。また排滓口

直下には，滓道が造られていたと推定され，この場所で凝固した流出鉄滓の底面に， U字形の痕跡

が遺されていた。

還元帯は，高温の還元雰囲気の中で木炭の砕片と砂鉄が熔け，発泡した環境で可鍛鉄が生成する

部位である。鉄分を含む滓が中心である。還元帯滓の現状は，還元した鉄分が経年変化により再び

鉄錆に戻っている。しかし中には，鉄分が遺存している鉄塊も含まれている。またこの滓には，木

炭の焼失痕やスサの痕跡を表面に遺存している資料が数多く含まれている。

還元帯の高さは少なくとも20cm以上で，上辺には羽口が装着されていた。羽口から吹き出す風は，

対面側の羽口先を浸食していることから，還元帯の内部は海綿状の隙問がある状態と考えられる。

この部位の温度は測定の結果，摂氏1,300度代の高温であった。羽口の先端は，一部でガラス質に

変化していることからも，この測定結果は妥当な温度である。羽口の先が詰まっている資料では，

先端に付着するノロの多くは，還元帯の滓である。操業が進行するなかで，還元帯の上面が羽口先

まで上昇した結果であろう。

設置された羽口の浸食状況は， I類と II類では少し異なる特徴がある。 I類では先端部の上辺と

下辺で大きな浸食格差がみられないのに対して， II類では先端部の上辺が浸食を受けて大きく後退

する傾向が顕著である。 I類では対面する羽口からの熱風が満遍なく当たるような送風であったと

推定される。羽口の設置角度も水乎に近い方向である。

これに対してII類では，先端部下端からを境に下面側では二分するように分かれてノロが付着し

ている。一方上辺に向かっては，先端が削ぎ上げるようになり，一部では樋状の浸食痕となってい

る。羽口先端の下方から吹き上がる浸食風を受けた結果である。羽口の先端を少し下げて設置され

るのも，堆滓帯に当たった送風が，下から吹き上がることを意図しているのであろう。また羽口の

設置間隔も I類よりは短い傾向にある。

還元帯から予熱帯にかけては，スサが含まれた炉壁となっていた。中にはスサの代わりに木片や

籾殻が含まれている場合もある。木片は角張った砕片となっているので木炭片の可能性もある。砂

はあまり含まれていない。遺存する資料の大半は直線的な炉壁片であるが，湾曲する炉壁も含まれ

ているので，炉体の平面形は小口部分が湾曲した小判形と考えられる。箱形では隅が直角になるこ

とから，送風に片寄りを生じやすくなる。これを避けるために小口を湾曲させたのであろう。

太刀洗遺跡の資料からは，炉壁の厚さを限定することはできなかった。羽口の吸気部端までノロ

が付着している例があることから，炉壁の外壁は吸気部の先端付近にあったと推定される。そうす

ると，羽口本来の長さから，炉壁の厚さを20cm以上に想定することは難しい。また予熱帯と還元帯

が壁体構造であれば，操業による炉体の解体や羽口の設置と送風装置な関連からみて，還元帯は地

表面付近に造られていたと考えられよう。
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予熱帯は， 40cm以上の高さである。上端や外壁の破片は確認していない。炉壁は外面の大半を失

って薄くなり，ノロが付着した状態となっていた。このノロは，鉄分をほとんど含まないことから，

比重は極めて軽い。遺存する炉壁は製鉄操業によって土師質に変化した部分で，本来の形状を失っ

ている。操業の開始時には，乾燥した状態で，焼き固め処理は施されていなかったと考えられる。

本遺跡から出土した資料から復元できる製鉄炉は，地面を掘り下げて整えた堆滓帯，スサ入り粘

土帯を積み上げた還元帯と予熱帯で構成されていたことになる。還元帯の側壁上端には羽口が設置

され，これより上部が予熱帯となる。また製鉄炉の小口部は湾曲して造られ，この部分に羽口は設

置されていなかった。排滓口は明確にできなかったが，送風装置とは反対側に設けられていたと推

定される。その位置も，滓を溜めることを考えれば，炉底面よりは若干上側に造られていた可能性

があろう。

木炭窯跡 今回検出された木炭窯跡は，木炭生産の具体的な状況を良好に遺していた資料である。

特に 1号木炭窯跡では，焼成が終了した状態がほぽそのままで遺存していた。そこで，木炭窯の構

造的特徴と生産状況を復元的にまとめておくことにする。

検出された 3基の木炭窯跡は，焼成室と焚口，前庭部で構成されている。形態や構造，規模は須

恵器窯と共通している。木炭窯には，横口式や伏せ焼き式などの例があり，このような木炭窯と区

別するために，ここでは須恵器窯型木炭窯としておく。これまで福島県内で 7世紀に出現する須恵

器窯型木炭窯は，須恵器窯としても利用される場合のあることが，新地町向田A遺跡で確認されて

いる。また製鉄遺跡と近接した須恵器窯跡が，原町市鳥打沢A遺跡でも確認されている。須恵器窯

型木炭窯の出現には，須恵器生産と技術的な交流が想定される。

木炭窯の造られた場所は，丘陵中腹から裾部の斜面である。焼成室は丘陵をトンネル状に掘削し

て造られていた。木炭窯が造られる以前は，山林となっていたと推定される場所である。木炭窯を

造るには，掘削の容易さ，崩落しにくい土質，焼成に耐える土質が要求される。さらに，操業に利

便な場所であることはいうまでもない。このようなことを考慮して，丘陵斜面に木炭窯が造られた

であろう。

3号木炭窯跡の前庭部下層に設けられていた溝状の遺構は，山林の表土を除去して丘陵の士質を

確認するために造られた一種の試掘坑である。 2号木炭窯跡の溝状遺構も同様で，丘陵内部の細砂

層に当たったところで掘削が止まっていた。この細砂層は海成砂層で，相馬市善光寺窯跡の須恵器

窯跡でも同様な砂層中に焼成室が造られていた。この土層は，窯を造るに適しているのであろう。

焼成室の掘削痕跡は，壁面に斜め上方から振り下ろした痕跡が奥壁部を中心に遺存していた。エ

具は刃幅20cm程度の曲刃で，鋤先のようなものと考えられる。焼成室内部という限定された空間を

考えれば，大きく振りかぶった動作はできないし，道具に長い柄を付けることは難しくなる。刃先

の大きな手撥のような工具であろうか。これで，地山を掘り崩し，排土を掻き出して，さらに壁面

を削り整えたのであろう。

須恵器窯型木炭窯は，煙道の構造に特徴がある。 1号木炭窯跡では，焼成室奥部で天井から延び
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第 1編太刀洗遺跡

た煙道が崩落した状況を確認している。これ以外で煙道の痕跡は確認していない。少なくとも側壁

や奥壁の下部から壁中を通って延びる煙道の痕跡は無い。 2・ 3号木炭窯跡も同様である。本遺跡

の木炭窯跡は，焼成室奥部の天井に煙道を設けた構造と推定される。しかも 1号木炭窯跡の例から

すれば，煙道は 1本である。

この構造では，木炭を焼成する時の熱気は，焚口から天井に沿って煙道に向かって流れ，そのま

ま窯外に排出されることになる。焚ロ・煙道の開閉，火力の強弱による調節も限界はあろう。窯全

体に熱気が対流する構造にはなっていない。したがって，床面に熱気が及ぶまでには，焼成室全体

の温度を上げる必要があり，長時間の加熱と多くの燃料が必要になる。また均ーに焼成を行える空

間幅が狭くなる。つまり天井を高くすれば，それだけ天井と床面の温度差が大きくなり，均ーな焼

成が難しくなる。

1号木炭窯跡では，このような条件で焼成を行った木炭材の窯詰め状況が良好に遺存していた。

焼成室の最奥部に枕材を置き，これを基に焚口に向かって焼成室の主軸に合わせて斜めに木炭材が

並べ置かれていた。主軸と合わせて木炭材を置くことにより，焚口からの熱風が木炭材の隙間を抜

けて下から斜め上に流れ，焼成効率を上げることになる。さらに側壁側にも木炭材に沿って熱風を

広げることも可能となる。この熱風による均ーな焼成が可能な範囲は，木炭材の厚さで20cm前後ま

でと推定される。遺存した木炭の積み上げ厚さがこの程度であった。

また焼成室奥部では，枕材を焼成室の主軸と直交させて置くことから，熱風の通り道を阻害する

ことになる。これによる焼成不良を軽減して熱風を導くために，製鉄用羽口が焼成室奥部の要点に

設置されたのであろう。 1号木炭窯跡の木炭は，下端部の加工痕が良好に遺存していたのに対して，

上端はすべて消失し，多くは細片となっていた。木炭の上部は天井に近いこともあって，熱風の影

響を受けて消失が進んだ結果である。

須恵器窯型木炭窯の場合，天井の高さは，低い方が焼成効率は高くなる。この一方で，天井が低

くなれば，内部の作業は困難になる。例えば横穴の玄室で効率的な調査作業を行うには， 1.2m程

度の天井の高さは必要である。木炭を焼くためには，焼成室の掘削・幣形，木炭材の窯詰めが主要

な作業になる。このような作業であれば， 1m以下でも可能であろう。 3号木炭窯跡では焼成室の

壁高は0.8mまで確認している。本遺跡の木炭窯の高さは，焼成室の中央でも lm程度で，木炭材

の窯詰め方法を以上のように推定すると，一回の焼成量は300kg程度になろう。

須恵器窯型木炭窯に対して，現在の大竹式白炭窯などは，技術的にほぼ完成された段階にあると

いえる。煙出（煙道）・焼成室・焚口•前庭部で構成されることは，須恵器窯型木炭窯と共通して

いる。大きく異なるのは，焼成室の形態と煙道の取り付け方法である。

大竹式白炭窯では，煙道の吸煙口は焼成室最奥部の床面と接する部分に設けられ，煙は壁中を通

って焼成室外に排出される構造となっている。これにより焚口からの熱気は，焼成室の天井に沿っ

て上がり，さらに床面まで下がった後に排出されることになる。焼成室内部を満遍なく巡る熱気の

対流が発生するようになっている。
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この結果，焼成室に窯詰めされた木炭原材を均ーに焼成することが可能となる。さらに窯詰めに

際して天井を高くすることも可能になり，焼成室の容積が拡大して生産効率は大きく改良されるこ

とになる。大竹式白炭窯では，壁高 4尺 5寸，約1.5mで，木炭材を立てて窯詰めする方式が採用

される。

焼成室奥部の側面に煙道の設けられた例は，乎安時代前期から知られている。原町市鳥打沢B遺

跡 1号木炭窯跡等である。焼成室奥端ではなく，側壁中央側に寄せた上部に煙道を設けていた。こ

の位置に煙道があれば，焚口から奥に向かった熱風は，奥壁に当たった後で環流して煙道から排出

されることになる。太刀洗遺跡の木炭窯に比べると熱効率は改良されたと推定される。

さらに矢吹町赤沢B遺跡では，側壁中央部と奥部の 2ケ所に煙道が設けられ，しかも床面に接す

る位置で煙道の排煙口が設けられていた。熱効率がより改良された木炭窯である。大竹式の煙道と

基本的に同じ構造である。赤沢B遺跡では，遺構の年代を限定することはできなかったが，古代の

遺構と考えられている。

つぎに焼成作業では，焚口で薪を燃やすとともに火力を調整し，また煙道と合わせて開閉するこ

とによって焼成室内部の温度や酸化・還元の状態を管理することになる。焚口壁面の焼土面や床面

に堆積した木炭粉は，焼成作業の痕跡である。

また，焚口の一部に還元面が確認されることもある。木炭焼成の最終段階における窯閉塞の痕跡

である。閉塞材は粘土塊であろう。このとき煙道出口も閉塞が行われたと考えられ，出土した板状

の製鉄炉体も使用された可能性が高い。これによって焼成室は還元雰囲気の蒸し焼き状態になる。

木炭焼成時における燃焼室の温度は，奥部の床面で600度程度と推定される。焼成室から出土し

た羽口は全体が土師質に変化していた。通常の土師器よりは軟質である。使用直前の羽口は極めて

軟質で，これが木炭焼成にともなって比較的硬い土師質に変化したと考えられる。また天井部は崩

壊した焼土塊が赤く熱変していることから， 800度以上の温度になっていたと推定される。須恵器

窯と同じ構造であれば，焼成室の湿度は1,200程度まで上げることが可能であろう。

木炭の焼成を繰り返すことによって焼成室の天井や側壁は，破損や崩落が生じることにより形状

が損なわれることになる。焼成室の形状が崩れれば，焼成に不都合が生じることになる。そこで，

天井を削り整えて造り直すことになる。天井を造り直せば焼成室の高さを一定にするために床面の

上に10~20cmの土砂を敷いて整えることになる。この痕跡は， 1号木炭窯跡で 4回， 2号木炭窯跡

では 7回を確認している。

焚口の前面に当たる前庭部は，焼成作業を行う場所であり，また各種の道具や木炭材・木炭の仮

置き場として利用された場所である。木炭窯焼成室には現在でも屋根が設けられているが，前庭部

には設けられていない。遺構からもその痕跡は無い。露天の施設であろう。さらに 2号木炭窯跡の

東側に設けられていた 1号土坑は，用具・資材の置き場前や休息施設として利用が想定される。こ

のほか前庭部に続いて，資材や木炭の運搬用通路が設けられていたと想定されるが今回の調査では

確認することができなかった。
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第 1編太刀洗遺跡

出土した木炭材には，丸木と割材があった。後者は，直径が10cmを越えるような大型材である。

割材するには楔が使用されたのであろう。木炭材の端部加工痕には，鋸の痕跡は全く確認できなか

った。これに代わって用いられたのは，チョウナやヨキと推定される。切断面に小さな段や削り面

が凹面となっていたことから，ナタのような刃物ではなかったらしい。

平安時代になると，石川町小田口 C遺跡などの小規模集落遺跡からも鉄斧頭が出士する例が多く

なる。しかし，ナタのような刃幅の広い工具は，ほとんど出土していない。木炭材は，ヨキやチョ

ウナ類のエ具によって山林から切り出され，運搬が容易な形状に幣えられたのであろう。また木炭

材の太さや年輪が一定していることから，原木を切り出した林は20年程度の間隔を置いて伐採され

ていたと推定される。 （福島）
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沢東 B遺跡

遺跡記号 NE-SH・B

所在地福島県双葉郡浪江町大字立野字沢東他

時代・種類 中世・近世の屋敷跡

調査期間平成15年10月22日～12月18日

調査員福島雅儀・坂田由紀子



第 1章遺跡の環境と調査経過

第 1節遺跡の位置と地形

沢東B遺跡は双莱郡浪江町立野字沢東他，北緯37度31分00秒，東経140度56分40秒に所在している。

浪江町は浜通り地方のほぼ中央部に位置し，東西に幅広く，北は小高町，南は双葉町と接している。

本遺跡のある立野地区は浪江町の北端付近にある。遺跡は JR常磐線浪江駅から北西へ約 3km, 

海岸線から約 9km付近に位置している。遺跡のすぐ北西側を県道仲ノ森・加倉線が通り，約 1km西

側には県道いわき・浪江線がある。

浪江町の地形は，南北に走る双葉断層を境に西半部が阿武隈高地，東半部が丘陵地帯や河岸段丘，

沖積地となっている。町の北部には請戸川，南部には高瀬川が流れ，太平洋に注ぐ。沢東B遺跡が

所在する立野地区は，阿武隈高地から続く丘陵地帯の東端部にあたり，請戸川水系の河川等によっ

て複雑に開析されている。

沢東B遺跡は，町の北部を東流する請戸川北岸の河岸段丘上に立地する。調査区内の標高は53.4

~53.7mで，請戸川の川床との標高差は約30mである。遺跡の北側には小高町との境となる丘陵地

がある。遺跡の範囲は，河岸段丘の平坦面を中心とする21,000面で，今回は遺跡範囲の北側にあた

る2,100面について調査を行った。現況は水田で，調壺区内は水田造成に伴う削平を受けており，

遺構の遺存状態はよくない。

周辺には縄文時代後期の集落跡として有名な順礼堂遺跡や，中世の城館跡である浪江館跡・立野

古館跡などが所在している。

第 2節調査経過

沢東B遺跡は，平成15年度に福島県教育委員会から委託を受けた帥福島県文化振興事業団（平成

13年 4月より改称）が実施した，常磐自動車道建設に伴う表面調査で確認された遺跡（遺跡番号

54700137)である。

平成14年度には試掘調査が実施され， 21,000面が保存を要する範囲として提示された。平成15年

度には工事区西側の2,100rrrについて発掘調査が実施され，中世・近世頃の掘立柱建物跡や溝跡な

どが確認された。

調脊は調査員 2名，作業員23名の体制で平成15年10月22日に開始し， 12月18日までの延べ40日間

にわたって行った。以下に調在概要を記す。

10月22日から重機による表土剥ぎを開始する。 11月5日からは作業員を雇用し，北側の平坦部分

から遺構検出作業を開始し，測量甚準杭，ベンチマークを設置する。
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第 2編 沢東 B遺跡

11月中旬には，調査区北側の遺構検出作業を終了し， 1 ~ 3号溝跡の掘り込みを開始する。また，

作業員を増員し，調査区南側での遺構検出作業を継続して行う。 21日からは，太刀洗遺跡の調査終

了に伴い，調査員 2名が加わって調査員 4名体制となり，遺構精査が進捗する

12月上旬には，臨時的に調査員 6名の応援を受け，大半の遺構の調査が終了する。また，基本土

層のL¥1:b中より縄文土器片が出土したため，周辺のトレンチ調査を行う。 しかし，他に遺物は出

土せず， L VI bについては掘り下げを行わないこととなった。 10日には空中写真撮影を実施し， そ

の後残っていた井戸跡の断ち割りを行い，調査を終了した。そして18日までには，調査区の埋め戻

しと撤収作業を終了し， 23 日に福島県教育委員会•財団法人福島県文化振輿事業団から日本道路公

団へ引き渡しが行われた。

第 3節 調査方法

本遺跡の調査に際しては，遺構の位置や遺物出土地点を明確にするため，国土座標の数値に基づ

いた10m四方の方眼を調査区内に設定し，

南へはアラビア数字で 1・ 2 ・ 3 ・ ・ ・ 11, 

これをグリッドと呼称した。グリッドの番号は，北から

西から東へはアルファベットを用いてA・ B ・ C ・ ・ ・ 

Hとした。グリッドの表示はこれらを組み合わせてEl~Hllグリッドとした。
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調査区を北から望む

第 1章遺跡の環境と調在経過

発掘調在にあたっては，バックフォーやクローラダンプなどの大型機械を導入して表土除去を行い，

その下層は人力で掘り下げて，遺構・遺物の確認に努めた。遺構の精査に当たっては，遺構の特性

や遺構の遺存状態にあわせて， 土層観察用の畦を設け，堆積土の状態や遺物の出土状況に留意しな

がら精査記録に努めた。土層の表記に際しては，基本土層にはLとローマ数字を組み合わせてLI・ 

LIT...というよう に示した。遺構内堆積土は 0とアラピア数字を組み合わせて Q1 ・ Q 2 ・ ・ ・ 

と表示するようにした。

図化については遺構の断面図•平面図とも 1 / 20縮尺で記録したが，遺物出土状況などの細部に

ついては1/ 10縮尺で遺跡の全体図は1/ 200縮尺で行った。記録写真は遺構の断面，全景を35mm判

カメラで撮影し， 基本土層や調査区の全景は 6X 4.5判カメラを使用した。 ともにモノ クロ・カラー

リパーサルフィルムを用いて撮影し，同ーコマ同ーアングルである。

調査で得られた記録・資料については財団法人福島県文化振輿事業団で整理を行い，報告遺書刊

行後は各種台帳を作成して閲覧可能な状態にした後，福島県文化財センター白河館で収蔵・管理の

予定である。
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第2章遺構と遺物

第 1節遺跡の概要と基本土層

概要 今回の沢東B遺跡で検出された遺構は，掘立柱建物跡 7軒，溝跡 6条，井戸跡 3基，土

坑 7基，小穴109甚である（図 2)。調査区全域は近年の水田造成により著しい削乎を受けているた

め，遺構の遺存状態はよくない。

今回検出された遺構の分布を概観すると，調査区南側と南東側，北側の 3つに大きく分けること

ができる。調査区南側にはL字状の区画溝 (SD5)があり，その内側と周辺から掘立柱建物跡 4

棟，溝跡 2条，土坑 2甚，小穴群が検出されている。これらの遺構は出土遺物が少なく，詳細な時

期は不明であるが，おおよそ中世と近世に分けられる。掘立柱建物跡はいずれも中世の区画溝と軸

線方向をほぽ同じくするが， 6 ・ 7号掘立柱建物跡は溝が埋没した後に構築されている。 5号土坑

は竪穴状の大型土坑である。また， 5号溝跡の北側にはこれと並行するように 4・ 6号溝跡が検出

されている。 6号溝跡は 5号溝跡と重複してこれより古く， 4号溝跡は検出面が中世頃の遺構より

下位であることから，これ以前と考えられる。

調査区南東側からは，掘立柱建物跡 3軒が検出されている。これらの建物跡は，ほぽ位置を同じ

くし，数回の建て替えの状況が認められる。遺物が出土していないため時期は特定できないが，柱

間寸法から近世頃と推測される。

調査区北側からは，北から東にかけて湾曲しながら走る溝跡 3条と，井戸跡 3基，土坑 3基，小

穴が検出されている。 1号溝跡は調査の不備により，乎面的な位置を確認することができなかった

が，土層断面から 2・ 3号溝跡とほぽ同じ流路であったと推定される。 1~3号溝跡は出土遺物が

乏しく時期の特定は難しいが， 1号溝跡は近世以降， 2 ・ 3号溝跡は中世～近世頃に位置づけられ

ると推測される。また， 2号溝跡の底面には畝堀状の仕切りが認められることから，人為的な溝跡

の可能性が高いと考えられる。 2・ 3号井戸跡， 7号土坑は溝跡の東側に位置し，出土遺物から近

世に位置づけられる。特に， 2号井戸跡からは遺存状態のよい井戸枠が検出されている。また，調

査区内に散在する 1~ 4 ・ 6号土坑は，規模・形態・堆積土の特徴より同時期のものと推測される。

時期は 4号土坑が近世の遺構より新しいことから，これ以降と考えられる。

今回の調査で出土した遺物は，縄文土器片10点，かわらけ1点，陶器片37点，石器 8点，木質遺

物96点，鉄滓 5点である。木質遺物を除き，遺構に伴う遺物は少ない。縄文土器は遺存状態の悪い

細片のみで時期を特定することはできなかった。陶器片は近世に比定されるものが大半を占めるが，

14~16世紀に比定される陶器片が若干量出土している。

基本土層 本遺跡では，基本土層を大きく 9層に区分した。前述のように調査区周辺は水田改修

が行われており，基本土層が均ー的に堆積していない。特に調在区東部や南部は削平が著しく， L
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第 2編沢東 B遺跡

II~VI:aは欠層している。なお， LIIとLIIIについては，削平により上下関係を把握することがで

きなかったため，層序は便宜的なものである。以下に各層の特徴を述べる。

LIは現表士・水田耕作土で，黒褐色土である。調査区全域に40~60cmの厚さで分布する。調査

に際しては基本的に本層のみ重機による掘削を行った。層中には縄文時代と近世の遺物がわずかに

含まれる。

L IIは黒色粘土である。調査区東部の限られた範囲 (F・ G 5 ・ 6グリッド付近）にのみ認められ

る。層厚は約20~40cmを測る。本層から遺物は出土いていない。

L皿は黒褐色土である。調査区北西部に 5~20cmの厚さで堆積していたが，表土掘削時に本層と

LN・Vを誤って除去してしまっている。そのため，調査区北西部では本来このLIII上面で検出で

きる大半の遺構がLVI:b上面で検出される結果となった。なお，本層から遺物は出土していない。

LNは，その上面が本遺跡の基底面を構成する可能性が高い暗褐色土である。調査区北西側に20

~40cmの厚さで堆積している。本遺跡では 4号溝跡のみこの上面から掘り込まれているのを確認し

た。なお，本層から遺物は出土していない。

LVはにぶい黄褐色砂層である。厚さは20~35cm程を測り，調査区北西部 (G・ H 5グリッド付近）

や，中央付近 (E~G8グリッド付近）に堆積している。本層からは縄文土器片 3点が出土している。

LVI:aは，にぶい黄褐色粘質土で，調査区西部に堆積している。層厚は 5~35cmである。

LVI:bは，黄褐色粘質土である。調査区内のほぼ全域に認められ， 5~20cmの厚さで堆積してい

る。水田造成の際の削平が著しい調査区東側や南側では，削平がLVI: bまで達しており，本層が遺

構検出面となっている。なお，本層からは縄文士器片 l点が出土している。

LW~DCは2号溝跡， 2 ・ 3号井戸跡の断ち割りの際に確認された地山層である。

L珊は，グライ化した灰黄褐色粘土である。断ち割りにより確認できた層厚は80cm程である。 2.

5 ・ 6号溝跡は本層まで掘り込まれている。

L vilIはグライ化したオリーブ灰色粘土である。層厚は30cm程である。

LKはグライ化したオリープ灰色微砂で，本層上層から湧水が認められる。 2・ 3号井戸跡の底

面は本層を掘り込んでいる。 （坂田）

第 2節掘立柱建物跡

1号掘立柱建物跡 SBl （図 3,写真 6)

調査区南東部のGlO, HlO・llグリッド付近には， 19基の柱穴が集中して造られていた。柱穴の

検出面は， LV[ bの上面である。周辺にはこれ以外の遺構が無いことから，それぞれの対応関係を

検討して 3棟の掘立柱建物跡を確認した。

そこで各掘立柱建物跡の北西隅柱穴が，最も北に位置するものから 1号，次を 2号，さらに 3号

掘立柱建物跡とした。この 3棟の柱穴自体に重複関係は無いが，床面の空間が重なることから，一
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第 2編沢東 B遺跡

時期に存在していたのは 1棟である。主軸方位，建物規模，構造的特徴のなどが共通することから，

継続して造られたと推定される。

1号掘立柱建物跡の軸線は，北西側柱列で測ると， N40° Eの角度である。この北西隅の柱穴番

号を 1番として，時計回りに柱番号をつけた。 1号掘立柱建物跡は，総計 6基の柱穴で構成される，

梁行き l間，桁行き 2間の掘立柱建物跡である。柱痕の芯心間における長さは，北西側柱間は3.30

m,南西側柱列ではP6とp5が1.80m, P 5とP4が2.45mである。

柱痕は， P3を除いた 5基の柱穴で確認している。平面形は円形で，直径はP2 ・ 4が20cm,最

小は楕円形乎面のP6で，長径12cmである。柱穴の深さは， 10~20cm程度である。本来の深さは失

われている。また，断面の形も不整形である。

P 2 ・ 4 ・ 5では，東側で重複する柱穴が確認されている。 3甚とも東側に柱穴の直径で，半分

程度ずれているという共通点があることから，建て替えの可能性が高い。

これに対してp1とP6には，そのような柱穴は無かった。 P2とP5で重複する柱穴と対応し

て別の建物跡の可能性もある。もしくは造り替えよって，建物が西側に拡張がなされたことを反映

しているのであろうか。 1号建物跡の床面積は，おおよそ14面である。この遺構については，時期

を特定する遺物は出土していない。

2号掘立柱建物跡 SB2 （図 3,写真 6)

2号掘立柱建物跡は， 1号掘立柱建物跡から南に lm離れた位置にある。建物跡の柱穴数は 6甚

で，配置も 1号掘立柱建物跡と共通している。 E・ FlOグリッドに位置する。

本遺構は，梁行き l間，桁行き 2間の掘立柱建物跡である。建物跡の軸線を北西側柱で測ると，

N30° Eの角度である。柱痕の芯心間長さは， p1とP6の西北側柱間は3.60m,北東側柱ではP

lとP2が1.80m, P 2とP3が2.00mである。

またp1とP2を結ぶ直線の問には，グリッドピットのHlOGP 2が存在している。柱痕もあり，

明確な柱穴である。補強や出入り口などにともなう柱穴の可能性もある。周辺にも同様なグリッド

ピットが散在しているが，この建物跡以外とは規則性を見付けることは出来なかった。

柱痕を検出したのは， p1とP2の2基のみである。 P2では柱痕の先端が約10cmまで地山に入

っていた。直径は， 10cmと小さな柱痕である。柱穴の平面形は円形で，大半は直径15~20cmである。

柱穴の深さは， 10~20cm程度である。柱穴に重複があったのはP6の1甚である。直径30cmの比較

的大きな柱穴である。

2号建物跡の床面積は，おおよそ14面である。この遺構についても，時期を特定する遺物は出土

していない。建物跡の柱穴に遺存する柱痕が少ない点から柱が除去された可能性もある。

3号掘立柱建物跡 SB3 （図 3，写真 6)

3号掘立柱建物跡は， 2号掘立柱建物跡から東に約3.0m離れた位置にある。検出した柱穴は，

86 



第 2章遺構と遺物

3甚のみである。建物跡の南西隅にあたる P3を起点に，北東側のp1'南東側のP2である。 3

柱穴を結ぶ直線は， P3が直角となる三角形になる。これより東側は調査区外になっていたことか

ら，東に続く掘立柱建物跡の一部を検出したと理解して， 3号掘立柱建物跡とした。 HlOグリッド

に位置する。

p 1とP3を結ぶ直線から，建物跡の軸線を求めるとN38° Eの角度である。また柱穴間を結ぶ

長さは， p1とP3で2.75m, P2とP3が1.70mである。柱痕が遺存していたのはp1のみであ

る。平面形は円形で，直径10cm程度である。柱穴掘形も小型で， P2では直径約10cm,最大のP3

でも直径15cmである。

3号掘立柱建物跡は，部分的に検出されたのみで，全体の規模・柱配置は確認していない。しか

しながら，柱穴規模や建物軸線から考えて， 1 ・ 2号掘立柱建物跡と大きく異なる規模ではないと

考えられよう。

4号掘立柱建物跡 SB4 （図 4'写真 7)

調査区の南部， 5号溝跡によって区画された地区からは数多くの柱穴を検出した。一方，区画溝

の外側では，柱穴群がほとんど見られなくなる。このことは， 5号溝跡で区画された地区には多数

の掘立柱建物跡が建てられ，屋敷地の一郭を形成していたことを意味していよう。

このうち， 4号掘立柱建物跡はE・F9グリッドに位置し， 5号溝跡の北東側南岸から約6.0m,

南東側西岸から約4.0m離れて側柱列が造られていた。検出面はLWb中である。建物跡の北西隅

で2・ 5号土坑と重複し，この建物跡の方が古い遺構である。また建物跡の南西隅柱は，調査区西

端に当たり，この部分にトレンチを設けた時に削り下げてしまった。

検出した建物跡の柱数は 6基ある。 p1は，北西隅の柱穴が失われていたことから，北東端に当

たる柱穴として，これから時計回りに番号をつけた。側柱列のなかで，全ての柱穴を検出している

のは，南東側柱列のみである。 p1から P4が桁行き 3問である。この側柱列で建物の軸線を求め

ると， N30° Eの方位である。

次に，東南側柱列の各柱穴と対応する柱穴の検討を行ったところ， P2に対応してP6, P 3に

はP5が対応するのを確認することが出来た。桁行き方向で，各柱穴の芯心間を結ぶ直線の長さは，

次のとおりである。 p1とP2で1.88m, P 2とP3も1.88m, P 3とP4は1.97m, P 5とP6

は1.85mである。また，梁行き方向ではP2とP6, P 3とP5とも3.50mであった。この結果，

4号掘立柱建物跡は梁行き l間，桁行き 4間の南北棟とした。規模は，梁行き3.50m,桁行き5.75

mである。

ただし， E9 G P24とした柱穴は， P4と梁行き方向で対応する位置にある。同方向で， P4と

E 9 G P24の距離は1.90mである。 E9 G P24に対応する柱穴をp1の梁行き方向で検討してみた

が，この部分は 5号士坑によって失われて確認することは出来なかった。 E9 G P24が梁柱とすれ

ば，梁行き 2間の建物跡とすることもできる。
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第2章遺構と遺物

4号掘立柱建物跡の柱穴から，柱痕は確認できなかった。柱穴の乎面形は主に円形である。なか

には， P5のように楕円形の例もある。検出面からの深さは20cm程度である。調査区の西壁には多

数の柱穴が断面で確認され，これらは， LIの直下から検出されていることから，この地区に造ら

れた柱穴本来の深さは0.5m以上であったと考えられる。

4号建物跡の床面積は，おおよそ20面である。この遺構についても，時期を特定する遺物は出土

していない。しかし 5号溝跡による区画施設の方位に対応した方向で造られていることから，これ

と関連する時期の可能性が高いであろう。

5号掘立柱建物跡 SB5 （図 4'写真 7)

5号掘立柱建物跡は， E8 ・ 9グリッドに位置する。 5号溝に囲まれた区画の北西部で，調査区

西端にかかって検出された。検出面はLV[b中である。現地では梁行き l間，桁行き 3間の建物跡

と考えていた。土層断面図に示した柱穴との結びつきである。しかし報告書作成過程で再検討を行

った結果，これらの柱穴と結びつけるには，柱間の長さや位置から難しいことが判明した。しかし

ながら， p1から P4までの柱列は明確であり，これが掘立柱建物跡の側柱列であると考えて，改

めて 5号掘立柱建物跡とした。また，この建物跡と重複する遺構はなかった。

p 1とP4の側柱列で建物の軸線を求めると， N25° Eの方位である。各柱穴の芯心間を結ぶ直

線の長さは，次のとおりである。 p1とP2で2.10m, P2とP3は2.30m, P 3とP4は2.15m

である。柱穴の平面形は円形を基調としている。 P3が少し不整形なほかは，整った形である。各

柱穴の柱痕は不明確であった。 p1ではそれらしい土層もあったが不明瞭で図示していない。 P2

の根石の上に堆積した土層やP3の 1層も堆積状況からみれば，柱痕の可能性があった。 P2では，

平らな河原石を礎石のように，穴の底面に置いていた。このような用例は，本遺跡では他に 1例確

認するのみである。

5号掘立柱建物跡についても，時期を特定する遺物は出土していない。しかし 5号溝跡による区

画施設の方位や 4号掘立柱建物跡に対応した方向で造られていることから，これと関連する時期の

可能性が高いであろう。

6号掘立柱建物跡 SB6 （図 5,写真 7)

調査区南部のF8 ・ 9グリッド， 5号溝跡で区画された範囲の北東隅を中心に確認された。 5号

溝跡と重複して，時期はこの建物跡の方が新しい。検出面は， 5号溝跡による区画範囲の内側では

LV[bである。しかし建物跡の東南柱列は， 5号溝跡の堆積土を検出面として確認した。また 7号

掘立柱建物跡も同様な位置で造られていた。

この地区の遺構検出を進めていく過程で，数個の柱穴が集中している場所があり，しかもこれら

は適当な間隔を置いて矩形に配置された状況であった。これは図に示したとおりである。ほぽ同規

格の掘立柱建物跡が，継続して造られた遺構であると考えられる。
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そこで柱穴群の隅柱の位置関係に注目して，柱穴群から個々の掘立柱建物跡を構成する柱穴の結

び付きを検討した。この結果， 6 ・ 7号掘立柱建物跡を構成する柱穴を特定することができた。

6号掘立柱建物跡は，最も北西側に造られた柱穴を結ぶことにより，検出した掘立柱建物跡であ

る。梁行き l間，桁行き 3間である。

主軸方位をp1とP4を結ぶ長軸方向で測ると， N50° Wの方位である。各柱穴の芯心間を結ぶ

直線の長さは，次のとおりである。北東側柱列のp1とP2で3.13m, P 2とP3で2.45m, P 3 

とP4は2.56mである。梁行きのp1とP8は4.18m, P4とP5は3.86mである。また南西側柱

列では， P5とP6は2.45m, P 6とP7は3.00m, P 7とP8で2.83mである。柱問の長さに多

少の長短がある。掘立柱建物跡の規模を梁行きと桁行きの最大値とすれば，梁行き4.18m,桁行き

8.26mである。

6号掘立柱建物跡の柱痕は不明瞭であったが， P5からは柱根そのものが出土している。柱穴の

底から直立して， 25cmまで遺存していた。丸太材である。柱穴の乎面形は主に円形である。検出面

からの深さは20cm程度である。またP2は7号掘立柱建物跡のP2と重複関係にあったが，新旧関

係を明確に把握することは出来なかった。

6号掘立柱建物跡の床面積は，おおよそ34面である。今回検出した掘立柱建物跡のなかで，最も

大きな規模である。この遺構自体からは，時期を特定する遺物は出土していない。

7号掘立柱建物跡 SB7 （図 5,写真7)

調査区南部のF8・9グリッド， 5号溝跡で区画された範囲の北東隅を中心に確認された。 5号

溝跡と重複して，時期はこの建物跡の方が新しい。本遺構は，最も南西側に造られた柱穴を結ぶこ

とにより，検出した掘立柱建物跡である。梁行き 1間，桁行き 3間である。主軸方位をP5とP8 

を結ぶ長軸方向で測ると， N53° Wの方位である。

各柱穴の芯心問を結ぶ直線の長さは，次のとおりである。北東側柱列のp1とP2で2.13m, P 

2とP3で2.53m, P 3とP4は2.40mである。梁行きのp1とP8は4.20m, P 4とP5は4.13

mである。また南西側柱列では， p5とP6は2.45m, P 6とP7は2.28m, P 7とP8で2.33m

である。柱間の長さは，ほぽ対応している。掘立柱建物跡の規模は，梁行き4.13m,桁行き7.06m

である。 7号掘立柱建物跡では， P7 ・ 8から柱根が出土している。直径10cm程度の丸太材で，多

くは柱穴の底から直立して据えられていた。柱穴の平面形は主に円形である。検出面からの深さは

20cm程度である。

本遺構の床面積は，おおよそ29面である。今回検出した掘立柱建物跡のなかでは，規模が大きい

方である。造られた年代は， 6号掘立柱建物跡と前後する時期であろう。また， 6 ・ 7号掘立柱建

物跡の柱穴として分離した以外にも，部分的にではあるが対応する柱穴があり，柱穴群のまとまり

からみても，さらにこの建物と同様な規模の掘立柱建物が存在していた可能性が高いものと考えら

れる。 （福島）
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第 3節井戸跡

1号井戸跡 SE 1 （図 6)

本遺構は調査区北東側， G3グリッドに位置し， LVI b上面で検出した。本遺構の東側は調脊区

外のため， 50cm程掘り下げた段階で調査を中止している。重複する遺構はなく，本遺構の南西側に

2 ・ 3号井戸跡が隣接する。

確認された堆積土は黒褐色土 l層で，人為堆積か自然堆積かは判断できなかった。平面形は円形

を呈すると推定され，大きさは直径116cmを測る。周壁はほぼ垂直に立ち上がっている。検出面か

らの深さ20~50cm程の壁際には，拳大から掌大の礫が巡り，北壁際からは杭が検出されている。

本遺構は石組み井戸と考えられるが，出土遺物はなく，所属時期は不明である。

2号井戸跡 SE2 （図 7~11,写真 8・ 13) 

本遺構は調杏区北東側， G4グリッドに位置し， LVI b上面で検出した。当初， 7号士坑と共に

1つの遺構として掘り下げてしまったため，本遺構と 7号土坑を平面的に区別することはできなか

った。 3号井戸跡・ 7号土坑と重複し，いずれよりも新しい。

堆積土は12層に分けられる。 Q1 ~8は壁際から流入していることから自然堆積土， Q10~12は
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図6 1 ・ 3号井戸跡
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井戸枠外側の埋土と考えられる。 _Q9については自然堆積か人為堆積かは判断できなかった。また，

.Q 11 ・ 12には掌大から人頭大の礫が多数出土している。

本井戸跡は，掘形と中央に据え付けられた井戸枠，その周囲に認められる不整な楕円形の掘り込

みで構成される。この不整な掘り込みの規模は，長径530cm以上，短径270cm,検出面からの深さ20

cm前後を測る。北側壁際からは杭と杭跡が検出されている。井戸自体は，この掘り込みの西側に位

置する。

井戸の掘形平面形は楕円形を呈し，規模は長径160cm,短径134cm，検出面からの深さは154cmを

測る。周壁の立ち上がりは壁上部を除くとほぽ垂直に近く，底面は平坦である。井戸枠は四隅に太

い杭を配し，その間に竹をたて並べたもので，掘形底面の中央に設置されている。乎面形は上端で

長辺45~51cm,短辺30~41cmを測る不整四角形を呈し，主軸方位は南東辺でN48° Eである。井戸

枠の杭間にたて並べられた竹は直径1.5~3.0cmほどで， 14~15本が並び，杭の腑穴に設置された横

棧で倒れないように押さえられている。横棧は，北西・南東辺では底面から約50cm上に，北東・南

西辺では底面から約60cm上に組まれ，さらに北東・南東辺の杭上端にも組まれている。

遺物は _Q4から陶器片 l点， _Q 9から木製品 l点とクルミ等の果類， .Q 12から石器 2点が出土し

た。 8図 1は肥前焼の碗で， 18世紀に属すると推定される。同図 2・ 3は敲石で， 2は片面の中央

と側面の一部で， 3は両面中央で敲打作業を行っている。 9図， 10図 1は井戸枠に使用された杭で

ある。太い丸太材を用い，その先端をナタ状のエ具により， 4方向 (9図1) または 2方向 (9図

2 ・ 3, 10図1)から加工している。腑穴は 2方向から開けられており，その大きさは幅4.0cm前後

x縦5.2~9.lcmを測る。 10図2~6は井戸枠の横棧で，断面形は 2・ 6が扇形， 3~5が四角形を

呈する。側面は面取りが施され，両端は杭状に加工されている。 11図1~4は井戸枠に使用された

竹で，上部は腐食している。先端は大半の竹が 1方向から加工されているが， 3点のみ 2方向から

加工されたものが認められる。同図 5・ 6は同一個体の桶である。木取りは柾目で， 5は竹の推も

共に出土したが，取り上げの際には既にはずれていたため，痕跡のみ図示した。 6は底板で，遺存

状態は悪いが片面に整形痕が観察できる。

本井戸跡は，長径5.3m程の不整楕円形の掘り込み内に構築されている。井戸枠は丸太杭と竹を

横桟で組む構造で，井戸の掘形埋土には礫が多数含まれる。時期は出土遺物から， 18世紀には埋め

られたものと考えられる。

3号井戸跡 SE3 （図 6・ 11,写真 8)

本遺構は調査区北東側， G4グリッドに位置する。前述したように当初は 2号井戸跡・ 7号土

坑と共に 1つの遺構として掘り下げてしまったため， 7号土坑の底面で検出した。このため， 7号

土坑との前後関係は不明であるが， 2号井戸跡よりはより古いことを確認した。

堆積土は 4層に分けられる。 .Q1 ・ 4は堆積土から自然堆積， .Q 2 ・ 3は褐灰色粘土塊を多量含

むことから人為堆積と考えられる。乎面形は楕円形を呈し，大きさは長径114cm,短径100cm，検出

97 



第 2編沢東 B遺跡

L

|

＇ 

_
¥
l
昌
|
|
ー
ロ

叫
一
ぃ
ロ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
し
[
'

n
i
 

羹

H ぃ

E
 

＇ 叶ビ
—悶ー

1~• 

ロ 2
)
C
m
 

E
7
4
 

R
5
?
i
 

S
⑭
 

．．．． 

4
長
径尉り祠

5 SE2£9 
口径： （25.7) cm 
底径： （]8.9) CID 

器高： 20.3cm 
器厚： 1.5cm 

I 

日 直 ロ

—固―
目

c
日
富 摩`

B
 似り

i心・ビ應

3 SE 2 
長：〈68.9〉cm
径： 2.3cm

ぐこ ゜
10cm 

(1/4) 

m
 

2
c
m
 

c
 

E
の
7

s
9
0
2
 

（
 

．．．． 

1
長
径

且 =＝ニ-—三--------
ーー 一ニニニ

〇_| 

7 SE 3 I I 
長： 46.7cm
幅： 4.3cm
厚： 2.4cm

8 SE3€1 
長：〈51.7〉cm
径： 4.3cm

゜
20cm 
(1/6) 

図11 2 ・ 3号井戸跡出土遺物

面からの深さ106cmを測る。周壁の立ち上がりはほとんど垂直に近く，底面はほぽ乎坦である。

本遺構の£ 1からは，木製品 2点が出土している。 11図8は井戸枠の横棧と思われ，両端が斜方

向に加工されている。同図 9は杭で，ナタ状工具により先端を 1方向から加工されている。

本遺構は素掘りの井戸跡である。時期は出土遺物からは特定できないが，本遺構を造り替えたも

のが 2号井戸跡と推測されることから， 18世紀以前のものと考えられる。また， 2号井戸跡に楕円

形の掘り込みが付属することから，本遺構にも同様の施設が伴う可能性が高く， 7号土坑がこれに

相当するものと推測される。 （坂田）
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第 4節溝 跡

1号溝跡 SDl （図12,写真 9)

本遺構は調査区北側， E2~4,F2~5, G5 ・ 6グリッドに位置する。後世の削平が著しく，

検出面はL¥I[bJ:面であるが，本来はLIII上面で検出できたことを図12に示す調査区北整の士層観

察により確認している。また，本遺構は当初 2・ 3号溝跡と共に 1条の溝跡として掘り下げてしま

ったため，土層断面の観察のために残した 3ヶ所の畦で確認したのみである。 2・ 3号溝跡と重複

し，いずれよりも新しい。

堆積土は 3層に分けられ，いずれもレンズ状に堆積することから自然堆積と考えられる。確認さ

れた長さは約42.0mで，北側と東側は調在区外に延びる。規模は，調脊区北壁の土層観察用の畦で

幅7.4m,深さ45cm, D 5グリッド付近の士層観察用の畦で幅5.3m,調査区東壁の土層観察用の畦

で幅6.3m,深さ22cmを測る。底面はほぼ平坦で，断面形は逆台形を呈する。

遺物は Q1から陶器片11点が出士しているが，時期は近世から近代のものである。

本遺構の性格は不明であるが，区画溝と推測される 2号溝跡と流路を同じくすることから人為的

な溝である可能性が高い。時期は出土遺物が少なく明確ではないが，おおよそ近世以降と推測され

る。

2号溝跡 SD2 （図12・ 13,写真 9・ 13 ・ 14) 

本遺構は調査区北側， F2~5, GSグリッドに位置する。削平により LV1 b上面で検出されて

いる。 1・ 3号溝跡と重複し，前者より古く，後者より新しい。調脊区北端から南へ走り， F4 ・ 

5, G 5グリッド付近で湾曲しながら東に流れを変えている。

堆積土は 5層に分けられ，いずれもレンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。ま

た， Q 3 ~ 6が黒色粘土であることから，機能当時は水が溜まっていたものと推測される。今回確

認された長さは39.7mで，規模は調査区北壁の士層観察用の畦で幅2.3m,深さ60cm,調査区東墜

の土層観察用の畦で幅3.8m,深さ87cm, F 5グリッド付近で深さ80cmを測る。湾曲の変換点には，

溝の底面を一部掘り残した畝が 2ヶ所認められ，底面からの高さは17~25cmを測る。底面はほぼ平

坦で，北から東にかけて緩やかに傾斜している。

出土遺物は，陶器片 4点，縄文土器片 4点，石器 l点，鉄滓 4点である。 13図 1・ 2は同一個体

である。在地の常滑系か荒器系の甕もしくは壺と推測され， 14~16世紀に比定される。同図 3は硯

で，表面に擦痕が認められる。同図 4は小型の砥石である。撥形で，各面に研磨が認められる。同

図5は草鮭または草履である。薬が部分的に遺存し，芯縄のみ認められる。大きくのびており，は

き古したものと思われる。同図 6は曲げ物の側板の一部である。木取りは柾目で，綴じ合わせの孔

の形はいずれも円形を呈する。また，この他に，細片のため今回は図示しなかったが， 14~16世紀
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図13 2 ・ 3号溝跡出士遺物

に属すると考えられる瀕戸焼の祖母懐壺が£ 2から出土している。

本溝跡は底面に畝掘状の仕切りが認められ，人為的な溝跡と推定される。時期は出土遺物が少な

く明確ではないが，おおよそ中世～近世頃に機能していた可能性が高いと考えられる。

3号溝跡 SD3 （図12・ 13,写真 9・ 15) 

本遺構は調査区北側， E2~4, F2~5, G5 ・ 6グリッドに位置し，検出面はL¥I b上面で

あるが， LIIが分布する G6グリッドではこの上面で検出されている。 1・ 2号溝跡と重複し，い

ずれより古い。調杏区の北端から東側へ湾曲しながら流れる 2号溝跡の南側を並行して走る。

堆積土は 2層に分けられる。壁際からの流入が認められることから，いずれも自然堆積と考えら

れる。確認された長さは44.5mで，幅は2.3~2.6m,深さは25~60cmを測る。底面はほぽ平坦で，
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北から東に向かって若干傾斜する。

遺物は Q1から陶器片 5点，鉄滓 l点が出土している。 13図7は瓦質の擢鉢で，時期は15世紀前

後に位置付けられる。同図 8は瓦質の焙烙で，近世後期に比定される。

本遺構の性格は不明であるが， 2号溝跡に並行して走ることから，本遺構が埋没した後に造り替

えられたものが 2号溝跡である可能性が高い。時期は出土遺物が少なく明確ではないが，おおよそ

中世～近世頃と推測される。

4号溝跡 SD4 （図14,写真 9)

本遺構は調介区南側， E・F7, F・G8グリッドに位置する。削平により，検出面はL¥I b上

面であるが，北西側部分については本来LN上面で検出できたことを調査区西壁の士層観察により

確認しており，西側部分は表土掘削時に遺構の上部を大きく破壊してしまっている。本溝跡と重複

する遺構はない。

堆積土は黒褐色砂質土 l層で，粗砂層と交互に重なることから自然堆積と考えられる。 E7グリ

ッド付近で7.2m程途切れ，北西と南東に分かれる。確認された長さは北西側が6.2m, 南東側が

11.4mである。規模は最も遺存状態のよい西壁セクションで幅3.0m,検出面からの深さ23cmを測

る。底面は多少の凹凸はあるもののほぽ平坦で，北西から南東に向かってわずかに傾斜する。また，

南東側の溝は東側部分の底面が20cm程深くなっている。

出土遺物はなく詳細な時期・性格は不明であるが，中世に比定される 5・ 6号溝跡より検出面が

下位であることから，中世以前と考えられる。

5号溝跡 SD5 （図14・ 15,写真10・ 15) 

本遺構は調査区南側， E7・ 8 ・ 11, F8~10, G9グリッドに位置する。検出面は主にL¥I b 

面であるが，調査区西壁の土層観察により本来はLm上面で検出できることを確認しており，溝跡

の北西側部分は表土掘削時に上部を大きく破壊してしまっている。また，削平により E10 ・ 11グリ

ッド付近では底面の痕跡のみ確認しており，図14にはその範囲を図示している。本遺構は 6・ 7号

掘立柱建物跡， 6号溝跡と重複しており， 6号溝跡より新しく，その他の遺構より古い。また，南

東側の一部は撹乱により壊されている。

本溝跡は，調査区南部を北西から南東に走り， G9グリッド付近で南西へ直角に曲がるため，区

画溝の一部と考えられる。今回の調査では北東端を確認したのみで，北西辺と南西辺はそれぞれ調

査区外へ延びる。堆積土は 4層に分けられ，いずれもレンズ状に堆積することから自然堆積と考え

られる。以下，溝の北西辺と南東辺に分けて記述する。

北西辺：確認した長さは23.7mを測り，主軸方位はN46° Wである。規模は，最も遺存状態のよ

い西壁セクションで幅3.2m,検出面からの深さ50cmを測る。底面はほぽ平坦で，北西から南東に

向かって若干傾斜するが，南東端から北西へ9.5mの地点まではさらに14~21cm深くなっている。
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断面形は，西璧セクションではV字形を呈し，南東側にいくほど逆台形になる。また，底面が一段

深くなる部分からは，拳大から人頭大の礫が多数出士した。これらの礫は，南西壁に杭により設置

されたもの以外は投げ捨てられた状況を星している。杭の大半は士から上の部分が腐食しているが，

遺存部分の直径は 5~10cm程で，底面が一段低くなる部分の北西院から南西壁にかけて認められる。

南東辺： ElOグリッド付近に幅約2.4m程掘り残されている部分があり，これを挟んで，北東と南

西に分かれる。主軸方位はN41° Eである。北東側の溝跡は，全長推定18.6m, 幅2.9~3.3m,検

出面からの深さ20~36cmを測る。底面はほぽ平坦で，断面形は逆台形を呈する。南西側の溝跡は底

面の痕跡のみ確認している。今回確認した長さは7.0mで，南西側は調査区外に延びる。幅は2.7~

2.9mを測り，北東側の溝跡に比べ，底面標高は30cm前後高い。また，中央付近の未掘削部分は土

橋状の施設と考えられ，区画溝内への出入口と考えられる。

遺物は 111 ・ 2と底面から縄文士器片 3点，陶器片 6点，かわらけ l点が出土している。 15図1

は敲石である。側面に敲打痕が認められる。同図 2はかわらけの皿と推測される。底部に糸切り痕

が認められ， 14世紀後半から15世紀後半に比定される。同図 3・ 4は同一個体である。在地の常滑

系もしくは査器系の甕または壺で，時期は14~16世紀に比定されるものと推測される。

本遺構は区画溝の一部で，溝の南東辺にはLV[bを掘り残した土橋状の施設が認められる。また，

北東隅部分は底面が一段深く造られており，南東壁に沿って礫や杭が検出されている。時期は出士

遺物から中世頃と考えられる。

6号溝跡 SD6 （図14,写真10・ 15) 

本溝跡は調査区南側， E~G8グリッドに位置する。後世の削平により，検出面は主にLV[ b上

面であるが，調壺区西競の土層観察により本来はLIII上面で検出できたことを確認している。その

ため，遺構の北西部 (E7 ・ 8グリッド）については大きく壊してしまう結果となり，今回確認する

ことはできなかった。また，南東部 (G8グリッド付近）で溝が途切れているが，削平によるものか

は不明である。調査区西壁の土層観察用の畦で 5号溝跡と重複することを確認しており，本溝跡は

これより古い。堆積土は 2層に分けられ，壁際からの流入が認められることから，いずれも自然堆

積と考えられる。確認された長さは北西側が13.0m，南東側が1.7mで，主軸方位はN45° Wであ

る。規模は，遺存状態の最もよい西椛セクションで推定幅2.8m,深さ32cmを測る。底面はほぼ平

坦で，北西から南東に向かって緩やかに下降する。断面形は西壁セクションではV字形を呈し，南

東側にいくほど逆台形になる。

遺物は ,Q, 1から陶器片 l点が出土している。写真図版15-5は古瀕戸の碗もしくは鉢の体部片で

ある。ロクロ調整され，断面に漆継ぎの痕跡が認められる。時期は14世紀後半から15世紀と考えら

れる。本遺構は， 5号溝跡の北東辺と近接・重複し，主軸方位もほぽ同じことから， 5号溝跡に先

行して作られた区画溝と考えられる。

時期は出土遺物と重複関係から，中世頃に属すると推測される。 （坂田）
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第 5節士 坑

1号土坑 SKl （図16,写真11)

本遺構は調査区北側， F3グリッドに位置し， LV[ b上面で検出した。重複する遺構はない。

堆積土は 2層に分けられる。£ 1は灰黄褐色粘土塊・黒褐色土塊を， £ 2は炭化物粒をそれぞれ

多量に含むことからいずれも人為堆積と考えられる。平面形は円形を呈し，大きさは直径約100cm,

検出面からの深さ56cmを測る。底面は多少の凸凹はあるもののほぼ平坦で，周壁の立ち上がりはほ

ぽ垂直に近い。

出土遺物はなく，本遺構の性格・所属時期は不明である。

2号土坑 SK2 （図16,写真11)

本遺構は調査区西側の平坦面， E9グリッドに位置し， LV[ a上面で検出した。 4号掘立柱建物

跡・ 5号土坑と重複し，これより新しい。

堆積土は炭化物粒を非常に多量含む黒色砂質土 l層で，人為堆積と考えられる。平面形は円形を

呈し，直径90cm，検出面からの深さ36cmを測る。底面はほぼ平坦で，周壁の立ち上がりは急である。

出土遺物はなく，本土坑の性格・所属時期は不明である。

3号土坑 SK3 （図16,写真12)

本遺構は調壺区西側， E4グリッドに位置し， LV[ a上面で検出した。重複する遺構はない。

堆積土は 2層に分けられる。£ 1は人為堆積か自然堆積かは判断できなかったが， £ 2は炭化物

粒を多量に含むことから人為堆積と考えられる。平面形は楕円形を呈し，大きさは長径92cm,短径

80cm,検出面からの深さは35cmを測る。底面は多少の凹凸はあるもののほぽ平坦である。周壁は北

壁を除き，オーバーハングして立ち上がる。

出土遺物はなく，本遺構の性格・所属時期は不明である。

4号土坑 SK4 （図16,写真12)

本遺構は調杏区北東側の平坦面， G4グリッドに位置し， LV[ b上面で検出した。 7号土坑と重

複し，これより新しい。

堆積土は 2層に分けられる。£ 1は灰褐色粘土塊を， £ 2は炭化物粒をそれぞれ多量に含むこと

から人為堆積と考えられる。平面形は不整な楕円形を呈し，長径105cm,短径96cm,検出面からの

深さ74cmを測る。底面はほぽ平坦で，周壁の立ち上がりは急である。

出士遺物はなく，本遺構の性格・所属時期は不明であるが，遺構の重複関係から18世紀以降と考

えられる。
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第 2編沢東 B遺跡

5号土坑 SK5 （図16,写真12)

本遺構は調壺区西側の平坦面， E8・9, F9グリッドに位置し， Lvi a上面で検出した。 4号

掘立柱建物跡， 2号土坑・グリッドピットと重複し，前者より新しく，後者よりも古い。

堆積土は黒褐色系士 4層で，レンズ状に堆積することからいずれも自然堆積と考えられる。乎面

形は隅丸長方形を呈し，大きさは長辺推定355cm，短辺286cm,検出面からの深さ46cmを測る。底面

は多少の凹凸はあるもののほぽ平坦である。周壁の立ち上がりは緩やかであるが，北東側と南東側

で段状に立ち上がる。

出土遺物はなく，本遺構の性格・所属時期は不明であるが，主軸方位が 5・ 6号溝跡とほぽ同じ

であることから，これらと同時期の可能性が高い。

6号土坑 SK6 （図16,写真12)

本遺構は調査区南側， Fllグリッドに位置し， Lvi b上面で検出した。重複する遺構はない。

堆積土は 2層に分けられる。 _Q, 1は人為堆積か自然堆積かは判断できなかったが， _Q, 2は炭化物

粒を多量に含むことから人為堆積と考えられる。平面形は楕円形を呈し，大きさは長径94cm,短径

88cm，検出面からの深さは43cmを測る。底面は多少の凹凸はあるもののほぽ乎坦で，周壁はオーバー

ハングしながら立ち上がる。

出土遺物はなく，本遺構の性格・所属時期は不明である。

7号土坑 SK7 （図17,写真8)

本遺構は調査区北東側， G4グリッドに位置する。本遺構の東半部は調査区外である。前述のよ

うに， 2 ・ 3号井戸跡と共に 1つの遺構として掘り下げてしまったため， 2 ・ 3号井戸跡との平面

的な区別はできなかった。 2 号井戸跡• 4号土坑と重複し，いずれよりも古い。

堆積土は 4層に分けられる。 .Q,1 ・ 2 ・ 4は人為堆積か自然堆積か判断できなかったが， _Q, 3. 

5は壁際からの流入が認められるため，自然堆積と考えられる。

底面の乎面形は不整な楕円形を呈し，今回確認された長径は112cm,短径120cm, 2号井戸跡に伴

う掘り込み底面からの深さは40cmを測る。周壁の立ち上がりは不明である。底面は多少の凹凸はあ

るもののほぽ平坦である。

遺物は， _Q, 3から陶器片が 1点出土している。 17図 lは在地の常滑系もしくは資器系の甕または

壺と推測され，その特徴から15図3・ 4と同一個体と考えられる。時期は14~16世紀に比定される。

本遺構は調査の不備により， 2号井戸跡との乎面的な区別と， 3号井戸跡との重複関係は不明で

ある。ただ， 2号井戸跡が 3号井戸跡の造り替えと考えられることから，本遺構が 3号井戸跡に付

属する施設の可能性が高い。 3号井戸跡の廃棄に伴い人為的に埋め戻されたものと推測される。所

属時期は，遺構の重複関係と出土遺物より， 18世紀以前と考えられる。 （坂田）
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南東調査区作業風景

第 2編沢東 B遺跡

第 6節 その他の遺構と遺構外出土遺物

小穴群 GP（図 3・ 12 ・ 18) 

本遺跡では，小穴が109基確認されている。これらの内，調壺区西側に分布するものについては，

本来LIII上面で検出できたと思われるが，表土掘削時の不備により L¥I[a・ b上面が検出面となっ

ている。それ以外の小穴はすべて後世の削平が著しいため， L¥I[b面で検出されている。

分布状況をみると，調査区北東側 (G3 ・ 4グリッド付近）と， 5号溝跡により区画された内部

(E8~10,F8・9グリッド），調査区南東側 (G10, HlO ・ 11グリッド付近）に分けられる。

調査区北東側のものについては， 1 ~ 3号井戸跡の周囲に散在しており，これらに関連するもの

と推測される。また，調脊区南東側のものについても， 1 ~ 3号掘立柱建物跡に近接するので，お

そらくこれらの建物跡に関わるものと考えられる。

また，特に分布が集中している調脊区南西側のものについては， 5号溝跡で区画された内部に当

たり，これらについては，このグリッド周辺から検出された建物跡と何らかの関連があるものと思

われる。

遺構外出土遺物（図18,写真16)

遺構外から出土した遺物は，縄文土器片 3点，陶器片 9点，石器 2点である。これらの遺物の大

半は，調脊区南側の撹乱から出土している。

18図 lは古瀬戸の平碗である。底が削り出し高台で，灰釉が施されている。時期は瀬戸様式編年

で後II期に位置づけられる。同図 2は凹基式石鏃である。同図 3は磨製石斧の欠損品である。扁平

な礫を素材とし，敲打整形によって形状を整えられており，側面部は丁寧に面取りの加工が施され

ている。刃縁は，磨耗によって鋭さが失われている。 （坂田）
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第 2編沢東 B遺跡

表 1 小穴一覧表 (1) 単位： cm

区 No. 長径 深さ 堆積土 含有物 備考 図

G3 1 14 ， 黒褐色士 図12

2 22 10 暗褐色土 黒褐色土粒 図12

3 25 8 黒褐色土 図12

G4 1 24 7 黒褐色土 図12

E7 1 17 13 黒褐色土 図2（断面図のみ）

E8 1 24 14 暗褐色砂質土 黒褐色土粒 図18

2 26 27 暗褐色土 灰褐色砂質土粒 柱痕 図18

3 35 14 黒褐色土 灰褐色砂質土粒 柱痕 図18

4 20 20 黒褐色土 図18

5 20 18 黒褐色土 図18

6 29 24 黒色土 黒色色砂質土粒 柱痕 図18

7 20 13 黒褐色土 図18

8 30 30 黒褐色砂質土 図18， 16 28 暗褐色土 図18

10 14 21 暗褐色土 図18

11 18 17 黒褐色土 図18

12 20 16 黒褐色土 炭化物粒 図18

13 25 20 黒色土 灰褐色砂質土粒 図18

14 25 25 黒色土 図18

15 34 28 暗褐色土 にぶい黄褐土粒 柱痕 図2（断面図のみ）

16 30 33 暗褐色土 にぶい黄褐土粒 柱痕 図2（断面図のみ）

17 30 34 黒色土 にぶい黄褐土粒 柱痕 図2（断面図のみ）

18 44 40 褐色土 にぶい黄褐土粒 柱痕 図2（断面図のみ）

F8 1 19 5 黒褐色土 図18

2 17 21 黒褐色土 図18

3 24 8 にぶい黄褐色士 黒褐色土粒 柱痕 図18

4 17 20 暗褐色土 図18

5 35 11 黒褐色土 図18

6 55 24 黒褐色土 礎石 図18

7 30 12 黒褐色土 図18

8 33 13 暗褐色土 図18， 31 6 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒 図18

10 32 15 にぶい黄褐色土 図18

11 20 20 にぶい黄褐色土 炭化物粒 柱痕 図18

E9 1 40 14 灰黄褐色砂質土 柱痕 図18

2 15 2 黒褐色土 図18

3 24 24 黒褐色土 図18

4 25 30 黒褐色土 焼土粒 図18

5 23 25 黒褐色土 炭化物粒・焼土粒 柱痕 図18

6 35 23 黒褐色土 炭化物粒・焼土粒 図18

7 26 46 黒褐色土 炭化物粒・焼土粒 図18

8 30 48 黒褐色土 図18， 14 35 黒色土 炭化物粒 図18

10 24 21 黒色土 炭化物粒 図18

11 21 12 黒褐色土 図18

12 17 7 黒褐色土 図18

13 20 ， 黒褐色土 図18

14 17 3 黒褐色土 図18

15 20 18 暗褐色土 図18

16 14 8 黒褐色土 図18

17 26 20 黒褐色士 図18

18 15 7 黒褐色土 図18

19 25 20 灰黄色褐色砂質土 柱痕 図18

20 15 10 黒褐色土 炭化物粒 図18

21 16 ， 黒褐色土 炭化物粒 図18
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表 1 小穴一覧表 (2) 単位： cm ＊は推定値を示す

区 No. 長径 深さ 堆積土 含有物 備考 図

E9 22 32 27 黒褐色土 灰褐色砂質土粒 図18

23 23 24 黒褐色土 図18

24 20 20 黒褐色砂質土 図18

25 15 17 黒褐色土 図18

26 18 20 黒褐色土 図18
27 23 6 黒褐色土 図18

28 27 16 黒褐色土 図18

29 23 30 黒色土 焼土粒・炭化物粒 図2（断面図のみ）

30 20 31 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒 図2（断面図のみ）

31 27 57 黒色土 炭化物粒 図2（断面図のみ）
F9 1 27 6 にぶい黄褐色土 図18

2 29 17 にぶい黄褐色土 柱根 図18

3 40 7 黒褐色土 図18

4 38 12 暗褐色土 図18

5 31 20 黒色土 柱根 図18

6 35 13 黒褐色土 炭化物粒 図18

7 40 17 黒褐色土 図18

8 35 12 にぶい黄褐色砂質土 図18， 31 20 黒褐色砂質土 図18

10 32 13 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒 図18

11 *25 12 黒褐色土 図18
12 20 8 黒褐色土 図18
13 24 13 黒褐色土 炭化物粒 図18

14 23 16 にぶい黄褐色土 炭化物粒 図18
15 22 ， 灰黄褐色土 図18
16 15 12 黒褐色土 図18
17 33 ， 灰黄褐色土 にぶい黄褐色砂質土粒 図18
18 18 6 黒褐色土 図18
19 24 ， 黒褐色土 図18
20 16 17 黒褐色土 図18

21 20 17 黒褐色土 図18
22 36 17 黒褐色土 図18
23 欠番

24 24 5 黒褐色土 図18
25 29 8 黒褐色土 灰褐色砂質土粒 図18
26 35 16 黒褐色土 柱痕 図18
27 43 15 黒褐色土 図18

ElO 1 23 14 暗褐色土 図18
2 28 ， 黒褐色土 図18
3 25 5 灰黄褐色砂質土 図18
4 31 12 黒褐色土 図18
5 38 15 黒褐色土 柱痕 図18

6 17 7 灰黄褐色土 図18
7 12 11 黒色土 図18
8 21 10 灰黄褐色土 図18， 20 10 黒褐色土 図18
10 26 17 黒褐色土 図18
11 13 ， 黒褐色土 図18
12 22 2 灰黄褐色土 図18
13 20 13 黒色土 図18

GlO l 56 19 黒褐色土 図3
HlO 1 32 14 灰黄褐色土 図3

2 38 16 灰黄褐色土 図3
3 42 5 灰黄褐色土 図3
4 28 5 灰黄褐色土 図3
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第 3章 ま と め

今回の調査では，掘立柱建物跡 7棟，溝跡 6条，井戸跡 3基，土坑 7甚，小穴109基が検出され

ている。これらの遺構に伴う遺物はほとんど出土していないため，詳細な時期は不明であるが，お

およそ中世と近世の 2時期に分けられる。

中世頃の遺構は，掘立柱建物跡 4棟，溝跡 2条，土坑 l基があり，いずれも調査区南側で検出さ

れた。 5号溝跡は区画溝の一部で，南東辺には土橋状の施設，北東隅は底面が一段深く掘り込まれ，

壁際に礫や杭が並んでいた。時期は出土遺物から14~16世紀と考えられる。区画内からは 4・ 5号

建物跡， 2号土坑が確認された。いずれも遺物がないため時期の特定はできない。一方で，松嶋氏

の論考（松嶋 2000)を元に柱間寸法からその時期を推測すると， 4号建物跡が近世頃， 5号建物

跡が中世頃に属する可能性が高い。 5号建物跡の柱間寸法は7.2~7.7尺に相当する。 6・ 7号建物

跡は 5号溝跡より新しく，規模は共に東西 3問x南北 l間で，柱間寸法は 6号建物跡が7.1~8.4尺，

7号建物跡が8.1~10.4尺に相当する。同位置で建て替えが行われた状況を示しており，軸線方向

は区画溝とほぽ一致する。 5号土坑は長辺3.6m程の大型土坑で，区画溝と主軸方位を同じくする。

中世の遺物は出土昌が極めて少ないが，概ね14~16世紀の間に位置づけられ，摺鉢・鉢・祖母懐等

が出士している。今回の調査区では屋敷地の規模を明らかにすることはできなかったが，出土遺物

から比較的上層の農民等の屋敷跡と推測される。

近世頃の遺構は， 1 ~ 4号建物跡， 2 ・ 3号井戸跡がある。 1~ 3号建物跡は調雀区南東側に位

置し，ほぽ同じ場所に建て替えられた状況を呈している。いずれの建物跡からも遺物は出土してい

ないが，柱間寸法から近世頃に属する可能性が高いと推測される。規模は， 1 ・ 2号建物跡が東西

2間x南北 1間， 4号建物跡は南北 3間X東西 l間と推測される。これらの建物跡は，中世頃の区

画溝と軸線方向をほぽ同じくしているため，中世から近世にかけて規則的な建物配置があった可能

性が高い。 2・ 3号井戸跡は調査区北東側に重複して検出されている。これらは造り替えの可能性

が高く，浅い掘り込み内に構築されている。時期は， 2号井戸跡が出土遺物から18世紀と考えられ

る。 2号井戸跡は方形の井戸枠が設置され， 4隅に太い杭，その間に竹を立て並べ，横桟で補強さ

れていた。また，掘形埋土には湧き水を浄化するためであろうか，大型礫が多量含まれていた。ま

た，調査区北側では，北から東に湾曲しながら走る溝跡 3条が検出されている。時期は出土遺物か

ら， 1号溝跡が近世以降， 2 ・ 3号溝跡は中世～近世頃と推測される。 2号溝跡の底面には畝掘が

認められることから区画溝と推測される。 1 ・ 3号溝跡は 2号溝跡と一部重複し，流路をほぽ同じ

くするため，造り替えの可能性が高いものと推測される。 （坂田）

引用・参考文献

松嶋 直美 2000 「福島県浜通りにおける中近世集落の諸問題」『東北南部における中近世集落の諸問題』福島県

考古学会中近世部会
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付編 自然科学分析



付編 l 太刀洗遺跡製鉄関連鉄滓分析調査

川鉄テクノリサーチ株式会社

分析・評価事業部

埋蔵文化財調脊研究室

はじ め に

闘福島県文化振興事業団から，福島県浪江町に所在する太刀洗遺跡出士の鉄関連遺物について，

学術的な記録と今後の調査のための一環として化学成分分析を含む自然科学的観点での調査を依頼

された。調査の観点として，鉄関連遺物の成分分析および製造工程上の位置づけ，観察上の特記事

項などを中心に調査した。その結果について報告する。

2 調査項目および試験・観察方法

(1) 調査項目

調脊資料の記号，出士遺構・注記および調査項目を表 lに示す。

(2) 調壺方法

(i)重量計測，外観観察および金属探知調査

資料重量の計量は電子天秤を使用して行い，少数点 2位以下で四捨五入した。各種試験用

試料を採取する前に，資料の外観をmm単位まであるスケールを同時に写し込みで撮影した。

資料の出土位置や資料の種別等は提供された資料に準拠した。

着磁力調査については，直径30mmのリング状フェライト磁石を使用し，官能検壺により「強・

梢強・中・梢弱・弱」の 5ランクで，個別調査結果を表示した。遺物内の残存金属の有無を金

属探知機(MC: metal checker)を用いて調査した。

(ii)化学成分分析

化学成分分析は鉄鋼に関する JI S分析法に準じて行っている。

全鉄(T.Fe)：三塩化チタン還元ーニクロム酸カリウム滴定法。

金属鉄(M.Fe)：臭素メタノール分解ーEDTA滴定法。

酸化第一鉄(FeO):ニクロム酸カリウム滴定法。

酸化第二鉄(Fe20り： 計算。 ・化合水（C.W.)：カールフィッシャー法。

炭素（C):燃焼ー赤外線吸収法。

ライム(Cao)，酸化マグネシウム(MgO)，酸化マンガン(MnO)，酸化ナトリウム(Na20),

イオウ (S)，珪素(Si)，マンガン(Mn)，リン(P)，銅(Cu)，ニッケル(Ni)，クロム(Cr)，ア

ルミニウム(Al)，ヴァナジウム(V)，チタン(Ti): ICP発光分光分析法。
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シリカ (SiOかアルミナ(Al心），酸化カルシウム(Cao)，酸化マグネシウム(MgO)，二酸化

チタン(TiOか酸化リン(P心），酸化カリウム(K20):ガラスビード蛍光X線分析法。但

しCaO, MgO, MnOは含有量に応じてICP分析法またはガラスビード蛍光X線分析法を選

択。

カルシウム(Ca)，マグネシウム(Mg)，酸化ナトリウム(Na20)：原子吸光法。

なお，鉄滓中成分は， 18成分（全鉄T.Fe,金属鉄M.Fe,酸化第一鉄FeO,酸化第二鉄Fe203, シ

リカSi02,アルミナAl203, ライムCaO,マグネシアMgO,酸化ナトリウムNa20,酸化カリウムK20,

二酸化チタンTi02,酸化マンガンMnO,酸化リンP20s,化合水c.w.，炭素C, ヴァナジウムV,銅

Cu, コバルトCo)を化学分析している。

(iii)顕微鏡組織写真

資料の一部を切り出し樹脂に埋め込み，細かい研磨剤などで研磨（鏡面仕上げ）する。金属鉄

はナイタール（5%硝酸アルコール液）で腐食後，顕微鏡で観察しながら代表的な断面組織を拡大

して写真撮影し，顕微鏡組織および介在物（不純物，非金属鉱物）の存在状態等から製鉄・鍛冶

工程の加工状況や材質を判断する。原則として100倍および400倍で撮影を行う。必要に応じ

て実体顕微鏡(5倍～20倍）による観察もする。

(iv) X線回折測定

試料を粉砕して板状に成形し， X線を照射すると，試料に含まれている化合物の結晶の種

類に応じて，それぞれに固有な反射（回折）された特性X線を検出（回折）できることを利用して，

試料中の未知の化合物を同定することができる。多くの種類の結晶についての標準データが

整備されており，ほとんどの化合物が同定される。

測定装置理学電気株式会社製 ロータフレックス(RU-300型）

測定条件

① 使用X線 Cu-Ka（波長＝1.54178A)

② kp線の除去 グラファイト単結晶モノクロメーター

③ 管電圧・管電流 55kV ・ 250mA 

④ スキャニング・スピード 4.0° /min 

⑤ サンプリング・インターバル 0.020° 

⑥ D.S.スリット 10 

⑦ R.S.スリット 0.15mm 

⑧ S.S.スリット lo 

⑨ 検出器 シンチレーション・カウンター

(v)エネルギー分散型蛍光X線分析： EDX元素分析
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X線管で発生させたX線を試料にあてることによって，試料に含まれる元素固有のエネル

ギーを持った特性X線を発生させ，このX線をSi半導体検出器で検出し，試料中の構成元素



を定性・定量分析装置，蛍光X線分析装置（堀場製作所製， MESA-500;X線管ターゲット： Rh,

X線管電圧： 1~500 μ A(l5kV), l ~240 μ A(50kV)（全自動2段切り換え））を使って遺物の元素分

析（測定元素： 11Na~92U。)を行う。測定条件(X線管ターゲット： Rh(ロジウム）， X線管電圧： 1 

~500 μ A(l5kV), 1 ~240 μ A(50kV)（全自動2段切り換え），検出器：高純度シリコン検出器。）

表 1 調査資料と調査項目

資 着 M 外 化 組 X 耐
資 料 重量 C 観 学 織 線

料 出土遺構 磁 火

種 別 (g) 反 写 成 写 回

N(l 力 応 真 分 真 折 度

1 1号廃滓遺構 炉壁（上部） 485.3 弱 無

゜
口

゜2 1号廃滓遺構 炉壁（下部） 616.3 弱 無

゜
［コ

゜3 1号廃滓遺構 炉内滓（下部） 1329 無 無

゜゚ ゜゚4 1号廃滓遺構 炉内滓（鉄塊） 158.1 梢強 有

゜゚ ゜゚5 2号廃滓遺構 炉内滓（下部） 8392 弱 無

゜゚ ゜゚6 2号廃滓遺構 炉内滓（鉄塊） 286.2 梢強 有

゜゚ ゜゚註（1) 資料の番号、出土遺構名記号、資料種別は貴理文化財センターの記載資料による。

(2) 0は、観察・測定調査の実施項目を示す。口は、 EDX分析を示す。

(3) MC反応とは、メタルチェッカー（金属探知機）による残存金属の有無を示す。

3 調査結果および考察

分析調査結果を図表にまとめて図 1~ 3,表 2~6に示す。表 1に，調査資料と調査項目をまと

めた。表 2は鉄滓資料の化学成分分析結果を示す。全資料の外観写真を，図 4~6, 顕微鏡ミクロ

組織写真を図 5・ 6およびX線回折チャートを図 7・ 8,耐火度試験結果を表 5・ 6および炉壁の

EDX成分分析結果を図 9に示す。各資料の調査結果をまとめ，各資料の最も確からしい推定結果

を最後にまとめる。以下，資料番号順に述べる。

表2 鉄滓の化学成分分析結果（％）

> 比率（％）
T.Fe M.Fe FeO Fe,03 Si02 ALO3 Cao MgO Na20 K20 

No. Fe203 FeO 

3 30.3 0.14 34.5 4.78 18.3 4.75 2.99 2.88 0.40 0.81 12.2 87.8 

4 43.8 5.93 31.7 18.9 19.7 4.55 1.75 1.78 0.40 0.71 37.4 62.6 

5 27.7 0.28 30.6 5.20 25.1 4.62 3.36 4.81 0.44 0.96 14.5 85.5 

6 45.2 27.5 14.0 9.75 15.5 2.68 4.30 3.66 0.18 0.66 41.0 59.0 

資料 Ti02 MnO p205 Co c.w. C V Cu TiO,/T.Fe MnO/TiO, 造成分滓％ 
Na 

3 29.2 0.66 0.209 0.029 0.14 0.0 1 0.150 0.003 0.964 0.023 30.1 

4 11.l 0.27 0.178 0.019 1.66 0.12 0.073 0.005 0.253 0.024 28.9 

5 23.2 0.68 0.229 0.022 0.21 0.01 0.120 0.002 0.838 0.029 39.3 

6 15.2 0.50 0.214 0.031 1.86 0.10 0.090 0.007 0.336 0.033 27 

c.w.＝化合水，造滓成分＝SiOけ AbOけ CaO+MgO+N釦O+K,O
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資料番号No.1 炉壁上部，着磁力：弱， MC:無

外観：外観写真を図 4に示す。総重量は485.3g,長さ186mmX幅114mmX厚さ48mm。表裏とも比

較的平坦な炉壁焼成物。滑らかな光沢のある流動状の炉壁溶融部は，着磁力がわずかにある程度で

ある。内部の被熱面は熱影響が少なく全体は橙色で，層状にスサ痕が確認できる。炉壁の胎土は白

色の砂粒を含み硬質である。

EDX分析：炉壁資料のEDX分析の結果を図表（図 9,表 4）に示す。酸化鉄(Fe203)8％に対して，

シリカ64.5％とアルミナ23.2％を含んでいるので，通常のムライト系胎土と推察される。やや酸化

鉄の含有量が高い。

耐火度：耐火度の測定結果を表 5・ 6に示す。耐火度（ゼーゲルコーン溶倒温度）は， 1,315℃と得

られた。化学成分因子から推算した結果(1,340℃)と測定値を同時に図 3に示す。本資料は，炉壁

としては通常の胎土材と見られる。

したがって，本資料は炉壁材の胎土で，やや酸化鉄の含有量が高いが，通常のムライト（シリカ

ーアルミナ）系胎土材と推定される。耐火度は1,315℃と得られた。

資料番号No.2 炉壁下部，着磁力：弱， MC:無

外観：外観写真を図 4に示す。総重羅は616.3g,長さ145mmX幅91mmX厚さ81mm。大きめの炉壁

焼成物。大きな空孔も見られ，表面に混在する黒色の炉競溶融物は着磁力がわずかにある程度であ

る。炉壁の胎土部分は気孔跡が多く，放射状の割れやスサ痕が確認できる。

EDX分析：炉壁資料のEDX分析の結果を図表（図 9,表 4）に示す。酸化鉄(Fe203)7％に対して，

シリカ69.0％とアルミナ19.5％を含んでいるので，通常のムライト系胎士と推察される。やや酸化

鉄の含有量が高い。

耐火度：耐火度の測定結果を表 5・ 6に示す。耐火度（ゼーゲルコーン溶倒温度）は， 1,365℃と得

られた。化学成分因子から推算した結果(1,280℃）と測定値を同時に図 3に示す。本資料は，炉壁

としては通常の胎土材と見られる。

したがって，本資料は炉競材の胎土で，やや酸化鉄の含有量が高いが，通常のムライト（シリカ

ーアルミナ）系胎士材と推定される。耐火度は1,365℃と得られた。

資料番号No.3 炉内滓下部（製錬滓），着磁力：無， MC:無

外観：外観写真を図 5に示す。総璽贔は1329.0 g,長さ127mmX幅109mmX厚さ84mm。重量感のあ

る炉内滓。表面は滑らで光沢があるが，空孔が多く凸凹している。部分的に橙色の水酸化鉄が付着

しているが， MC反応，着磁力はともに無い。

顕微鏡組織：組織写真を図 5に示す。写真の前面に白色の 3種類の組織が観察される。笹の葉状

のイルメナイト，繭玉状のウスタイトと四角形が崩れたウルボスピネルが観察される。写真の背面

には短冊状ファイヤライトが観察される。イルメナイトとウルボスピネルが主な組織である。

X線回折：回折チャートを図 7に示す。イルメナイト (Ilmenite: FeTiOり，ウルボスピネル(UI-

vospinel : Fe2Ti04)とファイャライト (Fayalite: Fe2Si04)が同定された。
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化学成分：鉄滓の化学成分分析の結果を表 2に示す。全鉄30.3％に対して，ウスタイトは34.5%,

ヘマタイトは4.8％で， Fe20此 FeOの比率は， 12: 88で，シリカ18.3％で，平衡状態図のウスタイ

トの領域に近いと見られる。二酸化チタンが29.2％と高いので，平衡関係図のファイヤライトに近

い領域と見られる。

滓中成分の指標となる造滓（ガラス質滓）成分は30.1％と高い。砂鉄原料に含まれていたと考えら

れる二酸化チタンが29.2％で，ヴァナジウムを0.15％含有する。鉱石に含有される成分の一つであ

る銅は0.003％と少ない。したがって，二酸化チタンの含有量が高いので，砂鉄を始発原料とした

と判断される。

一方，本資料の製造工程の位置づけとして，図 1・ 2に示す。本資料は，図 lでは，砂鉄系製錬

滓領域にある。図 2でも，砂鉄系製錬滓領域にある。

本資料は，顕微鏡組織にイルメナイトとウルボスピネルが観察され，化学成分にシリカ18％とニ

酸化チタン29％が分析されたので，製錬滓と推察される。

したがって，本資料は，①製錬滓で，②鉄源には二酸化チタン含有量が高い砂鉄を使用したと推

定される。

資料番号No.4 炉内鉄塊（製錬滓・鉄塊系），着磁力：梢強， MC:有

外観：外観写真を図 5に示す。総重量は158.1g,長さ83mmX幅55mmX厚さ30mm。表面が水酸化

鉄と土砂に覆われた資料である。銹化物が剥離した部分から黒色発泡し，光沢をもっている。錆瘤

や植物根は除去してサンプリング。

顕微鏡組織：組織写真を図 5に示す。写真の前面に四角形・多角形がやや崩れたウルボスピネル

が観察される。写真の背面には微細なファイヤライトが観察される。ウルボスピネルが主な組織で

ある。

X線回折：回折チャートを図 7に示す。鉄関連鉱物では，ウルボスピネル(Ulvospinel: Fe2Ti04), 

ファイヤライト (Fayalite: Fe2Si04)，マグネタイト (Magnetite: Fe304), イルメナイト (Ilmenite: FeTiOり

とゲーサイト (Goethite: a -FeOOH)が同定された。金属鉄が僅かに生成していたが，銹化が進んで，

オキシ水酸化鉄（ゲーサイト）とマグネタイトが共存していると推察される。

化学成分：鉄滓の化学成分分析の結果を表 2に示す。全鉄43.8％に対して，ウスタイトは31.7%, 

ヘマタイトは18.9％で， Fe20此 FeOの比率は， 37:63で，シリカ19.7％で，平衡状態図のマグネタ

イトの領域に近いと見られる。化合水1.7％を含むので，平衡関係図から酸素分圧を推定すること

が困難である。実際は，生成した金属鉄が銹化している可能性が高い。

一方，滓中成分の指標となる造滓（ガラス質滓）成分は28.9％と高い。砂鉄原料に含まれていたと

考えられる二酸化チタンが11.1％で，ヴァナジウムを0.07％含有する。鉱石に含有される成分の一

つである銅は0.005％と少ない。したがって，二酸化チタンの含有量が高いので，砂鉄を始発原料

としたと判断される。

本資料の製造工程の位置づけとして，図 1・ 2に示す。本資料は，図 lでは，砂鉄系製錬滓領域
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にある。図 2で，砂鉄系製錬滓と鉱石系製錬滓の中間領域にある。

本資料は，ウルボスピネルが観察され，化学成分にシリカ20％と二酸化チタン11％が分析された

ので，製錬滓と見られる。炉内で，金属鉄が生成していたが，銹化している。

したがって，本資料は，①金属鉄・オキシ水酸化鉄（錆び）と鉄滓が共存する製錬滓（鉄塊系）で，

②鉄源には二酸化チタン含有量が高い砂鉄を使用したと推定される。

資料番号No.5 炉内滓下部（製錬滓），着磁力：弱， MC:無

外観：外観写真を図 6に示す。総重量は839.2g, 長さ126nnnX幅124nnnX厚さ66nnn。発泡粗髯な

滓で滑らかな溶融部分は黒色でまわりに比べて着磁力がわずかにある。端部の溶融部には流れたよ

うな条痕も確認できる。底面は小石を多量にかみ込んだ灰色の床材となっている。比較的平坦では

あるが側面に向かって丸みを帯びている。

顕微鏡組織：組織写真を図 6に示す。写真の前面にが観察される。写真の背面には微細なファイ

ャライトが観察される。イルメナイトとファイヤライトが主な組織である。

X線回折：回折チャートを図 8に示す。イルメナイト (Ilmenite: FeTi03)とファイャライト (Faya-

lite : Fe2Si04)が同定された。

化学成分：鉄滓の化学成分分析の結果を表 2に示す。全鉄27.7％に対して，ウスタイトは30.6%,

ヘマタイトは5.2％で， Fe20此 FeOの比率は， 15: 85で，シリカ25.1％で，平衡状態図のウスタイ

トとファイヤライトの境界領域に近いと見られる。二酸化チタンが23.2％と高いので，平衡関係図

のファイャライトとの平衡点に近いと見られる。

滓中成分の指標となる造滓（ガラス質滓）成分は39.3％と高い。砂鉄原料に含まれていたと考えら

れる二酸化チタンが23.2％で，ヴァナジウムを0.12％含有する。鉱石に含有される成分の一つであ

る銅は0.002％と少ない。したがって，二酸化チタンの含有量が高いので，砂鉄を始発原料とした

と判断される。

一方，本資料の製造工程の位置づけとして，図 1・ 2に示す。本資料は，図 1では，砂鉄系製錬

滓領域にある。図 2でも，砂鉄系製錬滓領域にある。

本資料は，顕微鏡組織にイルメナイトとファイヤライトが観察され，化学成分にシリカ25％とニ

酸化チタン23％が分析されたので，製錬滓と推察される。

したがって，本資料は，①製錬滓で，②鉄源には二酸化チタン含有量が高い砂鉄を使用したと推

定される。

資料番号No.6 炉内鉄塊（製錬滓・鉄塊系），着磁力：稚強， MC:有

外観：外観写真を図 6に示す。総重量は286.2g,長さ92nnnX幅63nnnX厚さ52nnn。表面はやや厚

い橙色の水酸化鉄が固着しており，丸い錆瘤がいくつも形成されている。酸化物の固着の少ない端

部と中央部の黒色部分にMC反応があり，着磁力もやや強い。銹化進行中の鉄塊系遺物であろう。

黒色の滓部分は細かに凹凸し発泡している。植物根に注意してサンプリング。

顕微鏡組織：組織写真を図 6に示す。写真の前面に僅かに金属鉄，板状・針状のイルメナイトお
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よび四角形・多角形がやや崩れたウルボスピネルが観察される。写真の背面には溶融したガラス質

滓が観察される。ガラス質滓とイルメナイトが主な組織である。

X線回折：回折チャートを図 8に示す。鉄関連鉱物では，イルメナイト (Ilmenite: FeTiOり，ウル

ボスピネル(Uivospinel: Fe2TiOいマグネタイト (Magnetite: Fe304)，ファイヤライト (Fayalite: Fe2Si04), 

金属鉄(Iron: a -Fe)とゲーサイト (Goethite: a -FeOOH)が同定された。金属鉄が僅かに生成してい

たが，銹化が進んで，オキシ水酸化鉄（ゲーサイト）とマグネタイトが共存していると推察される。

化学成分：鉄滓の化学成分分析の結果を表 2に示す。全鉄45.2％に対して，ウスタイトは14.0%,

ヘマタイトは9.8％で， Fe203とFeOの比率は， 41: 59で，シリカ15.5％で，平衡状態図のマグネタ

イトの領域に近いと見られる。化合水1.9％を含むので，平衡関係図から酸素分庄を推定すること

が困難である。実際は，生成した金属鉄が銹化している可能性が高い。

一方，滓中成分の指標となる造滓（ガラス質滓）成分は27.0％と高い。砂鉄原料に含まれていたと

考えられる二酸化チタンが15.2％で，ヴァナジウムを0.09％含有する。鉱石に含有される成分の一

つである銅は0.007％と少ない。したがって，二酸化チタンの含有量が高いので，砂鉄を始発原料

としたと判断される。

本資料の製造工程の位置づけとして，図 1・ 2に示す。本資料は，図 lでは，砂鉄系製錬滓領域

にある。図 2で，砂鉄系製錬滓と鉱石系製錬滓の中間領域にある。

本資料は，イルメナイトが観察され，化学成分にシリカ15％と二酸化チタン15％が分析されたの

で，製錬滓と見られる。炉内で，鉄滓中に金属鉄が生成していたが，銹化している。

したがって，本資料は，①金属鉄・オキシ水酸化鉄（錆ひ）と鉄滓が共存する製錬滓（鉄塊系）で，

②鉄源には二酸化チタン含有量が高い砂鉄を使用したと推定される。

表 3 鉄滓資料のX線回折鉱物と製造工程の分類

資料No. 資料の種別 X線回折鉱物（鉄関連） 製造工程の分類

3 炉内滓下部 I, U, F 製錬禅（炉内浮）

4 炉内鉄塊 U, M, F, I. Go, Le 製錬滓（炉内滓）

5 炉内滓下部 I, F 製錬滓（炉内浮）

6 炉内鉄塊 I. U, M, F, Fe, Go, Le 製錬滓（炉内滓）

鉱物記号： W （ウスタイト：Wustite_FeO),M （マグネタイト．Magnetite_Fe,0リ， F（ファイヤライト：Fayalite_Fe,SiO,), U 
（ウルポスピネル： Ulvospinel-2Fe0 ・ Ti0,), I （イルメナイト： Ilmenite-FeO ・ TiO 』 ,Go （ゲーサイト•Goethite_ a FeOOH), 
Le (レビドクロサイト•Lepidocrocite_ y FeOOH) 

4 まとめ

木分析調査の資料は，炉壁資料と鉄滓資料からなる。

l)資料No.1とNo.2は，炉壁材で，アルミナーシリカを主成分とするムライト系粘土材と推定さ

れ，耐火度（ゼーケルコーン溶倒温度）はそれぞれ1,315℃と 1,365℃と得られた。

2)資料No.3 ~No. 6は，いずれも砂鉄系製錬鉄滓と推定された。顕微鏡組織にはウルボスピネル，

イルメナイトとファイヤライトが観察され， X線回折でも同定され，確認された。化学成分では，
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シリカ15~25%,二酸化チタン11~29％が分析されたので， 二酸化チタンを高濃度に含有する砂鉄

を始発原料にした製錬滓（炉内滓と鉄塊系）と推定された。

3)資料No.3とNo.5は，製錬工程で反応・流下したが，金属鉄が生成する段階になったと推察さ

れた。資料No.4とNo.6は，炉内に長時間放僧され，金属鉄が生成する条件にあったと見られる。

金属鉄は銹化が進んでオキシ水酸化鉄（ゲーサイト）になっていると推察された。

表 4 炉墜のEDX成分分析結果（％）

資料No.

1 

SiO, Al203 Fe203 CaO K20 Ti02 Mn心 Others 

64.5 23.2 8.0 1.7 1.5 0.9 0.1 0.1 

2
 

69.0 19.5 7.0 2.0 1.5 0.9 0.1 0.0 
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図４ 分析資料外観写真
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図５ 分析資料外観写真と顕微鏡ミクロ写真（１）
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図６ 分析資料外観写真と顕微鏡ミクロ写真（２）
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表 5 耐火度試験資料一覧 表 6 ゼーゲルコーン溶倒温度比較表

試口竺：：口＊I色調 I膨張暉I試験錐の状況

［傭考］芸:;悶：塁岱t;?gば！岱度の試験方法 ()ISR2204)に準拠

＊耐火温度：下記のゼーゲルコーン溶倒比較温度表を参照

醗 コーン 閏 コーン 醗 コーン

懇 コーン

番号 番号 番号 番号

600 022 960 07a l,280 ， 1.650 29 

650 021 980 06a 1.300 10 1,670 30 

670 020 1.000 05a 1,320 11 1.690 31 

690 019 1,020 04a 1,350 12 1,710 32 
710 018 1.040 03a l,380 13 1.730 33 

730 017 1.060 02a 1.410 14 1.750 34 

750 016 1.080 Ola 1,435 15 1,770 35 

790 015a 1,100 la 1,460 16 1,790 36 

815 014a 1,120 2a 1,480 17 1.825 37 

835 013a 1.140 3a l,500 18 l.850 38 

855 012a 1.160 4a l,520 19 l.880 39 

880 Olla 1,180 5a 1,530 20 1,920 40 

900 O!Oa 1,200 6a 1,580 26 l,960 41 

920 09a 1,230 7 1,610 27 2,000 42 

940 08a 1,250 8 1,630 28 

註：コーンは正確な温度を測定するものではない。
耐火度の数値を概略の温度で示す場合のみ上の温度表が使われる。
この表は !ISR0305付表による。コーン番号＝SK番号

資料 No.1 
VFS: 32.0 Fi 1 e: 太力1先 1 KLM: 11 Ha (ナトリウム

雲ャ

ふ二

Zで`
零r

Zr 

0.00 keV カーソ｝V 1.00 keV ()． 460 OP8  20.47 keV 

件

5

室

条

付

刻

圧

流

間

％

料

料

定

日

時

電

電

時

01
試
試

瀾

# I 
'04/03/25 
13:22:30 
15 kV 
220 # A 
50 秒
23 % 

：ら

# 2 
'04/03/25 
13:22:30 
50 kV 
24 U A 
50 秒
24 % 

: i 

咸分 濃度 (wt%） 標準偏差 強度 (cps/u. A) 

資料 Na.2 
'.lFS: 32. 0 

I ` ； 羞｀4 賣
f 轟

；亀

Fi 1 e: 大フつ汐モ2

Si02 64. 4 73 0.383 3.123 
Al203 23.218 0.388 o. 688 
Fe203 7.959 0.092 50.822 
Ca.0 1,700 0.053 0,740 
K20 1.546 0.043 0.595 
Ti02 0.92.8 0.060 1.631 
Mn203 0.095 0,016 0,477 
SrO 0. 042 0,004 1.701 
Zr02 0.025 0,014 1.088 
V205 0.012 0.010 0.029 

KLM: 11 Ha (ナトリウ』な

つ；9

：：：r 
Sr z 

1.00 keV 0.620 cps 20.47 keV 

凋定条件

# I # 2 
日付 '04/03/25 '04/03/25 
時刻 13:30:47 13:30:47 
電圧 15 kV 50 kV 
電流 200 μ. A 30 JJ. A 
時間 50 秒 50 秒
OT% 23 ％ 24 ％ 

試料セル あり あり
試料室 真空 真空

成分 濃度 (wt%） 標準偏差 強度 (cps/u. A) 

Si02 68.998 0.293 3.713 
Al203 19.525 0.303 0.627 
Fe203 6.994 0.066 48.198 
Cao 1. 997 0.053 0.930 
K20 1,484 0. 046 0.611 
Ti02 0.868 0,048 1,621 
Mn203 0.070 0.013 0.378 
V205 0.026 0,026 0.068 
SrO 0.022 0.002 0.979 
Zr02 0.016 0.003 0.755 

図9 EDX分析スペクトル図と分析結果
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図１ 炭化材樹種構成比

付編 2 太刀洗遺跡木炭窯より出土した炭化材の樹種

吉川純子（古代の森研究舎）

はじめに

飼福島県文化振興事業団の依頼により，炭化材の樹種について調査した。

浪江町の太刀洗遺跡では，平安時代の木炭窯跡から，窯詰めされたままの木炭928本が発掘され

た。そこで当時の燃料材としての木材利用状況と，周辺の植生を推定する目的で全試料の樹種同定

を行った。炭化材は剃刀で横断面，接線断面，放射断面を割り取り，落射光を用いて顕微鏡で木材

組織を観察，同定した。

本報告に関しては，東北大学理学部大学院教授鈴木三男氏に多大なるご指導とご助言をいただい

た。ここに記して感謝いたします。

2 同定結果

同定された樹種はイヌシデ節が732本で大半を占め，うち破片をのぞく 709本の直径が計測可能で

あった。イヌシデ節以外には，カエデ属89本（直径計測可能は88本），コナラ節36本，カツラ28本，ス

ギ 5本，アカガシ亜属 5本（直径計測可能は 4本），ケヤキ 5本（直径計測可能は 4本）， コクサギ 5本，

ウルシ 2本，ブドウ属 2本を出士した。表 5には各分類群の直径ごとの本数を一覧表として示した。

直径はイヌシデ節7-162mm, カエデ属8-112mm, コナラ節ll-63mm, カツラ9-61mm, スギ28-36

mm, コクサギll-26mm, アカガシ亜属18-104mm, ケヤキ27-38mm, ウルシは12-41mm, ブドウ属

は14-16mmであった。また，図 l上段は確認できた試料918本の樹種構成の面分率をグラフに示し

た。図 l下段は木炭横断面を円形と仮定して断面積を算定し，各樹種の断面積合計の百分率をグラ

フに示した。断面積比は長さをかけることにより容積比と比例するため，下段のグラフは窯内部で

それぞれの樹種が占める容積比と近似する。イヌシデ節は本数比よりさらに断面積比で比率が多く，

太い材が多いことを示している。カエデ属はほぼ同率，コナラ節は断面積比がやや少なく，カツラ

＊ 
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図2 イヌシデ節とカエデ属の直径分布

以下は本数比より断面積比が少なく，細い材が多くを占めていることがわかる。

また，表 lには直径値の大きいイヌシデ節の直径と年輪数を示した。木炭はそれぞれ最太部の残

存直径を測定し，中心部及び最外部双方とも確認できた材以外については直径の後に＋の記号が付

されている。年輪計数をイヌシデ節 l種に絞ったのは，本

遺跡での出士数が最多であるため林齢を反映しやすいこと，

直径値が大きい材がイヌシデ節に偏っていたためである。

資料は年輪数の多い順に並んでいる。これによると，イヌ

シデ節の太い材で18年から10年前後である。端が欠落する

ことを考慮に入れてもせいぜい20年前後の材であったと考

えられる。

また，直径160mm程度の材でも， 18年から10年と開きがあ

り，同一林内でも生育していた微地や日あたりの多少など

わずかな環境の違いで生育に差があることが考えられる。

3 林分の木炭材利用について

乎安時代の太刀洗遺跡周辺は，イヌシデ節を中心とした落葉広葉樹の林分があったと推定される。

また，イヌシデ節の樹齢は20年前後と若く，イヌシデ節以外の高木になるようなコナラ節，クヌギ

表 1 イヌシデ節の年輪数

No. 直径 年輪数

318 158+ 18+ 

405 126+ 18+ 

207 138+ 17+ 

190 115 17 
27 126 14 
82 124+ 13+ 

212 162+ 13+ 

108 122+ 12+ 

271 130+ 12+ 

215 124+ 11 + 

156 160+ 10+ 
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節，ケヤキなどは50mm前後と比較的細いことから，周辺の林齢は20年前後と推定され，林分全体が

若かった可能性が高い。また，分割材よりも圧倒的に細い丸木が多い。これは木材全体を利用して

いることもあるが，コクサギのような太くならない木材，つる植物のブドウ属なども利用対象とし

ていることから，厳密な樹種選択を行っているわけではなく，林分全体を伐採して窯に詰めたこと

が示唆される。また，利用日的が木炭ではないと推定されるウルシも 2本出土している。ただし，

厳密な樹種選択はないものの，イヌシデ節やカエデ属のような比較的緻密な散孔材がほとんどを占

め，コナラ節やアカガシ亜属などの環孔材は少ないため，林分の中でもある程度樹種を限定して詰

めた可能性はある。一般に，コナラ節などの環孔材のほうが燃焼が進みやすく，針葉樹やカエデ属

など緻密な散孔材は燃焼が進みにくい。事実，本窯内出土の散孔材は硬くしまっていたが，コナラ

節はかなり崩れやすい状態であった。

さて，現在行われている炭焼きのうち，常設の窯をつくらない方法に「伏せこみ」という方法があ

る。まず，地面を深さ lメートル程度の方形に掘り込み，底部に数個の石もしくは煉瓦などをおい

て，その上に60~100センチメートル程度の長さの木材を並べていく。なるべく隙間なく詰めてい

く必要があるため，かなり細い材や草本なども用いる。これは燃焼の際に過剰な酸素の供給を抑え

るためである。並べ終えた木材の上には草本をかぶせ，その上にトタンなどの金属板をかぶせた後

奥に煙突をたてて土で隙間なく覆う。燃焼が開始されてから 4~6時間ほどたったところで，煙突

と焚口を土で密封し温度が下がるのを待つ。木材の運搬などの手間を考えた場合に，常設の石組み

の窯をつくるよりは，伐採する林分の斜面で伏せこみを用いたほうが利便性が高いといえる。炭焼

き利用を終えるとその林分は放置し，次の林分に移動して炭焼きを行うことになる。

本遺跡の窯は乎安時代と推定され， 4回ほど使用した痕跡があるということである。おそらく当

時は天井に金属板などは用いていなかったと考えられる。出士した木炭材はいずれも良好に炭化し

ている状態であるため，煙突を取り去り密封した後に何らかの理由があって炭出しを行わなかった

ことになる。もし，炭焼きの方法が伏せこみだったとすると，天井部が崩れたことが炭出しを行わ

なかった原因とは考えにくい。また，窯は奥がやや低温，焚口付近が高湿になりやすいため，環孔

材や細い材を奥につめ，手前に太い材や緻密な材をつめると言うことである。本窯では奥に細い材，

手前に太い材がある傾向は見られたが，環孔材は位置が定まっていなかった。

炭が製造•利用され始めるのは金属精錬，鋳造が行われ始めてからで，近世までは専ら金属鋳造

だけに利用されており，一般家庭用に普及するのは明治以降とされている（堀田ほか編，1989)。木炭

材はその利用目的上残存はまれで，遺跡からの出土例も少ない。島地ほか編(1988)によると，製鉄

用の木炭として確認された出土例としては，富山県の上野赤坂A遺跡，東山II遺跡，南太閤山IIA・ 

B・C遺跡，表野遺跡，野田A遺跡があり，針葉樹のスギ，ヒノキや広菓樹のクヌギ類，コナラ類，

クマシデ属，カエデ属，モクレン属サクラ属などのほか，ケンポナシ，ヌルデ，ウツギなどさま

ざまな樹種を用いている。また，岡山県のキナザコ製鉄遺跡（島地ほか編，1988)では，ほかの利用目

的で用いられるはずのウルシやミツマタなども木炭として出土していることから，本遺跡のウルシ
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も一次利用後あるいは枝打ちなどで出た材を木炭として利用したことが考えられる。

4 出土炭化材の木材解剖学的記載

スギ(Cryptomeriajaponica D. Don)スギ科の針葉樹で，横断面観は早材から晩材への移行がやや急，

垂直樹脂道はない。水平樹脂道もなく，放射組織は 2~10細胞高程度。分野壁孔は典型的なスギ型

で 1分野に 2~4個認められる。

イヌシデ節(Carpinussect. Carpinus)カバノキ科の散孔材で，横断面観は小道管が単独もしくは縦に

3,4個連結して年輪内にほぼ均ーに分布し晩材部ではやや径を減じてすくなくなる。集合放射組

織が比較的頻繁に存在する。やや細い材では集合放射組織がまったく認められないものもある。集

合放射組織の付近では年輪界が中心に向かってへこむ。接線断面観は，放射組織が単列から 2,3

細胞幅で10~20細胞高程度，集合放射組織は各放射組織が斜めに集合している。道管は小孔紋の交

互状賄孔で内壁にらせん肥厚が見られ，穿孔は単ーもしくは階段状である。放射断面では，放射組

織が同性であることがわかる。山火事後や伐採後のような日あたりの良い山地や斜面などに多く，

成長が早いので年輪幅が大変大きいことが多い。

アカガシ亜属(Quercussub g en. Cyclobalanopsis)ブナ科の放射孔材で，横断面ではやや大きい単独の

道管が放射方向に配列する。道管の穿孔は単一である。放射組織は単列と広放射組織があり，炭化

材では広放射組織の部分で裂け目が入る場合が多い。放射組織は同性である。現在の福島県はアカ

ガシ亜属の北限に近く，海岸よりに生育している。

コナラ節(Quercussect. Prinus)ブナ科の環孔材で，横断面ではやや大きい道管が火炎状もしくは放

射状に分布し，晩材になるにつれ径を減じ，衝動観は壁が薄く角ばった円形を星する。道管は単穿

孔でチローシスが存在する。放射組織は単列と広放射組織がありいずれも同性，炭化材では広放射

組織の部分で裂け目が入る。現在の福島県では海岸よりから山地部まで多く生育している。

ケヤキ(Zelkovaserrata Makino)ニレ科の環孔材で，横断面では年輪のはじめに大きい道管が lない

し時に 2列並び，小道管は多数集合して接線方向から斜線方向に配列する。道管は単穿孔で，小道

管内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は異性， 1~8細胞幅で 5~60細胞高程度のやや輻のある

紡錘形て，上下の端に結晶細胞が見られることが多い。山地部に多く見られる。

カツラ (Cercidiphyllumjaponicum Sieb. et Zucc.）カツラ科の散孔材で，横断面では大変径の小さい角

ばった道管が年輪全体に密に分布する。年輪界付近で若干径を減じる。道管の穿孔は階段状，道管

と放射組織間の壁孔は階段状から対列状。放射組織ははっきりした異性で， 1 ~ 2細胞幅で10細胞

高程度である。カツラは山地のやや湿った場所や渓流沿いなどに多く生育している。

コクサギ(Orixajaponica Thunb.）ミカン科の紋様孔材で，横断面は大変小さな小道管が 3列程度の

幅でX字状に配列する。道管は単穿孔で道管内壁にはらせん肥厚がある。放射組織はほば同性で細

胞がやや大きく単列， 5 ~30細胞高くらいである。

ウルシ(Rhusvemiciflua Stockes)ウルシ科の環孔材で，横断面は年輪はじめに大きい道管が 1-2列
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図３ 炭化材の顕微鏡写真（１）
ａ：横断面，ｂ：接線断面，ｃ：放射断面，スケールは0.1㎜，ただし１ｃのみ0.05㎜

１ａ　スギ １ｂ １ｃ

２ａ　イヌシデ節 ２ｂ ２ｃ

並びその後小道管が斜めに重なるようにしていくつか集合して配列し，さらに晩材部で小道管がま

とまる頼向がある。道管は単穿孔で小道管内にはらせん肥厚がある。放射組織は異性で 1-3細胞

幅， 30細胞高程度である。古来より塗料の原料として各地に植栽されているが，各地で野生化して

いて，湿った谷筋などを好んで生育している。

カエデ属(Acer)カエデ科の散孔材で，横断面では小逍管が単独ないし 2-3個放射方向に連結し

て散在する。追管は年輪内でほぼ均ーに分布し晩材部でもそれほど径は小さくならない。軸方向柔

組織が方向性を持って並ぶことが多く，横断面で帯状や縞状の模様が見えることが多い。道管は単

穿孔で内墜にらせん肥厚があり，道管と放射組織間の壁孔は飾状。放射組織は方形と平伏がある異

性で， 1 -4細胞幅で30以上の細胞高になる。

ブドウ属(Vitis)ブドウ科の環孔材で，横断面は大変大きい追管が1列ならび，その後小道管が径

を減じながら縦に密着して連結する。穿孔は階段状で放射組織は異性～同性で大変高い広放射組織

がある。つる植物で，林内の高木にからんで生育している。
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図４ 炭化材の顕微鏡写真（２）
ａ：横断面，ｂ：接線断面，ｃ：放射断面，スケールは0.1㎜

１ａ　アカガシ亜属 １ｂ １ｃ

２ａ　コナラ節 ２ｂ ２ｃ

３ａ　ケヤキ ３ｂ ３ｃ

４ａ　カツラ ４ｂ ４ｃ
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図５ 炭化材の顕微鏡写真（３）
ａ：横断面，ｂ：接線断面，ｃ：放射断面，スケールは0.1㎜

１ａ　コクサギ １ｂ １ｃ

２ａ　ウルシ ２ｂ ２ｃ

３ａ　カエデ属 ３ｂ ３ｃ

４ａ　ブドウ属 ４ｂ ４ｃ
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表 2 各分類群の直径毎の本数
直径(mm) イヌシデ節 カエデ属 コナフ節 カツラ スギ コクサギ アカガシ亜属 ケヤキ ウルシ プドウ属

162 I 

160 1 

158 I 

138 1 

130 2 

126 2 

124 2 

122 1 

118 2 

116 2 

115 1 

112 1 I 

108 3 

106 4 I 

104 3 I 

102 3 

100 1 

98 4 

96 2 I 

94 5 

93 1 

90 3 I 

88 4 I 

86 4 

84 3 

83 1 

82 7 2 

80 3 

78 2 

76 5 

75 2 

74 3 

72 1 

70 2 

69 2 

68 3 

66 2 I 

65 2 1 

64 4 I 

63 I I 

62 l 

61 2 1 

60 3 I 

58 I 

57 3 

56 I 1 

55 I 

54 I 1 I 

53 3 

52 5 1 I 

51 2 1 

50 5 I 

49 2 1 I 

48 6 

47 I I 

46 3 

45 2 1 

44 4 1 

43 6 1 

42 6 1 

41 6 I I 1 

40 I 2 1 

39 10 

38 6 I 

37 8 I 1 

36 7 l 

35 12 I 1 I 

34 5 3 2 

33 ， 1 I 

32 13 I 1 I 

31 10 I 2 I 

30 10 I 3 

29 14 I 2 I 

28 15 I 1 I 

27 14 4 I 

26 13 3 I 1 

25 22 5 1 

24 22 2 1 I 

23 20 I 1 I 

22 21 4 2 

21 21 4 1 

20 24 3 3 2 

19 29 4 I 3 I 

18 30 I 2 

17 34 4 2 I 

16 30 4 1 I I I 

15 29 4 I 

14 42 3 I I 

13 35 4 1 4 

12 19 2 1 1 I 

11 14 I 1 I 1 

10 11 I 3 ， 6 2 1 

8 I 1 

7 2 
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